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～ 輝 き ・ 活 力 ・ 誇 り を 未 来 へ ～



村　 章

村のシンボル

く まの文字を 左右に組み合わせたも ので、 飛躍・ 発展への翔ばたき と 村の融和を 示し 併せて下部

の波頭は球磨川流域に近代農林業の村と し て伸びゆく 村の意気を象徴し たも の

村　 民　 憲　 章

わたく し たちは、 球磨村民であること に誇り をもち、 自然に感謝し 教養を高め、

生きがいのある住みよい村をつく るためにここに村民憲章を制定する。

　 　 　 　 一、　 自然を愛し 　 美しい村をつく ります

　 　 　 　 一、　 健康に努め　 明るい村をつく ります

　 　 　 　 一、　 人に優しく 　 こころ豊かな村をつく ります

　 　 　 　 一、　 進んで学び　 文化のかおる村をつく ります

　 　 　 　 一、　 仕事に誇りをもち　 伸びゆく 村をつく ります

平成６ 年１ １ 月１ ２ 日制定

合併 30 周年を 記念し て

公募の中から 、 球磨村の

飛躍のシンボルと なるよう

「 杉」 が選定さ れまし た。

合併 50 周年を 記念と し

て、 公募の中から 、 春先

を 知ら せ、 満開桜は秋の

実り の豊かさ を 告げる 農

事の前兆現象と し ての目

安になるとして選定さ れま

し た。

合併 50 周年を 記念し て

公募の中から 、 一勝地温

泉の名称または愛称でも

使われており 、 自然豊か

な 球磨村を 象徴する 鳥と

してふさ わし いと して選定

さ れまし た。

合併 50 周年を 記念し て

公募の中から 、 球磨村の

中心部を 貫流する 球磨川

の清流に住む魚と し て 一

番ふさ わし いとして選定さ

れまし た。

杉 かわせみ 鮎山桜

村 長 あ い さ つ

　 球磨村は、 日本三大急流の一つである 球磨川が東西に流れ、 球磨川を 挟んで山々が連な

る 、自然豊かな村です。 こ の豊かな自然を 大切にし 、自然と と も に生活を 営んでき まし たが、

令和２ 年７ 月豪雨は、 こ れまで村に恵みを も たら し てき た自然が猛威を ふる い、 村内全域

で甚大な被害を も たら し まし た。

　 本村では、 迅速な復旧・ 復興を 目指し て令和３ 年（ 2021 年） ３ 月に復興計画を 策定し 、

復興事業を 進めていますが、 復興はまだ道半ばの状況です。 早期の創造的復興を 成し 遂げ

る ため、 今後も 継続し て各種事業に取り 組んでいき ます。

　 こ の間、 本村を 取り 巻く 社会情勢も 大き く 変わっ ています。 災害後には人口減少、 少子

高齢化が一段と 進み、 地域の活力が失われつつあり ます。 また、 新型コ ロ ナウイ ルス感染

症の蔓延は、 地域経済に大きな影響を与えまし た。 さ ら に、 頻発する自然災害やデジタル化

への対応、 地球温暖化対策など、 取り 組んでいかなければなら ない課題が山積しています。

　 こ のよ う な 状況を 受け、 本村において は、 令和 10 年度（ 2028 年度） を 目標と する 第

６ 次球磨村総合計画後期基本計画を 策定し まし た。 本計画では、 村の目指す将来像を 改め

て見直し 、 以下の将来像を 設定し ています。

「 豊かな自然と と も に生き  みんながつながる 球磨村　 ～輝き ・ 活力・ 誇り を 未来へ～」

　 変化する 地域コ ミ ュ ニティ の中にあっ ても 、 子ども から 高齢者まで誰も が安心し て生活

ができ る よ う に、 地域や人と 人と のつながり を 大切にする 球磨村を 目指し ていき たいと い

う 想いを こ の将来像に込めています。

　 災害を 受けて、 村が大き く 変わろ う と し ています。 住み慣れた地域が変わっ ていく こ と

に寂し さ を 感じ る こ と も ある と 思いますが、 村民の皆様と 一緒になっ て住んでよ かっ たと

思える 持続可能なむら づく り に取り 組んでいき たいと 考えており ますので、 今後におき ま

し ても 村づく り に積極的に参加いただき ますよ う お願いし ます。

　 最後に、 本計画策定にあたり 、 ご審議を いただき まし た「 球磨村振興計画審議会」 の皆

様を はじ め、 住民アン ケート 調査などで貴重なご意見、 ご提言を いただき まし た皆様に心

から 感謝と 御礼を 申し 上げますと と も に、 今後と も 本計画が目指すむら づく り の推進にご

理解と ご協力を いただき ますよ う お願い申し 上げます。

球磨村長　 松谷浩一
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第　 　  章1 計画策定にあたっ て

1 計画策定の趣旨

　 球磨村（ 以下「 本村」と いう 。）では、平成 31 年（ 2019 年）３ 月に「 第６ 次球磨村総合計画」を 策定し 、「 豊

かな心と 　 美し い水と 緑が輝く 　 酸素ち ょ っ と 濃いめの　 生き 活き 山村　 く まむら 」 を 計画の将来像

と し て、 住民と 行政が一体と なり 、 総合的かつ計画的にむら づく り を 進めてき まし た。

　 し かし ながら 、 令和２ 年（ 2020 年） ７ 月４ 日に発生し た豪雨災害によ り 、 球磨川と その支流が広

域で氾濫し 、 多く の家屋が浸水や山腹崩壊に伴う 土石流被害を 受け、 村民の尊い命と 財産を 奪う 、 こ

れまでに経験し たこ と のない未曾有の被害を も たら し まし た。

　 こ のため、 本村では、 令和２ 年７ 月豪雨から の復興に向けて「 球磨村復興計画」 を 令和３ 年（ 2021

年） ３ 月に策定し 、 基本理念である「 災害に強く 、 豊かな地域資源を 後世に継承し 、 住民が安全に安

心し て住み続けら れる 山里『 球磨村』 の復興」 を 目指し てむら づく り を 進めています。

　 災害前に、 村の将来像を 描いて策定し た「 第６ 次球磨村総合計画」 ですが、 大災害を 受け、 村の状

況が策定時から 大き く 変化し まし た。 現在は、 災害に起因する 復旧・ 復興を 優先課題と し てむら づく

り に取り 組んでいますが、 本村を 取り 巻く 情勢は年々変化し ており 、 復旧・ 復興以外にも 、 人口減少、

少子高齢化の進行に加え、 高度情報化社会の進展や安全・ 安心に対する 意識の高まり などに対応し て

いく 必要があり ます。 こ う し た変化に的確に対応し ていく ため、 住民と 行政がお互いに自ら 考え、 自

ら 行動する むら づく り 、 すなわち 住民が主役と なり 、 力を 合わせて球磨村を 発展さ せていく 仕組みづ

く り が重要と なり ます。

　 こ のよ う なこ と から 、 住民と 行政がお互いにそれぞれの立場を 理解し 、 連携し て新し いむら づく り 、

ひと づく り を 進め、 むら づく り の基本理念と 目指すべき 将来像を 実現する ために、 令和６ 年度（ 2024

年度） から 令和 10 年度（ 2028 年度） を 計画期間と する 第６ 次球磨村総合計画後期基本計画（ 以下「 本

計画」 と いう 。） を 策定し まし た。

2 計画の目的と 役割

（ １ ） 計画の目的

　 本計画は、 本村における 総合的かつ計画的な行政運営を 図る ための最上位計画であり 、 新し い球磨

村のむら づく り 、 ひと づく り の指針と する こ と を 目的と し て策定する も のです。

（ ２ ） 計画の役割

　 本計画は、 社会的動向に対応し 、 地域の特性に合っ た計画と する ため、 以下のよ う な役割を 持っ て

います。 なお、 本計画は、 策定の趣旨や現状を 踏まえ、 球磨村復興計画の改訂版と し ての性格も 受け

持つも のと し ます。 　

村民と の協働を目指し た計画1

　 策定にあたっ ては、 村民意識調査などの村民が参加でき る 機会を 設け、 むら の将来像を 共有する と

と も に、 地域住民が主体と なっ たむら づく り が推進さ れる 計画と し ます。

データ に基づき 地域特性を活かし た計画2

　 各種データ 分析によ り 、 地域資源を 有効活用でき る 戦略性と 実効性の高い計画と し ます。

社会の潮流、 総合戦略と 整合性のある計画3

　 人口減少、 少子高齢化や防災意識の高まり などの社会潮流と 、 むら の活性化を かけた球磨村総合戦

略などと 整合性を 保ち ながら 、 こ れら に対応し た計画と し ます。

村民にわかり やすく 、 職員も 活用し やすい計画4

　 簡潔で要点を 押さ えた表現、 見やすいレ イ アウト などによ り わかり やすい計画と し ます。

国や県と 連携し 、 自立し た行政経営を推進する計画5

　 実現可能で明確な目標のも と 、 評価や成果の視点を 重視し た総合計画体系の構築を 行う と と も に、

達成度を 明確に把握でき る 計画と し ます。

　 行政経営の視点によ り 、 基本計画、 実施計画及び予算の連動性を 強め、 財政の見通し を 踏まえた実

効性のある 計画と し ます。
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（ ３ ） 本計画と SD Gs の関係

　 SD Gs と は、「 Su sta in ab le D evelo pm en t Goals（ 持続可能な開発目標）」の略称で、平成 27 年（ 2015

年） ９ 月の国連サミ ッ ト で採択さ れた、「 誰一人取り 残さ ない」 持続可能でよ り よ い社会の実現を 目

指す世界共通の目標であり 、 令和 12 年（ 2030 年） までに達成すべき 17 のゴールと 169 のタ ーゲッ

ト から 構成さ れています。

　 SD Gs の「 誰一人取り 残さ ない」 と いう 考え方は、 総合計画における 取組の方向性と 概ね合致し て

おり 、構成する 基本施策・ 事業を 推進する こ と によ り 、SD Gs の達成にも 貢献する も のと 考えら れます。

そのため、 本計画においても SD Gs の視点を 取り 入れた取組を 推進し ます。

　 特に「 目標７ 　 エネルギーを みんなにそし てク リ ーン に」、「 目標 13　 気候変動に具体的な対策を 」

や「 目標 15　 陸の豊かさ も 守ろ う 」 と いう 目標については、 実質的にも 、 また、 球磨村を 広く 知っ

ていただく 際の ” 強み ” と し ても 活かせる よ う 、 積極的に取り 組んでいき ます。

3 総合計画の構成と 期間

　 総合計画は、「 基本構想」「 基本計画」「 実施計画」 で構成し ます。

（ １ ） 基本構想

　 基本構想は、 本村の現状と むら づく り の課題を 踏まえ、 目指すべき 村の将来像と こ れを 実現する た

めの施策の基本的な方向性を 示すも のです。基本構想の期間は、令和元年度（ 2019 年度）を 初年度と し 、

令和 10 年度（ 2028 年度） までの 10 年間と し ます。

（ ２ ） 基本計画

　 基本計画は、 基本構想を 基に、 その目標を 達成する ため、 施策の具体的な内容を 部門別に体系化し

たも ので、 実施計画の基礎と なり ます。

　 基本計画の期間は、 前期５ 年、 後期５ 年の 10 年間と し ますが、 急激な社会・ 経済情勢の変化によ

り 計画を 見直すこ と も あり ます。

（ ３ ） 実施計画

　 実施計画は、 基本計画で体系化し た各施策の実施年度や事業量、 実施方法を 具体化し たも ので、 各

年度の予算編成の指針と なり ます。

　 実施計画の期間は３ 年と し 、 毎年度の進捗状況に応じ て、 計画を 見直し 、 改訂し ていき ます。 また、　 　 　

効果的かつ効率的な行財政運営を 継続的に改善する ため、 計画に掲げら れる 施策や事業を 対象と し 、

その必要性や有効性を 客観的に評価し ていき ます。

■計画の構成

序
　
　
論

序
　
　
論

基本
構想

基本計画

実施計画

基本構想

実施計画

基本計画

将来像と むら づく り の理念を明ら かにするも の

基本構想を実現するための施策の内容を体系的に示すも の

基本計画で定めた施策を推進するための事業を示すも の

元年

（ 2019）

２ 年

（ 2020）

３ 年

（ 2021）

４ 年

（ 2022）

５ 年

（ 2023）

６ 年

（ 2024）

７ 年

（ 2025）

８ 年

（ 2026）

９ 年

（ 2027）

10 年

（ 2028）

基
本
構
想

令
和

基本構想（ 10 年）
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第　 　  章2 球磨村の特性

1 位置・ 地勢

　 本村は、 熊本県の南部に位置し 、 昭和 29 年（ 1954 年） に旧渡村、 旧一勝地村、 旧神瀬村の３ か

村が合併し て発足し まし た。 東は人吉市及び山江村、 西は葦北郡芦北町、 南は水俣市及び鹿児島県伊

佐市、 北は八代市に接し 、 東西 13㎞、 南北 25㎞、 総面積 207 .58㎢であり 、 その 88％を 森林が占め、

村全体が山岳地帯と なっ ています。

　 村の中央には、 日本三大急流の一つである「 球磨川」 が東西に流れ、 川を 挟んで南に国見山、 北に

白岩山など 700m 以上の山々がそびえ、こ れら の山岳を 縫っ て大小無数の川が球磨川に注いでいます。

　 年間平均気温は、 16℃（ 最高 31.6℃、 最低 -6.4℃） で冬季と 夏季の寒暖の差が大き く 、 やや大陸

的変化のある 気候と なっ ており 、 降雨量は比較的に多く 、 年間 2,300㎜を 超えています。 主な産業は、

農業と 林業です。

　 地質は、 白岩山と 大坂間を 結ぶ線を 境と し て、 北西部は古生層中部二畳系に属し 、 石灰岩が広範囲

に露出し ています。 南東部は、 中世層上部白亜系に属し 、 地勢は幾分緩やかですが、 土層は深く 、 通

気性も 良く 、 球磨川左岸の南部地帯は、 肥薩火山群の噴出堆積物によ り 形成さ れている と 言われてい

ます。

序
　
　
論

序
　
　
論

■計画の期間

基本計画

実施計画
実施計画

基本計画

基本構想を 実現するための施策の内容を 体系的に示すも の

基本計画で定めた施策を 推進する ための事業を 示すも の

元年

（ 2019）

２ 年

（ 2020）

３ 年

（ 2021）

４ 年

（ 2022）

５ 年

（ 2023）

６ 年

（ 2024）

７ 年

（ 2025）

８ 年

（ 2026）

９ 年

（ 2027）

10 年

（ 2028）

基
本
構
想

令
和

基
本
計
画

実
施
計
画

基本構想（ 10 年）

前期基本計画（ 5 年） 後期基本計画（ 5 年）

実施計画（ 3 年）

実施計画（ 3 年）

実施計画（ 3 年）
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平成 27 年

（ 2015）

令和元年
（ 2019）

706

238

468

-

18 ,171

1 ,768

16 ,403

-

185

353

103

77

0

26

1 ,240

20 ,758

●  農用地

　 田

　 畑

●  採草放牧地

●  森林

　 国有林

　 民有林

●  原野

●  水面・ 河川・ 水路

●  道路

●  宅地

　 住宅地

　 工業用地

　 その他の宅地

●  その他

総面積

603

227

376

-

18 ,180

1 ,682

16 ,498

-

184

360

103

78

0

25

1 ,328

20 ,758

( h a)

総世帯数

高齢者のいる世帯数

 　 ひと り 暮ら し 世帯

 　 高齢夫婦世帯

 　 その他世帯

総世帯数

高齢者のいる世帯数

 　 ひと り 暮ら し 世帯

 　 高齢夫婦世帯

 　 その他世帯

1,487

1 ,081

238

230

613

688 ,234

295 ,609

69 ,111

75 ,318

151 ,180

100 .00

72 .6

22 .0

21 .3

56 .7

100 .0

43 .0

23 .4

25 .5

51 .1

1 ,366

1 ,007

239

225

543

702 ,565

321 ,383

83 ,461

86 ,016

151 ,906

100 .0

73 .7

23 .7

22 .3

53 .9

100 .0

45 .7

26 .0

26 .7

47 .3

975

725

187

178

360

716 ,740

334 ,262

92 ,410

94 ,175

147 ,677

100 .0

74 .4

25 .8

24 .6

49 .7

100 .0

46 .6

27 .6

28 .2

44 .2

平成 22（ 2010） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

平成 27（ 2015） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

令和 2（ 2020） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

村

県

行政区 班 行政区 班 行政区 班 行政区 班 行政区 班

内布

山口

地下

今村

峯

桜峯

島田

水篠

糸原

立野

境目

大槻

小川

舟戸

茶屋

椎屋

1区

2区

3区

4区

5区

17区

18区

19区

20区

21区

13区

14区

15区

16区

9区

10区

11区

12区

6区

7区

8区

岡

浦野

板崎

中園

田頭

馬場

蔵谷

坂口

高沢

横井

沢見

友尻

宮園

橋詰

野々原

中屋

中津

黄檗

吐合

日隠

中渡

岳本

黒白

柳詰

松舟

田代

池下

淋

向淋

大坂間

告

松本

小谷

大無田

大久保

鵜口

千津

松谷

那良

那良口

毎床

俣口

茂田

遠原

蔀

和田

堤岩戸

神瀬一区

神瀬二区

木屋角

上原

松野

四蔵

永椎

日当

大岩

箙瀬

伊高瀬

上蔀

多武除

楮木

川島

大瀬

 ■土地利用状況の比較　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ■土地利用状況割合の比較

■行政区の区分表

2 人口構造

（ １ ） 人口の推移

　 本村の総人口は、 減少傾向にあり 、 国勢調査の統計によ る と 、 平成 12 年（ 2000 年） から 令和２

年（ 2020 年） の 20 年間で約半数減少し ています。

　 年齢３ 区分別人口についてその動向を みる と 、年少人口（ 0 ～ 14 歳）、生産年齢人口（ 15 ～ 64 歳）、

老年人口（ 65 歳～） の全ての区分において人数は減少し ていますが、 老年人口（ 65 歳～） の割合は

増加し ています。

　 地区別にみる と 、 一勝地地区や神瀬地区では高齢化率が 50％を 超えており 、 急速な少子高齢化が

進んでいます。

　 人口減少は、 社会減と 自然減の両面から 進んでおり 、 今後も さ ら に加速化する こ と が予測さ れてい

ます。特に令和２ 年７ 月豪雨後は、転出者が増加し ており 、国立社会保障・ 人口問題研究所※の推計では、

令和 32 年（ 2050 年 ) に、 人口が 650 人になっ ている と いう 推計が出さ れています。

　 平成 22 年（ 2010 年） から 令和２ 年（ 2020 年） までの 10 年間における 人口構成の変化を みる と 、

全体の人口減少が顕著と なっ ています。

■年齢３ 区分別人口の推移

序
　
　
論

序
　
　
論

0

20 .0

40 .0

60 .0

80 .0

100 .0
（ % ）

H 27（ 2015） R1（ 2019）

6 .0 6 .4

87 .5 87 .6

3 .4 2 .9

0 .5 0 .5
1 .7 1 .7

0 .9 0 .9

農用地

道路

森林

宅地

水面・ 河川・ 水路

その他

0

20.0

40 .0

60 .0

80 .0

100 .0
（ % ）

H 27（ 2015） R1（ 2019）

6 .0 6 .4

87 .5 87 .6

3 .4 2 .9

0 .5 0 .5
1 .7 1 .7
0 .9 0 .9

農用地
道路

森林
宅地

水面・ 河川・ 水路
その他

行政区 班 行政区 班 行政区 班 行政区 班 行政区 班

内布

山口

地下

今村

峯

桜峯

島田

水篠

糸原

立野

境目

大槻

小川

舟戸

茶屋

椎屋

1区

2区

3区

4区

5区

17区

18区

19区

20区

21区

13区

14区

15区

16区

9区

10区

11区

12区

6区

7区

8区

岡

浦野

板崎

中園

田頭

馬場

蔵谷

坂口

高沢

横井

沢見

友尻

宮園

橋詰

野々原

中屋

中津

黄檗

吐合

日隠

中渡

岳本

黒白

柳詰

松舟

田代

池下

淋

向淋

大坂間

告

松本

小谷

大無田

大久保

鵜口

千津

松谷

那良

那良口

毎床

俣口

茂田

遠原

蔀

和田

堤岩戸

神瀬一区

神瀬二区

木屋角

上原

松野

四蔵

永椎

日当

大岩

箙瀬

伊高瀬

上蔀

多武除

楮木

川島

大瀬

6,000

5 ,000

4 ,000

3 ,000

2 ,000

1 ,000

0

5 ,201

1 ,707
1 ,722

1 ,620

2 ,174

455 398

1 ,783

1 ,517

4 ,786

4 ,249

3 ,698

2 ,433

54 .0
52 .2 51 .2

48 .2
45 .1

44 .8
41 .0

38 .1
36 .0

32 .8

13 .1
11 .8 10 .7 10 .8

10 .1

1 ,087

1 ,094

245

2 ,498

566

2 ,811

683

（ 人）

H 12（ 2000） H 17（ 2005） H 22（ 2010） H 27（ 2015） R2（ 2020）

（ % ）

60 .0

50 .0

40 .0

30 .0

20 .0

10 .0

0 .0

老年人口（ 65歳～）生産年齢人口（ 15～64歳）年少人口（ 0～14歳）

年少人口割合 老年人口割合生産年齢人口割合

資料： 熊本県統計年鑑

区分表： 令和６ 年２ 月現在

※国立社会保障・ 人口問題研究所 … 医療や介護、 子育て支援など、 すべての人の生活を 支える「 社会保障制度」 や日本の人口の推移を 研究し

ている機関。 人口推計では、 全国の出生や死亡、 人口の移動状況などをも と に、 将来の日本の人口や性別・ 年齢別の構成等を 推計し ている。

資料： 国勢調査

※総人口は年齢不詳を 含みます。
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 ■地区別人口の推移

■自然増減の推移

資料： 税務住民課（ 各年３ 月末）
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 ■人口ピ ラ ミ ッ ド

資料： 国勢調査
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 （ ２ ） 世帯数の推移

　  本村の世帯数は、 令和２ 年（ 2020 年） が 975 世帯で、 平成 22 年（ 2010 年） から 10 年間で

512 世帯減少し ています。

　 また、 令和２ 年（ 2020 年） の１ 世帯当たり 人員が 2.49 人と なっ ており 、 高齢者のひと り 暮ら し 世

帯や夫婦のみ世帯の割合の増加などの要因によ り 減少傾向にあり ます。

序
　
　
論

序
　
　
論

3 産業構造

（ １ ） 産業別就業人口

　 本村の産業構造については、 第１ 次産業、 第２ 次産業の就業者割合が減少傾向にあり 、 第３ 次産業

の就業者割合が増加傾向にあり ます。

　 令和２ 年（ 2020 年） の球磨村の就業人口と 、 球磨郡、 県を 比較する と 、 第 1 次産業・ 第２ 次産業

と も に就業人口の割合は本村が高く なっ ています。

世帯数 1世帯当たり 人員

第1次産業 第2次産業 第3次産業 就業者総数
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 資料： 国勢調査

■世帯数と １ 世帯あたり 人員の推移

■ 65 歳以上世帯員がいる 世帯の推移

平成 27 年

（ 2015）

令和元年

（ 2019）
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-
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-
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0

26

1 ,240

20 ,758

●  農用地

　 田

　 畑
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●  水面・ 河川・ 水路

●  道路

●  宅地

　 住宅地

　 工業用地

　 その他の宅地

●  その他

総面積
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( h a)
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26 .7

47 .3

975

725

187

178

360

716 ,740

334 ,262

92 ,410

94 ,175

147 ,677

100 .0

74 .4

25 .8

24 .6

49 .7

100 .0

46 .6

27 .6

28 .2

44 .2

平成 22（ 2010） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

平成 27（ 2015） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

令和 2（ 2020） 年

世帯数（ 世帯） 割合（ ％）

村

県

 資料： 国勢調査

※小数第２ 位を 四捨五入し ている ため、 合計が 100 .0 になら ない場合があり ます。

世帯数 1世帯当たり 人員

第1次産業 第2次産業 第3次産業 就業者総数

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,569 1,487
1,366

975

3.02
2.83

2.66
2.49

（ 世帯）

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0 .0

H 22（ 2010）
球磨村

R2（ 2020）
球磨村

R2（ 2020）
球磨郡平均

R2（ 2020）
熊本県平均

（ % ）

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

（ 人）

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（ 人）

H 17（ 2005）

S60（ 1985）

0 .0 20 .0 40 .0 60 .0 80 .0

0 .3

1.1

2 .0

100

H 2（ 1990） H 7（ 1995） H 12（ 2000） H 17（ 2005） H 22（ 2010） H 27（ 2015） R2（ 2020）

H 22（ 2010） H 27（ 2015） R2（ 2020）

33.4

33.4

40.3
46.2

53.0 53.6

26.5

19.8

57.8

24.2

18.0

55.9

24.9

19.2

28.3

19.8

32.9

20.9

32.7

27.0

30.6

36.0

28.5

38.1

（ % ）第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

3,607

3,238

2 ,839

2,422
2,198

1,796 1,690

975

19.8

19.1

15 .7 21.5 61.6

24.8 55.7

26.5 53.6

8 .8 20.7 68.5

資料： 国勢調査

※頁上段のグラ フ は、 分類不能の数を 除いて割合を 算出し ている ため、 下のグラ フ と 割合が一致し ない場合があり ます。

■産業別就業人口の推移
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（ ２ ） 村内総生産

　  本村の総生産額について、 平成 22 年（ 2010 年） と 令和２ 年（ 2020 年） を 比較する と 、 約 23 億

円増加し ていますが、 こ れは令和２ 年度（ 2020 年度） に災害関連復旧工事が増加し たこ と が要因で

ある ため、 一時的な増加と 考えら れます。 産業分類別にみる と 、 第１ 次産業は約 0.5 億円の減少、 第

２ 次産業は約 20 億円の増加、 第３ 次産業は約 0.3 億円の増加と なっ ています。 第２ 次産業が増加し

ていますが、 こ れについても 、 災害関連復旧工事の増加が要因と なり ます。

序
　
　
論

序
　
　
論

第　 　  章3 社会の潮流

1 本格的な人口減少と 少子高齢化の進行

国内外の情勢
● 日本の総人口は、平成 20 年（ 2008 年）を ピ ーク に減少局面に入っ ています。 令和５ 年（ 2023

年） ４ 月に公表さ れた国立社会保障・ 人口問題研究所の推計によ る と 、令和 52 年（ 2070 年）

には総人口は 8,700 万人にまで減少する と さ れており 、 人口減少・ 超高齢社会の進行によ り 、

地域社会の維持が困難と なっ ています。

● 人口問題の中心と なる 少子高齢化については、 出生率の低迷や、 団塊の世代が高齢期を 迎え

たこ と など によ り 、 急速に進行し ています。 こ う し た人口減少や少子高齢化の進行によ り 、

消費の縮小や労働力の減少、 社会保障費の増加など多方面に様々な影響を 及ぼすこ と が懸念

さ れています。 と り わけ、 地域の担い手が高齢化し 減少する こ と で 、 地域のコ ミ ュ ニティ 機

能が低下し 、 地域全体の活力が失われていく こ と が大き な課題と なっ ています。

球磨村の現状
● 本村では、 人口が毎年減少し 続けており 、 特に令和２ 年７ 月豪雨の影響でその傾向がさ ら に

顕著になっ ています。 特に災害後に実施さ れた令和２ 年（ 2020 年） 国勢調査では、 村外避

難者も 多く いたこ と から 、 人口減少率が県内で最も 高い自治体と なっ ています。

● また、 村全体の高齢化率は 50% に迫り 、 少子高齢化が深刻な状況です。 特に、 一勝地地区

と 神瀬地区における 高齢化率は 50％台と なっ ており 、 集落を 維持でき なく なる 地区の発生

も 懸念さ れています。 さ ら に、 国立社会保障・ 人口問題研究所の将来推計人口によ る と 、 本

村の令和 32 年（ 2050 年） の人口は 650 人と さ れており 、 人口減少対策が急務と なっ てい

ます。

● 少子高齢化に対応する 施策と し て 、 若年層の定住を 促進する ため、 公営住宅の建設や空き 家

バン ク ※制度によ る 住環境の整備、 子育てや教育環境の充実などを 進めていますが、 人口減

少の抑制にはつながっ ていない状況です。

●急激な人口減少によ り 、 様々な場面において影響を 及ぼし ており 、 担い手不足によ る 産業の

停滞や地域の活力の低下が懸念さ れます。

　 我が国を 取り 巻く 社会情勢は大き く 変化し ており 、 地方自治体を 取り 巻く 環境も 大き な転換期にあ

る と いえます。

　 本村のむら づく り の方向性を 考える 上では、 こ う し た情勢の変化を 的確に把握し 、 積極的に対応し

ていく こ と が求めら れています。

4 ,329

7 ,491

2 ,518

644

4 ,529

7 ,049

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 ,939

580

4 ,520

6 ,908

1 ,783

605

4 ,513

7 ,851

2 ,694

644

4 ,593

7 ,158

1 ,812

753

4 ,740

8 ,502

3 ,023

740

4 ,810

8 ,593

2 ,978

804

4 ,807

8 ,414

2 ,788

819

4 ,769

8 ,409

2 ,854

786

4 ,738

8 ,596

3 ,222

636

4 ,604

9 ,761

4 ,565

591

（ 百万円）

第1次産業 第2次産業 第3次産業

0

2 ,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

H 22
（ 2010）

H 23
（ 2011）

H 24
（ 2012）

H 25
（ 2013）

H 26
（ 2014）

H 27
（ 2015）

H 28
（ 2016）

H 29
（ 2017）

H 30
（ 2018）

R1
（ 2019）

R2
（ 2020）

全体
（ n=692）

全体
（ n=692）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（ n=60）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変住みやすい まあまあ住みやすい どちらとも言えない

大変住みにく い どちらかというと 住みにく い 不明・ 無回答

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにく い

住みにく い 不明・ 無回答

今後も暮らしたい 暮らし たいと は思わない わからない 不明・ 無回答

7.4

41.7

60.1 13.4 23.1 3 .3

38.3 16.7

1 .7

1 .7

43.6 25.1 17.2 4 .3 2 .3

資料： 熊本県市町村民経済計算

■村内総生産（ 税額調整前）

※空き 家バン ク  … 所有し ている 空き 家を 貸し たい人や、 売り たい人が登録し 、 空き 家バン ク を 介し て自治体が情報を提供する サー

ビ スのこ と 。
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32 環境と 調和し た持続可能な地域づく り安全・ 安心に対する意識の高まり

国内外の情勢
● 自然環境に恵まれた日本は、 多種多様な生物や固有種を 有し ており 、 将来にわたり 、 健全な

生態系が維持さ れ、 自然と 共生でき る 社会づく り が求めら れています。

● 我が国で は、 パリ 協定を 踏まえ、 令和 12 年（ 2030 年） まで に平成 25 年 ( 2013 年 ) 比で

26 .0％の温室効果ガスを 削減する目標を 国連に提出しています。 今後、 同協定の実施により 、

各国の排出削減に向けた取組が進み、 石油・ 石炭をはじ めとし た化石燃料の消費に変化が起こ

る可能性があり 、 地球温暖化対策、 エネルギー自給率の向上、 エネルギー源の多様化、 環境関

連産業の育成などの観点から 、 新エネルギーの比率は拡大していく こと が予測さ れています。

● こ う し た省エネルギーや再生可能エネルギー※ 1 への転換など 、 環境に配慮し た循環型社会

※ 2 の構築に向け、 企業の各種規格の取得や、 温室効果ガスの排出削減などに取り 組む個人

や家族への支援などを 進めていく こ と が求めら れています。

● また、国際的にも 脱炭素化の機運が高まる 中、国は令和２ 年（ 2020 年） 10 月に「 2050 年カ ー

ボン ニュ ート ラ ル※ 3 宣言」 を 発表し 、令和 32 年（ 2050 年） までに脱炭素社会※ 4 を 実現し 、

温室効果ガスの排出を 実質ゼロ にする こ と を 目標と し ています。 国は、温暖化への対応を「 経

済成長の制約やコ スト 」 と いう 考え方から 脱し 、「 成長の機会」 と と ら える 発想の転換を 求

めており 、 脱炭素化を き っ かけに、 産業構造を 抜本的に転換し 、 排出削減を 実現し つつ、 次

なる 大き な成長へと つなげていく 「 グリ ーン 成長戦略」 を 打ち 出し ています。

国内外の情勢
● 近年、 東日本大震災や熊本地震を はじ め、 日本各地で地震や台風、 令和２ 年７ 月豪雨のよ う

なこ れまでの想定を 超える 短時間での豪雨など大規模な自然災害によ る 甚大な被害が発生し

ています。

● 国では、「 国土強靭化」 を 掲げて継続的な取組が進めら れており 、 行政主導の防災・ 減災対

策などのハード 対策に合わせて、 自主防災組織※や地域コ ミ ュ ニティ における 防災活動など

ソ フ ト 対策を 適切に組み合わせ、 効果的に取り 組むこ と が重要と さ れています。

● また、 自然災害だけでなく 、 振り 込め詐欺、 食の安全性の問題や新たな感染症なども 住民生

活の脅威と なっ て おり 、 人々の安全・ 安心に対する 意識が高まっ てき て いま す。 令和２ 年

（ 2020 年） には、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症が世界的に大流行し 、 人々の行動や生活様式

が大き く 変化し まし た。 住民が安全に、 安心し て暮ら せる むら づく り に向け、 危機管理体制

の強化、 地域の防犯力を 高める 取組の推進、 住民に対する 適切な情報提供などの取組を 進め

ていく こ と が求めら れています。

球磨村の現状
● 本村においては、木質バイ オマスボイ ラ ー、太陽光発電などの導入を はじ め、平成 31 年（ 2019

年） ４ 月には COOL CH O ICE ※ 5（ ク ールチョ イ ス ） 村長宣言を 行う な ど、 地球温暖化対

策に積極的に取り 組んでき まし た。 また、 令和３ 年（ 2021 年） 6 月には、 令和２ 年７ 月豪

雨を 教訓と し て、 改めて気候変動問題に向き 合う と し て、「 令和 32 年 ( 2050 年 ) までに二

酸化炭素排出量を 実質ゼロ 」 に向けた取組を 推進し ていく こ と と し 、ゼロ カ ーボン ※ 6 シティ

宣言を 行いまし た。 さ ら に、 令和４ 年（ 2022 年） ６ 月には、 環境省が募集し た、 温室効果

ガス削減に意欲的な自治体などを 支援する 「 脱炭素先行地域」 に第１ 弾の自治体と し て選定

さ れ、令和 12 年 ( 2030 年 ) までに先行し てゼロ カ ーボン を 目指す事業に取り 組んでいます。

● 本村では、 こ の他にも 民間事業者によ る 小水力発電事業や風力発電事業が計画さ れており、

事業者と も 連携し ながら 地球温暖化対策への取組を 推進し ていく 必要があり ます。

● 被災し た球磨村だから こ そ、 地球温暖化の問題に真正面から 向き 合い、 脱炭素のむら づく り

を 進めていく こ と が重要です。

球磨村の現状
● 本村においては、 令和２ 年７ 月豪雨によ り 多大な被害を 受けまし たが、 令和３ 年（ 2021 年）

３ 月に球磨村復興計画を 策定し 、 災害に強いむら づく り を 目指し て復旧・ 復興事業を 進めて

います。

● 今後においては、 国・ 県と 連携し た治水・ 治山・ 砂防対策を 進める と と も に、 地域の避難路

や避難施設の整備に取り 組み、 安全に安心し て暮ら せる むら づく り を 進めていく 必要があり

ます。

● 防災においては、 行政だけで解決でき る も のではなく 、「 自助」「 共助」「 公助」 によ る 防災

力の向上が重要です。 し かし ながら 、 災害によ る 人口流出や新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流

行によ り 、 地域コ ミ ュ ニティ が希薄化し 、 地域活動が減っ た地域も 出ていますので、 今後は、

日常のつながり を 大切にし 、 地域コ ミ ュ ニティ を 維持する こ と で 、 地域においても 安全・ 安

心なむら づく り を 進めていく こ と が求めら れています。

※自主防災組織 … 地域住民による 任意の防災組織を いう 。 主に町内会（ 自治会） 等が母体と なっ て地域住民が自主的に連帯し て防災活動を行

う 任意団体のこ と 。

※ 1　 再生可能エネルギー …有限な資源である化石エネルギーと は違い、太陽光や風力、地熱と いっ た自然界に常に存在する エネルギーのこ と 。
※ 2　 循環型社会 … ゴミ の発生を 抑え、 資源の循環的な利用や適正な処理を 行う こ と によ っ て、 限り ある 天然資源の消費を 抑制し 、 環境への　 　 　 　

負荷をでき る限り 低減する社会。
※ 3　 カ ーボンニュ ート ラ ル…二酸化炭素をはじ めと する 温室効果ガス排出量と 吸収量を均衡さ せるこ と により 、 全体と し てゼロにするこ と 。
※ 4　 脱炭素社会…地球温暖化の原因と 考えら れる二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする 社会のこ と 。
※ 5　 COOL CH O ICE…CO 2 等の温室効果ガスの排出量削減のために、脱炭素社会づく り に貢献する「 製品への買換え」、「 サービスの利用」、「 ラ

イ フ スタ イ ルの選択」 など、 日々の生活の中で、 あら ゆる「 賢い選択」 をし ていこ う と いう 取組のこ と 。
※ 6　 ゼロカ ーボン…温室効果ガスの排出を「 排出量」 から 「 吸収量」 を差し 引いて、 全体と し てゼロにするこ と 。
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54 多様かつ柔軟な働き 方改革の推進DX ※ 1（ デジタ ル・ ト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン） の進展

国内外の情勢
● 我が国は、「 少子高齢化に伴う 生産年齢人口の減少」「 育児や介護と の両立な ど、 働く 人の

ニーズの多様化」 な ど の状況に直面し て いま す。 日本のワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス ※ 1 は、

OECD 諸国の中では最低水準にあり 、「 生活の質」 に対する 意識の高まり に合わせ、 個人が

自分の希望を 実現でき る 社会環境づく り が求めら れています。

● 「 働き 方改革」 は、 こ の課題の解決のため、 働く 人の置かれた個々の事情に応じ 、 多様な働

き 方を 選択でき る 社会を 実現し 、 働く 人一人ひと り がよ り よ い将来の展望を 持てる こ と を 目

指し ており 、平成 31 年（ 2019 年） ４ 月から 、「 働き 方改革関連法」 が順次施行さ れています。

具体的には、 長時間労働の是正、 雇用形態にかかわら ない待遇の確保、 柔軟な働き 方がし や

すい環境整備やハラ スメ ン ト の防止、 ダイ バーシティ ※ 2 の推進、 所得の向上・ 労働生産性

向上や再就職支援・ 人材育成など、「 働き やすい職場づく り 」 と 「 ワーク シェ アリ ン グ※ 3」

を 目指し ています。 特に、 性別、 年齢、 障害の有無、 ラ イ フ スタ イ ルや価値観の違いに沿っ

た働き 方を 可能にする こ と が、 企業にと っ ては生産性の向上につながる と いう 観点から も 、

こ う し た環境整備を 進める 必要があり ます。

● ただし 、 地域社会での女性活躍、 医療・ 介護現場での慢性的な人手不足など 、 政府の政策だ

けでは解決でき ないこ と が多いこ と も 現実です。 国だけでなく 、 企業・ 労働者など社会全体

での取組・ 意識の変革が必要と なっ ています。

国内外の情勢
● イ ン タ ーネッ ト や携帯電話、 スマート フ ォ ン の普及など、 ICT ※ 2 の進歩によ っ て、 情報伝

達が時間と 場所の制約を 超えて行われる よ う になり 、 家庭や仕事など社会生活の様々な場面

に大き な変化を 与えています。 その一方で、 情報格差、 不正アク セスやコ ン ピ ュ ータ ーウイ

ルスによ る 情報の漏洩、 ネッ ト 依存などの問題も 発生し ています。 こ のよ う な情報セキュ リ

ティ の問題や情報格差に対応し ながら 、 I CT を 貴重な社会基盤と し て認識し 、 積極的に活用

する こ と が求めら れています。

● また、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流行によ る 「 新たな日常」 と し て、 制度や組織のあり 方

などを デジタ ル化に合わせて変革し ていく ため、社会全体の DX が求めら れています。 国は、

「 デジタ ルの活用によ り 、 一人ひと り のニーズに合っ たサービ スを 選ぶこ と ができ 、 多様な

幸せが実現でき る 社会」 を 将来的なビ ジョ ン と し て掲げ、 その実現のためには、 自治体が大

き な役割を 果たす必要がある と し ており 、 自治体においても DX が求めら れています。

球磨村の現状
● 本村においても 、 事業者の人手不足や後継者不足、 令和２ 年７ 月豪雨の影響を 理由に、 廃業

に至る ケースが多く なっ ています。 若者が働き たいと 思える 魅力的な職場と する ために 、 事

業者の意識向上と 労働環境の整備・ 支援が求めら れています。

● 現在の多様かつ柔軟な働き 方が社会に浸透する 中、 足も と の労働環境を それに合わせていく

のはも ち ろ んのこ と 、 社会全体の流れを、「 球磨村での就労者と し ての流入増加」 につなげ

ていく ための積極的な施策展開を 検討し ていく こ と が重要です。

球磨村の現状
● 本村においては、 平成 22 年度（ 2010 年度） に村内全域へ光フ ァ イ バー網によ る 情報通信

施設を 整備し 、公共施設間のイ ン タ ーネッ ト と し て利用し ている ほか、公設公営によ る フ リ ー

W i-Fi の整備や地上デジタ ルテレ ビ ジョ ン 放送再送信サービ スを 提供し ています。

● 本村では、 高齢者の割合が高く 、 情報利活用の基礎知識の水準は低い状況にあり ますが、 今

後は、 農業、 観光、 医療、 教育、 防災などあら ゆる 分野において 、 ICT の効果的な利活用が

重要と なり ます。

● また、国で推進し ている 自治体 DX についても 整備を 検討する と と も に、農林水産業のスマー

ト 化や事業者の DX 推進を 支援する 必要があり ます。誰も がデジタ ルデバイ スを 扱える よ う 、

ハード ・ ソ フ ト 両面の環境を 整備する こ と が必要です。

※ 1　 DX … D ig ital  Tran sfo rm ation （ デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン） の略で、 デジタ ル技術を 用いるこ と で、 生活やビジネスが変容し

ていく こ と 。

※ 2　 ICT … I n fo rm ation  Com m u n ication  Tech n o log y の略で情報通信技術のこ と 。

※ 1　 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス … 仕事と 生活の調和の意味。 仕事や生活の時間をバラ ン スよく 配分し 充実さ せるこ と 。
※ 2　 ダイ バーシティ  … 多様性を意味する言葉で、 人々が持つ様々な特性（ 人種、 民族、 性別、 性的指向、 年齢、 宗教、 身体的・ 精神的特性、

文化的背景、 社会経済的地位等） を認識し 、 尊重するこ と 。
※ 3　 ワーク シェ アリ ング … 労働者同士で雇用を 分け合い、 一人当たり の労働時間を短縮するこ と によっ て、 雇用の維持・ 創出を 図る仕組み。
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序
　
　
論

序
　
　
論

76 農林漁業の６ 次産業化の展開グローバル化の新たな局面の到来

国内外の情勢
● 平成 28 年（ 2016 年） ６ 月に閣議決定さ れた「 日本再興戦略　 改定 2016」 では「 攻めの農

林水産業の展開と 輸出力の強化」、 平成 29 年（ 2017 年） ６ 月に閣議決定さ れた「 未来投資

戦略 2017」 では「 攻めの農林水産業の展開～バリ ュ ーチェ ーン 全体での付加価値の向上～」

と し て農林漁業の６ 次産業化が進めら れています。 平成 29 年（ 2017 年） ６ 月に閣議決定

し た「 まち ・ ひと ・ し ごと 創生基本方針 2017」 において も 、 令和２ 年（ 2020 年） ま で に

６ 次産業の市場規模を 10 兆円にまで 増加さ せる と いう 目標が掲げら れ、 現在では、「 農林

漁業の６ 次産業化の推進に関する 政策評価」 の結果に基づき 、 改善のための対応が進めら れ

ています。また、新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響によ り 市場が変化し たため、農林水産省は、

６ 次産業化市場規模拡大対策整備交付金のう ち 、 輸出先国の市場変化に対応し た食品等の製

造施設等を 整備する ための緊急支援事業を 実施する と し まし た。 その他にも 、「 農林水産業・

地域の活力創造プラ ン 」 に沿っ て 、 農林水産物の輸出促進や人材力の強化、 経営力の向上な

どを 推進する と と も に、 競争力強化のための基盤整備や農山漁村の活性化と 、 多面的機能の

維持・ 発揮のための取組が行われています。 また、「 農山漁村振興交付金」 によ り 、 農山漁

村が持つ豊かな自然や「 食」 を 活用し た都市と 農村の共生・ 対流などを 推進する 取組や、 地

域資源を 活用し た所得の向上や雇用の増大に向けた取組及び農山漁村における 定住などを 図

る ための取組を 総合的に支援し ています。

● 農山漁村の活性化には、 地域資源を 活用し た「 ６ 次産業化」 や地域ブラ ン ド の進出が重要と

なり 、 地域資源の新たな価値の創出や、 その価値の発信を 行う 「 地域商社」 と し ての機能を

有する 組織の立ち 上げや活動初期の支援が求めら れています。

国内外の情勢
● 世界的規模で、 人・ モノ ・ 情報が移動し 、 あら ゆる 産業が国際的なつながり を 強める 中、 海

外諸国と の経済連携の強化が求めら れています。 し かし ながら 、 こ う し た産業経済活動のグ

ロ ーバル化によ っ て、 生産拠点の海外移転などによ る 産業の空洞化を 招く など 、 地域経済の

持続的な発展への影響が懸念さ れています。 一方で、 国では、 人手不足を 背景に外国人労働

者の受入れ拡大に向け、 外国人材の受入れ・ 共生のための総合的対応策の充実を 図っ ており 、

就労のため来日する 外国人が増加し つつあり ます。 さ ら に、 令和元年（ 2019 年） には、 新

たな在留資格「 特定技能」 制度が開始さ れたこ と から 、 今後も 外国人就業者の増加が見込ま

れています。

● また、さ ら なる 観光立国のため、国は、平成 28 年（ 2016 年）に「 明日の日本を 支える 観光ビ ジョ

ン 」 を 策定し 、訪日外国人の増加を 目指し て様々な施策を 講じ てき まし た。 訪日外国人数は、

令和元年（ 2019 年） には 3,188 万人に達し ま し たが、 新型コ ロ ナウイ ルス 感染症によ り 、

令和２ 年（ 2020 年） ～令和４ 年（ 2022 年） は大幅減と なり まし た。 令和４ 年（ 2022 年）

10 月に新型コ ロ ナウイ ルス感染症の「 水際対策」が大幅に緩和さ れたこ と や円安傾向が続き 、

徐々にイ ン バウン ド ※需要は回復し ています。

● 訪日外国人の旅行目的が、 買い物から 日本の文化に触れる体験型観光にシフ ト し ている見方も

あり ます。 モノ から 体験への消費の変化は、 地方にと っ て追い風と なると 考えら れます。 訪日

ブームを持続するためには、 何度も 日本を訪れるリ ピータ ーづく り や広域観光を推進すると と

も に、観光資源の磨き上げやイ ンフ ラ 整備の促進など、受入れ体制の強化が求めら れています。

球磨村の現状
● 本村の農業は、 耕作地が狭く 大型機械化ができ ないこ と や、 担い手の高齢化、 農作業の労力

の負担などの理由によ り 生産性が低く なっ ています。 担い手を 確保し ていく 上でも 、 生産者

の所得向上は不可欠と なる こ と から 、 農林水産物を 活用し た加工品の開発と と も に、 豊富な

自然や人の温かさ を 合わせた地域ブラ ン ド の構築が重要と なり ます。

　 具体的には、 商工業や観光などの関係機関・ 団体と の連携を 深め、 特産品の開発によ り 農産

物の付加価値を 高める 、 ある いは農業体験を 観光や交流に活かすなど 、 他の産業と 連携を 深

める こ と が求めら れています。

球磨村の現状
● 本村においても 、 訪日外国人は重要な観光客と 位置づけており 、 外国語観光パン フ レ ッ ト や

外国人向けウェ ブサイ ト の作成、 観光施設従業員の接遇研修の実施、 W i-Fi アク セスポイ ン

ト の整備など、外国人観光客の受入れ体制を 整える 取組を 推進し てき まし た。 し かし ながら 、

令和２ 年７ 月豪雨によ り 、 地域の交通イ ン フ ラ と し ての機能と 、 観光資源と し ても 利用さ れ

ていた JR 肥薩線が甚大な被害を 受け、 現在も 運休が続いています。 訪日外国人を 誘客する

手段と し ても JR 肥薩線は必要不可欠であり 、 熊本県と 沿線 12 自治体で鉄道での復旧の要

望を 行っ ています。

● 県央地域においては、 台湾の半導体製造企業である TSM C の工場建設が進んでおり 、 今後、

台湾と の交流が進む中で、 観光客の増加も 見込まれます。 本村においても 、 誘客のチャ ン ス

と 捉え、 受入れへ向けた仕組みづく り が今後必要です。

　 減少し た観光客を 取り 戻すためにも 、 復興と と も に観光資源の磨き 上げや受入れ体制の強化

が求めら れています。

※イ ンバウン ド  … 外国人が訪れる旅行のこ と 。 日本の場合、 訪日外国人旅行または訪日旅行と いう 。

20 21



A

B

C

D

E

達成している

目標値を達成はしていないが、 改善傾向にある

変わらない

目標値を達成しておらず、 悪化傾向にある

評価困難

共助のむらづく り 支援事業補助金の

活用件数

審議会等委員の女性登用率

歳出総額に対する人件費等

経常収支比率

村税収納率

自営農業に従事し た世帯員数

林業就業者数

商工会新規登録会員数

観光入込客数

汚水処理人口普及率

一人当たり の年間ごみ排出量

住宅耐震化率

村道改良率

コミ ュニティ バスの利用者数

村内の年間交通事故件数

自主防災組織の訓練実施率

消防団員数

地域美化活動の実施率

公共施設の二酸化炭素排出量

37 件51 件60 件 Ｄ

9 .3％9.2％10 .0％ Ｂ
12 .8％13 .0％13 .0％ Ａ

77 .4％80 .6％80 .0％ Ａ
98 .7％98 .5％99 .0％ Ｂ

２ 事業所０ 事業所５ 事業所 Ｂ
32 ,751 人196 ,827 人250 ,000 人 Ｄ

44 .5％55 .6％58 .0％ Ｄ

51 .5％50 .6％52 .0％ Ｂ
9 ,129 人18 ,376 人17 ,000 人 Ｄ

41 件77 件60 件 Ａ
76 .0％11 .5％50 .0％ Ａ
195 人253 人240 人 Ｄ

561 t-CO 2798t-CO 2776 t-CO 2 Ａ

249 ㎏233 ㎏230 ㎏ Ｄ

未集計
507 人

（ 平成 27 年度）
470 人 Ｅ

未集計
103 人

（ 平成 27 年度）
100 人 Ｅ

未集計
32.3％

（ 平成 26 年度）
76 .2％ Ｅ

47 .4％
55 .7％

（ 平成 28 年度）
60 .0％ Ｄ

基本目標 目標値
（ 令和５ 年度）

基準値
（ 平成 29 年度）

現状値
（ 令和 4 年度）

評価指　 標

特定健診受診率

メタ ボリッ クシンド ローム※1 該当者

＋予備群の率

村内の医師数

ふれあいサロン参加者延べ人数

健康づく り 出前講座参加者延べ人数

認知症サポータ ー養成講座の

受講者数（ 累計）

就労移行支援※2、就労継続支援Ａ 型・

Ｂ 型利用者数

児童発達支援、 放課後等

デイサービス利用者数

介護支援ボランティ ア・ ポイント の

付与数

地域子育て支援センタ ー利用者数

小・ 中学校へのタブレット 端末の

設置率

生涯学習講座の受講者数

く まむらスマイルスポーツクラブ

参加者数

村内体育施設利用者数

指定文化財の指定件数

53.9％54 .2％60 .0％ Ｄ

未集計35.8％24 .0％ Ｅ

１ 人２ 人２ 人 Ｄ

1 ,261 人3,474 人2,900 人 Ｄ
1 ,333 人2,089 人2,000 人 Ｄ

1 ,049 人820 人1,100 人 Ｂ

27 人25 人25 人 Ａ

25 人13 人20 人 Ａ

146 人48 人54 人 Ａ

100％57 .0％100％ Ａ

355 人95 人120 人 Ａ

830 人175 人220 人 Ａ

3 ,650 人45 ,928 人50 ,000 人 Ｄ
16 件14 件18 件 Ｂ

未集計2,300

ポイント

2,300

ポイント
Ｅ

基本目標 目標値
（ 令和５ 年度）

基準値
（ 平成 29 年度）

現状値
（ 令和 4 年度）

評価指　 標

子
ど
も
は
村
の
宝

健
康
・
長
寿
の
む
ら
づ
く
り

共
助
の
む
ら
づ
く
り

安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り

農
林
業
の
振
興
と

観
光
資
源
の
活
用

評価基準第　 　  章4 第６ 次球磨村総合計画に

基づく 施策評価
　 第６ 次総合計画前期基本計画に基づく 取組の進捗状況や成果について評価検証を 行いまし た。 その

結果は以下のと おり です。

序
　
　
論

序
　
　
論

※メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム … 内臓肥満に高血圧・ 高血糖・ 脂質代謝異常が組み合わさ る こ と によ り 、 心臓病や脳卒中などになり やすい病態

のこ と 。

※就労移行支援 … 障害者が、 働く ために必要なスキルを身につけるト レ ーニングや、 就職活動のサポート を 受ける こ と ができ る障害福祉サー

ビス。
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第　 　  章5 村民アンケート にみる

むら づく り の主な課題
　 本計画策定のため、 令和５ 年（ 2023 年） ８ 月に 18 歳以上の村民 1,500 人と 中学生 70 人を 対象に

実施し たむら づく り のアン ケート の主な調査結果は、 以下のと おり です。

序
　
　
論

序
　
　
論

●球磨村の住み心地については、『 住みやすい（「 大変住みやすい」「 まあまあ住みやすい」 の合計）』

が 51.0％と なっ ています。 中学生は、『 住みやすい（「 住みやすい」「 ど ち ら かと いえ ば住みやすい」

の合計）』 は 80 .0％と なっ ています。

１ 　 球磨村の住みやすさ

●今後の居住意向については、「 今後も 暮ら し たい」 は一般が 60.1％、中学生が 28.3％と なっ ています。

２ 　 球磨村への永住意向

●球磨村へ愛着や誇り を 感じ ている かについては、「 どち ら かと いう と 感じ ている 」 が 37 .4％と 最も

高く 、 次いで「 感じ ている 」 が 21 .5％、「 どち ら かと いう と 感じ ていない」 が 12 .9％と なっ ています。

３ 　 球磨村への愛着

4 ,329

7 ,491

2 ,518

644

4 ,529

7 ,049

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 ,939

580

4 ,520

6 ,908

1 ,783

605

4 ,513

7 ,851

2 ,694

644

4,593

7,158

1,812

753

4 ,740

8 ,502

3 ,023

740

4 ,810

8 ,593

2 ,978

804

4 ,807

8 ,414

2 ,788

819

4 ,769

8 ,409

2 ,854

786

4 ,738

8 ,596

3 ,222

636

4 ,604

9 ,761

4 ,565

591

（ 百万円）

第1次産業 第2次産業 第3次産業

0

2,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000
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H 25
（ 2013）

H 26
（ 2014）

H 27
（ 2015）

H 28
（ 2016）

H 29
（ 2017）

H 30
（ 2018）

R1
（ 2019）

R2
（ 2020）

全体
（ n=692）

全体
（ n=692）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（ n =60）

全体
（ n =60）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変住みやすい まあまあ住みやすい どちらとも言えない

大変住みにく い どちらかという と 住みにく い 不明・ 無回答

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにく い

住みにく い 不明・ 無回答

今後も暮らし たい 暮らし たいとは思わない わからない 不明・ 無回答

住みたい 住みたく ない わからない 不明・ 無回答

7.4

41 .7

60 .1

28 .3 10 .0 56 .7 5 .0

13 .4 23 .1 3 .3

38 .3 16 .7

1 .7

1 .7

43 .6 25 .1 17 .2 4 .3 2 .3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 一般】

【 中学生】

全体
（ n =692）

全体
（ n =692）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（ n=60）

全体
（ n=60）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変住みやすい まあまあ住みやすい どちらとも言えない

大変住みにく い どちらかと いう と 住みにく い 不明・ 無回答

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかと いえば住みにく い

住みにく い 不明・ 無回答

今後も暮らし たい 暮らし たいと は思わない わからない 不明・ 無回答

住みたい 住みたく ない わからない 不明・ 無回答

7.4

41 .7

60 .1

28 .3 10 .0 56 .7 5 .0

13 .4 23 .1 3 .3

38 .3 16 .7

1 .7

1 .7

43 .6 25 .1 17 .2 4 .3 2 .3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 一般】

【 中学生】

全体
（ n=692）

全体（ n=692）

感じている どちらかという と 感じ ている どちらかというと 感じていない

感じ ていない 不明・ 無回答

21.5 37 .4 12 .9 5 .5 22 .7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境を保護し 、里山を大切にし た豊かな自然のむら

文化財を保護し 、歴史の風格を保有する歴史のむら

伝統文化を継承するなど、芸術文化活動が盛んなむら

55.3

11 .4

11 .0

65 .3
買い物などがし やすく 、不便のない生活を

おく ることができるむら

0% 20% 40% 60% 80%

【 一般】
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序
　
　
論

序
　
　
論

●将来ど のよ う な むら を 目指し て いく こ と が大切だと 思う かについて は、「 買い物な ど がし やすく 、

不便のない生活を おく る こ と ができ る むら 」 が 65 .3％と 最も 高く 、 次いで「 自然環境を 保護し 、 里山

を 大切にし た豊かな自然のむら 」 が 55 .3％、「 子ども から 高齢者、障がい者も 生活し やすい福祉のむら 」

が 41 .9％と なっ ています。

４ 　 将来どのよう なむら を目指し ていく こ と が大切だと 思う か

●大人になっ たと き 、 球磨村がど んな「 むら 」 になっ ていたら 良いと 思う かについては、「 子育て支

援が充実し ている むら 」「 山や川などの自然が豊かで美し い景色のむら 」 が 26 .7％と 最も 高く 、 次い

で「 子ど も から 大人まで、 文化、 スポーツ 活動など を 楽し める むら 」「 みんなが安全で、 安心し て暮

ら せる むら 」 が 20 .0％、「 保育園や学校などの教育が充実し たむら 」「 イ ン タ ーネッ ト や携帯電話など

の情報ネッ ト ワーク の充実し たむら 」 が 16 .7％と なっ ています。

５ 　 大人になっ たと き、球磨村がどんな「 むら 」 になっ てい
　 　 たら 良いと 思う か

全体
（ n=692）

全体（ n =692）

感じ ている どちらかと いう と 感じ ている どちらかと いう と 感じ ていない

感じ ていない 不明・ 無回答

21.5 37 .4 12 .9 5 .5 22 .7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境を保護し 、里山を大切にし た豊かな自然のむら

文化財を保護し 、歴史の風格を保有する歴史のむら

伝統文化を継承するなど、芸術文化活動が盛んなむら

交通事故や公害、災害対策が充実し た安全なむら

優し さ あふれる心あたたかな福祉のむら

住民の健康を守り 、その増進を図る健康のむら

子どもから 高齢者、障がい者も 生活し やすい福祉のむら

子どもたちの個性や創造性を育む教育が充実し たむら

年齢を問わず学習できる生涯学習が充実し たむら

海外と の交流を盛んに行う 国際的なむら

観光客などが訪れる魅力ある観光のむら

地場産業や農林業の振興を図るむら

その他

不明・ 無回答

55.3

11 .4

11 .0

65 .3

36 .1

25 .0

25 .4

41 .9

34 .5

25 .6

9 .2

3 .2

35 .8

26 .0

1 .7

6 .8

買い物などがし やすく 、不便のない生活を
おく ること ができるむら

仕事（ 就労の場）と 生活（ 憩いの場）の
バランスがと れたむら

0% 20% 40% 60% 80%

【 一般】

全体（ n=60）

子育て支援が充実しているむら

保育園や学校などの教育が充実したむら

歴史や文化、伝統を大切にするむら

高齢者や障がいのある人も住みやすいむら

道路や交通が整っていて快適に暮らせるむら

みんなが安全で、安心して暮らせるむら

山や川などの自然が豊かで美しい景色のむら

農業、林業、商業など、いろいろな産業が盛んなむら

多く の観光客が訪れ、にぎやかなむら

近所の人たちがいつも協力し 、助け合う むら

外国との交流が盛んなむら

その他

不明・ 無回答

0% 10% 20% 30%

インタ ーネット や携帯電話などの
情報ネット ワークの充実したむら

子どもから大人まで、文化、
スポーツ活動などを楽しめるむら

26.7

20 .0

16.7

5 .0

8 .3

6 .7

20 .0

26 .7

15.0

13 .3

16.7

8 .3

5 .0

1.7

1.7

【 中学生】
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第　 　  章1 むら づく り の目指す方向

1 基本理念

―生き がいのある 住みよ い村―

　 本村では、 村民である こ と に誇り を 持ち、 自然に感謝し 教養を 高め、 生き がいのある 住みよ い村と

する ための村民の行動規範と し て村民憲章を 平成６ 年（ 1994 年） 11 月に制定し 、 村民が総力を あげ

てむら づく り に取り 組んでき まし た。 こ の村民憲章は、 村民のむら づく り への想いが集約さ れた、 活

力ある 地域社会を 支える 象徴的なも のであり 、 こ れから の球磨村のむら づく り における 普遍的な考え

方である こ と から 、 将来においても 引き 継いでいく べき も のです。

　 本計画においても 、 こ れまで築いてき た村民憲章へ込めた思いを 継承し て、 基本理念と し て位置づ

け、 新し いむら づく り の価値創造を 目指し ていく こ と と し ます。

2 将来像

　 本村は、令和元年度 ( 2019 年度 ) を 初年度と し て令和 10 年度 ( 2028 年度 ) を 目標年次と する 「 第

６ 次球磨村総合計画」 において「 豊かな心と  美し い水と 緑が輝く  酸素ち ょ っ と 濃いめの 生き 活き 山

村　 く まむら 」 を 将来像に掲げ、 その実現を 目指し 、 諸施策に取り 組んでき まし た。

　 し かし 、 令和２ 年（ 2020 年） ７ 月に発生し た豪雨災害によ り 、 本村の状況は一変し まし た。 本村

では、 災害から の創造的復興を 迅速に進めていく ために、 令和３ 年（ 2021 年） ３ 月に「 球磨村復興

計画」 を 策定し 、「 災害に強く 、 豊かな地域資源を 後世に継承し 、 住民が安全に安心し て住み続けら

れる 里山『 球磨村』 の復興」 を 基本理念に掲げ、 復旧・ 復興を 進めています。

　「 第６ 次球磨村総合計画」 の将来像は、 令和 10 年度 ( 2028 年度 ) の未来を 見据えて設定し た将来

像であり 、本来は変更する 時期ではあり ませんが、災害を 受けて、村の状況が策定当時と 大き く 変わっ

てし まっ たこ と を 踏まえ、 今回、 目指すべき 将来像を 見直すこ と と し 、 次のと おり 設定し ます。

　 本村は、 球磨川と 流域の豊かな自然と と も に暮ら し を 育み、 その恩恵を 受けて生活を 営んでき まし

た。 し かし 、 令和２ 年７ 月豪雨によ り 、 その恵みを も たら す自然が時に猛威を ふる い、 甚大な被害を

も たら すも のである こ と を 改めて認識し まし た。

　 こ の災害を 教訓と し て、 こ れから も 豊かな自然と と も に生き、 と も に復興・ 発展を 成し 遂げ、 先人

たち が守り 、 受け継いでき た「 宝」 を 次の世代に継承し ていき ます。

　 また、 以前から 減少傾向にあっ た人口は、 災害の発生によ っ て更に減少し 、 各集落で形成さ れてい

たコ ミ ュ ニティ も 大き く 変化し まし た。 し かし 、 変化する 地域コ ミ ュ ニティ の中で、 互いに支え合い、

助け合い、 子ども から 高齢者まで誰も が安心し て生活でき る よ う に、 こ れから も 地域や人と 人と のつ

ながり を 大切にする むら を 目指し ます。

　 子ども たち が輝き 、 若者が活力に満ち、 高齢者が誇り を も っ て住み続ける こ と ができ る むら を 未来

へつないでいき ます。
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 自然を愛し 　 美し い村をつく り ます

健康に努め　 明る い村をつく り ます

人に優し く 　 こ こ ろ 豊かな村をつく り ます

進んで学び　 文化のかおる村をつく り ます

仕事に誇り をも ち　 伸びゆく 村をつく り ます

将来像

豊かな自然と と も に生き

みんな がつながる  球磨村
～輝き ・ 活力・ 誇り を 未来へ～
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想未来の球磨村のイ メ ージ図
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3 目標人口

　 本村では、 令和２ 年（ 2020 年） ３ 月に「 球磨村人口ビ ジョ ン ※・ 改訂版」 及び「 第２ 期球磨村まち・

ひと ・ し ご と 創生総合戦略」 を 策定し 、 令和 42 年（ 2060 年） で 1,921 人（ 平成 27 年（ 2015 年）

人口の約 50％） を 維持する 目標を 設定し ていまし た。

　 し かし ながら 、 令和２ 年７ 月豪雨が発生し 、 多く の方が村外への避難を 余儀なく さ れたこ と も あり 、

村の人口は激減し てし まいまし た。 令和２ 年（ 2020 年） 10 月に実施さ れた国勢調査に基づく 国立社

会保障・ 人口問題研究所の推計では、 令和 32 年（ 2050 年） で 650 人と なっ ています。

　 ただし 、 令和２ 年（ 2020 年） の国勢調査については、 災害後の村外避難者がいる 状況で調査さ れ

たも のである ため、 実際の居住者よ り も 少ない人口と なっ ています。 国勢調査後に避難先から 戻ら れ

た世帯も あり ますので、 今回の人口ビ ジョ ン 作成にあたっ ては、 実際の居住者数によ り 近い住民基本

台帳を 基にし た人口推計を 使用し 、 各施策を 実施する こ と で減少の傾き を 緩やかにする こ と と し ます。

　 こ のよ う なこ と から 、 本村では、 第６ 次総合計画（ 後期基本計画） に掲げる 将来像を 実現すべく 、

基本施策を 推進し 、 令和 10 年（ 2028 年） に人口 2,400 人の維持を 目指し ます。

■目標人口

資料： 国立社会保障・ 人口問題研究所に準拠し 作成

※①は、 令和 32 年（ 2050 年） までは、 国立社会保障・ 人口問題研究所によ る 本村の将来推計であり 、 令和 32 年（ 2050 年） 以降は、

それまでの伸び率を 参考に本村で算出し たも のです。

　 ②は、 住民基本台帳を基と し た本村の総人口に差し 替え、 推計し たも のです。 ( 令和２ 年（ 2020 年） のみ実数 )
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第　 　  章2 施策の大綱

1 むら づく り の基本目標

　 本村のむら づく り の基本理念を 踏まえ、 将来像を 実現する ため、 施策分野別に５ つの基本目標を 設

定し ます。

基本目標１

共助のむら づく り
［ コ ミ ュ ニティ ・ 協働・ 行財政］

　 全国的に核家族化や価値観の多様化、 地域コ ミ ュ ニティ の希薄化・ 脆弱化によ り 、 地域や家族が持っ

ていた共助の機能が低下し 、 子ども や高齢者の見守り 、 環境美化などの地域課題に対する 解決力の低

下など、 様々な分野で多く の問題が生じ ています。 こ のよ う な問題の解決のために、 地域の祭り や環

境美化などの自立し た特色ある 活発な地域づく り の活動を 支援する と と も に、 地域の活動拠点の整備

を 推進し 、 地域コ ミ ュ ニティ の維持向上を 目指し ます。

　 行政改革については、 行政改革大綱に沿っ て、 住民福祉の向上につながる 行政改革を 推進し ていき

ます。 また、 厳し い財政状況の中で、 職員一人ひと り がコ スト 意識を 持つと と も に、 組織のスリ ム化

と 効率的な行政システムの構築を 目指し ます。

　 財政面においては、 自治体の財政力を 示す財政力指数は県内最低水準と なっ ており 、 地方交付税や

国県の補助金などに頼ら ざる を 得ない状況は依然と し て続いています。 また、 借金である 地方債の残

高は、 令和２ 年７ 月豪雨に伴う 復旧・ 復興事業も 重なり 増加傾向にあり ます。 こ のよ う な中で各種事

業を 着実に実施し ていく ためにも 、 健全な財政運営を 図る と と も に、 財政状況の透明性の確保に取り

組みます。

　 また、 ふる さ と 納税※制度を 自主財源の確保における 有効的な手段と し て位置づけ、 返礼品の開拓・

開発や、 様々な PR 活動を 通じ て全国から 選ばれる 自治体を 目指し ます。

（ 人）
４ ,000

3 ,500

3 ,000

2 ,500

2 ,000

1 ,500

1 ,000

500

0
R2

（ 2020）
R7

（ 2025）
R12

（ 2030）
R17

（ 2035）
R22

（ 2040）
R27

（ 2045）
R32

（ 2050）
R37

（ 2055）
R42

（ 2060）
R47

（ 2065）

①国立社会保障・ 人口問題研究所の推計 ②住民基本台帳( 参考) ③第3期人口ビジョ ン

令和10年（ 2028年）の
目標人口

2 ,400人
3 ,409

2,574

2 ,029

1 ,441

2 ,321

1 ,822

1 ,272

2,108

1,627

1,101

1 ,872

1 ,422

928

1,635

1,232

779

1 ,428

1 ,068

650

1 ,247

924

542

1 ,092

805

453

955

706

378

3 ,409

2 ,433

※ふる さ と 納税 … 自分の選んだ自治体に寄附（ ふる さ と  納税） を行っ た場合に、 寄附額のう ち 2,000 円を 超える部分について、 所得税と 住民

税から 原則と し て全額（ 一定の上限はある。） が控除さ れる 制度のこ と 。

※人口ビジョ ン … 自治体が策定する 、 将来目指すべき 人口の姿と 、 その実現に向けた施策を定めた計画。
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基本目標 3

安全・ 安心な暮ら し の環境づく り
［ 基盤・ 安全・ 環境］

基本目標 2

地域資源を活かし たむら づく り
［ 産業・ 観光］

　 村民の方々が、 将来にわたり 豊かな暮ら し を 送る ための基盤整備は、 定住人口を 維持する ためにも

重要と なり ます。 安全な水の供給、 ごみや廃棄物の適正な処理に努め、 公営住宅の整備と 民間住宅の

地震対策、 空き 家の有効活用を 図り ます。

　 交通基盤の整備については、 村道や交通安全施設の適正な維持管理に努める と と も に、 通院や買い

物など、 高齢者を 中心に貴重な交通手段と なっ ている コ ミ ュ ニティ バスや、 高齢者や障害のある 人な

どを 対象と し た福祉有償運送の利便性の向上を 図り ます。

　 また、 抜本的な治水対策と 急傾斜地対策などの生活基盤の整備を 推進する と と も に、 災害に強いむ

ら づく り を 目指す「 球磨村復興まち づく り 計画」 に基づき 、激甚化する 災害などへの対応を 強化し ます。

併せて、 防災力向上を 図る ため、 自助・ 共助・ 公助の考えのも と 、 消防組織力強化の取組と 村民一人

ひと り の自主防災意識の醸成を 図り ます。

　 環境を 守り 、 自然と 共生する むら を 目指し 、 自然環境を 保全する と 同時に、「 球磨村地球温暖化対

策実行計画（ 区域施策編）」 に基づいた温室効果ガスの削減、「 脱炭素先行地域事業計画」 に基づいた

再生可能エネルギーの導入などに積極的に取り 組み、 地球温暖化対策を 牽引し ていき ます。

　 農業が職業と し て選択さ れ得る魅力と やり がいのあるも のと なるよ う に、 将来の農業経営の発展目標

を 明確にし 、 農家の所得向上を目指し た農産物の販路拡大や６ 次産業化の推進、 効果的かつ安定的な農

業経営への支援、 耕作放棄地の解消及び発生の防止、 集落を構成する小規模農家への支援を図り ます。

　 また、 本村の経済に大き な影響を及ぼす林業においては、 森林組合と の連携を強化し 、 担い手の育成、

木材販売の促進、 木質バイ オマスの活用などによる 生産拡大及び獣害・ 災害対策、 水源の涵養などの公

益機能の充実を図り 、的確な森林整備と 林業の安定的な経営のため森林道の計画的な整備を推進し ます。

　 本村には、九州最大鍾乳洞の「 球泉洞」、日本三大急流「 球磨川」、日本棚田百選の「 松谷棚田」 や「 鬼

ノ 口棚田」 など 、 貴重な地域資源があり ます。 し かし ながら 、 JR 肥薩線については、 令和２ 年７ 月

豪雨で被災し 、現在も 運休し ている 状況にあり ますので、今後は、JR 肥薩線の「 鉄道での復旧」 と 「 鉄

道を 軸と し た地域振興」 を 進める と と も に、 貴重な地域資源を 保全する ため、 継続的に環境整備に取

り 組みます。 さ ら に、 地域資源を 最大限に活用し た観光客の誘致拡大に努め、 地元産業関係者と 連携

を 図り ながら 観光商業に取り 組みます。

　 また、 レ ン タ ルオフ ィ ス※ 1 やコ ワーキン グスペース※ 2 を 活用し 、 新規創業の促進、 雇用の創出、

移住促進、 交流人口の拡大によ る 地域活性化を 図っ ていき ます。

基本目標 4

健康・ 長寿のむら づく り
［ 健康・ 福祉］

　 子ども から 高齢者まで、 誰も が住み慣れた地域の中で、 お互いが支え合い、 健やかに生き 生き と 暮

ら すこ と のでき る むら づく り を 目指し ます。

　 そのためには、 生涯を 通し て心身と も に健康にすごせる よ う 、 それぞれの年代に応じ た健康づく り

を 進める 必要があり ます。

　 健康づく り 事業においては、 村民自ら の健康寿命※ 1 延伸の取組を 支援する と と も に、 若い世代か

ら 病気の発症予防・ 重症化予防のための各種検診、 個別保健指導、 医療機関と の連携など、 き め細か

な支援を 行い、 医療費の抑制を 図り ます。

　 また、 母子保健事業においては、 安心し て子ども を 産み育てる こ と ができ る よ う 、 妊娠・ 出産・ 子

育てへの切れ目のない支援を 行い、 子ども の健やかな成長を 促すための健康管理や育児支援の充実を

図り 、 安心し て子育てでき る 環境づく り を 進めます。

　 地域医療については、 球磨村診療所を 核と し て、 村内の保健・ 福祉施設などと の連携を 一層強化し 、

地域医療体制や救急医療体制などの整備・ 充実を 進めます。

　 介護保険事業については、 介護保険の円滑な運営を 確保する と と も に、 高齢者が地域で自立し た生

活を 継続し ていく こ と ができ る よ う 地域包括ケア※ 2 システムの深化・ 推進を 図り ます。

　 高齢者福祉については、 高齢者福祉及び介護保険事業計画に基づき 生涯現役社会の実現と 自立支援、

健康づく り の推進、 認知症になっ ても 安心し て暮ら せる 体制づく り 、 安心し て暮ら せる ための医療と

介護の連携・ 充実、 地域の実情に応じ た多様なサービ スの充実に取り 組みます。

　 障害者福祉については、 障害のある なし にかかわら ず、 誰も が地域で安心し て生き 生き と 生活でき

る 環境の整備、 活動参加の機会の確保を 図っ ていき ます。

※ 1　 レ ンタ ルオフ ィ ス … 事業を運営するために必要なオフ ィ ススペースを 短期または長期で借り るサービ スのこ と 。

※ 2　 コ ワーキングスペース … 様々な職業の人が集まっ て仕事をする共有ワーク スペースのこ と 。

※ 1　 健康寿命… W H O（ 世界保健機関） が 2000 年に「 健康上の問題で日常生活が制限さ れるこ と なく 生活でき る期間」 と 定義・ 提唱し た概念。

※ 2　 地域包括ケア … 医療・ 介護・ 予防・ 住まい・ 生活支援が互いに連携し 、 医療や福祉・ 介護が必要な状態になっ ても 、 可能な限り 住み慣

れた地域で自立し た生活を続けるこ と ができ るよう 支援を行う こ と 。36 37



基本目標 5

未来を拓く 人づく り
［ 子育て・ 教育・ 文化］

　 子育て世帯については、 安心し て子ども を 産み育てら れる環境や、 多様化する保育ニーズに対応し た

延長保育や学童保育など、 保育所で実施する取組や、 子育て支援セン タ ーでの活動などの子育て支援を

充実さ せると と も に、 医療費や保育料の無償化などの経済的支援を 継続し ます。

　 学校教育においては、 基礎的・ 基本的な知識と 技能を 習得し 、 自ら 考え、 学び続ける こ と のでき る確

かな学力の育成、 人を 思いやり 、 命を 大切にする 豊かな心の醸成、 心身と も にたく まし く 、 粘り 強く 未

来を 生き 抜く ための健康な体の育成と いっ た「 未来を 生き 抜く 力」 の育成を 目指し 、取組を 推進し ます。

　 また、 学校と 家庭や地域が一体と なっ て、 特色ある教育活動や地域と と も にある 学校づく り を でき る

よう 、 より 良い教育環境の整備に努めると と も に、 家庭の教育力向上に向けた支援を行います。

　 さ ら に、 児童・ 生徒が安全で安心な学校生活を 送れるよう 、 学校施設の維持管理や連携体制の構築を

計画的に行う と と も に、 教職員の資質向上や働き 方改革により 、 教職員が児童・ 生徒の成長を 十分にサ

ポート でき る体制づく り に努めます。 また、 令和２ 年７ 月豪雨によ り 学校施設が被災し 、 孤立し たこ と

を 踏まえ、 災害の教訓を 活かし 、 子ども たち が安全に、 安心し て学校生活が送れる 学校施設の環境整備

に努めます。

　 そし て、 むら 全体の活力と 魅力を 高め、 本村の愛着と 誇り を 感じ るこ と ができ、 全ての人が生涯にわ　

たっ て学び続けるこ と ができ るよう 、 住民主体のスポーツ活動、 芸術・ 文化活動を推進し ます。 “「 学び」

を 楽し み「 笑顔」 あふれる むら ” を 目指すべく 、 学びの成果を みんなで楽し み、 活かし 、 人が輝く むら

づく り を 目指し ます。

基
本
構
想
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（ １ ） 地域コミ ュニティ の活性化　（ ２ ） 美し いむら づく り の推進　（ ３ ） 住民参加型むらづく り の推進

（ １ ） 男女共同参画の意識づく り 　（ ２ ） 女性活躍の推進　（ ３ ） DV などの暴力に対する相談支援体制の充実

（ １ ） 行政組織の効率化　（ ２ ） 行政情報の提供の充実　（ ３ ） 広域連携の推進

（ １ ） 財政運営の適正化　（ ２ ） 自主財源の確保

（ １ ） 農業担い手の育成・ 確保　（ ２ ） 効率的・ 安定的な農業経営の維持　（ ３ ） 安全・ 安心な「 食」 の生産・ 供給体制づく り の推進

（ ４ ） 高付加価値化による販売戦略の構築　（ ５ ） 高齢者も 意欲を持って取り 組むこと ができる農業の推進　（ ６ ） 農用地などの保全

（ １ ） 生産基盤の整備及び特用林産物の生産拡大　（ ２ ） 森林環境の保全　（ ３ ） 林業担い手の育成・ 確保

（ １ ） 商工業の活性化と 経営基盤の強化　（ ２ ） 企業誘致の推進　（ ３ ） 水産業の振興

（ １ ） 観光資源の整備　（ ２ ） 観光商品の開発・ 受入れ体制の充実　（ ３ ） 持続可能な観光振興の推進　

（ ４ ） 観光情報の発信・ PR 活動

（ １ ） 水道施設整備の促進　（ ２ ） 排水処理施設整備の促進　（ ３ ） ごみの適正処理と 再資源化の推進　（ ４ ） 住宅・ 住環境の充実

（ ５ ） 移住・ 定住促進対策の充実　（ ６ ） 防犯対策の充実

（ １ ） 道路の整備促進及び維持管理の充実　（ ２ ） 公共交通網の充実

（ １ ） 交通安全の意識高揚　（ ２ ） 交通安全施設の整備

（ １ ） 危機管理体制の強化　（ ２ ） 災害に強いむらづく り の基盤整備　（ ３ ） 消防・ 救急体制の充実

（ １ ） 自然環境の保全　（ ２ ） 生活環境の保全

（ １ ） 地球温暖化対策　（ ２ ） 再生可能エネルギーの導入

（ １ ） 母子保健の推進　（ ２ ） 健康づく り の推進　（ ３ ） 医療体制の充実　（ ４ ） 感染症予防対策の推進

（ １ ） 生きがいづく り や社会参加の促進　（ ２ ） 介護予防・ 生活支援サービスの充実　（ ３ ） 認知症対策の推進

（ ４ ） 地域包括ケアの推進　（ ５ ） 介護保険制度の円滑な運営

（ １ ） 地域生活の支援体制の充実　（ ２ ） 障害児の健やかな育成のための発達支援　（ ３ ） 日常生活支援の充実　

（ ４ ） 就労・ 社会参加の促進

（ １ ） みんなで支え合う 仕組みづく り の推進　（ ２ ） 地域福祉人材の確保・ 育成　（ ３ ） 孤立を防ぐ 相談機能の強化

（ ４ ） 自殺対策の推進

（ １ ） 子育て支援体制の充実　（ ２ ） 職業生活と 家庭生活と の両立の推進　（ ３ ） 子ども の安全確保　

（ ４ ） 支援を必要と する子どもや家庭への支援

（ １ ） 確かな学力の育成　（ ２ ） 豊かな心の醸成　（ ３ ） 健康な身体の育成　（ ４ ） 信頼さ れる学校づく り 　（ ５ ） 教育環境の充実

（ １ ） コミ ュニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体的推進　（ ２ ） 公民館活動の推進　（ ３ ） 家庭・ 地域教育力向上への支援　

（ ４ ） 社会教育関係団体と の連携　（ ５ ） 人権教育・ 啓発の推進

（ １ ） 指導者の確保と 資質の向上　（ ２ ） 各種スポーツ団体の育成と 活動支援　（ ３ ） 体育施設の整備・ 充実及び有効活用

（ １ ） 文化活動の推進　（ ２ ） 文化財の保護・ 活用　（ ３ ） 民俗文化の保存・ 継承支援

基本計画の体系 具体的な施策施策の大綱

協働による地域づく り1

男女共同参画の推進2

効率的な行政運営の推進3

健全な財政運営の推進4

農業の振興1

林業の振興2

商工業・ 水産業の振興3

観光の振興4

居住環境の整備1

交通基盤の整備2

交通安全対策3

防災・ 消防対策4

環境美化の推進5

地球温暖化対策の推進6

健康づく り の推進1

高齢者福祉の充実2

障害者（ 児） 福祉の充実3

地域福祉の充実4

子育て支援の充実1

学校教育の充実2

生涯学習の振興3

生涯スポーツの振興4

文化の振興5

基本目標１

共助のむらづく り
［ コミ ュニティ ・

協働・ 行財政］

基本目標 2

地域資源を活かし た

むらづく り
［ 産業・ 観光］

基本目標 3

安全・ 安心な

暮らし の環境づく り
［ 基盤・ 安全・ 環境］

基本目標 4

健康・ 長寿の

むらづく り
［ 健康・ 福祉］

基本目標 5

未来を拓く

人づく り
［ 子育て・ 教育・ 文化］

将来像

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N
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施策の大綱　 1

協働による地域づく り
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 村内には、21 の行政区が組織さ れ、その行政区を ６ つに分けて公民館が組織さ れています。 活動は、

地域での祭事の運営のほか、 文化活動、 生活環境整備、 自主防災など多岐にわたっ ており 、 活動の中

心は、 行政区と 公民館です。 そのほか、 行政区に組織さ れる 班や、 郷土芸能を 伝承し ている 団体など

が活動の中心と なる こ と も あり ます。

　 活動においては、 各種補助金を 活用さ れており 、 活気あふれる 地域の再生へと つなげています。 し

かし 、 活動を 担う 人材は、 過疎化、 少子化の進行によ り 、 高齢化を 余儀なく さ れ、 かつ、 地域での連

帯感が薄れつつあり 、 参加・ 協力する 人員が減少する など、 活動が困難になっ てき ている 地域や団体

が少なく あり ません。 特に令和２ 年７ 月豪雨以降、 人口減少が予想よ り も 早く 進み、 コ ミ ュ ニティ 活

動が一段と 衰退し ています。

　 行政と の協働にと っ て欠かせない住民参画システムについては、 各種計画の策定に関する 審議にお

いて、 各種団体などから の選出に基づく 住民参加方式と なっ ていますが、 若い世代の参加が少ないと

いう 課題も あり 、 今後は、 住民の意見を 聞く 機会を 広げる ため、 委員の公募についても 検討する 必要

があり ます。

　 令和５ 年度（ 2023 年度） に実施し た村政座談会で は、 15 日間で 延べ 300 人が参加し 、 一定の成

果につながり まし たが、 参加者が少ない会場も あっ たため、 開催方法についても 検討する 必要があり

ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

むら づく り への住民参画を推進し 、 村民と 行政が地域の課題解決に向け

て互いを理解し 、 尊重し 合い、 むら づく り に参加でき る機会を多く 創る

よう 努めながら 、 協働による地域づく り を目指し ます。現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

◆地域活動に関心を 持ち 、 積極的に参加し 、 協力・ 連携・ 交流し ます。

◆むら づく り への関心・ 理解を 深めます。

◆むら づく り 活動を 担う リ ーダーを 育てます。

◆各種団体相互の連携を 図る と と も に、 住民一人ひと り が参加し やすく なる よ う に工夫し ます。
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和４ 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

共助のむら づく り 支援事業補助金の

活用件数
件／年 37 60

（ １ ） 地域コ ミ ュ ニティ の活性化
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■自立し た特色ある 活発な地域づく り を 活性化

する ため、 補助金などを 活用し ながら 、 活動

を 支援し ます。

■行政区担当職員制度※を 活用し 、 区長・ 班長

と 連携を 図り ながら 地域の支援に努めます。

■地域全体で、「 共助のこ こ ろ 」 を 醸成し 、 新

たな地域コ ミ ュ ニティ 形成を 推進し ます。

■将来の人口減少を 見据え、 行政区・ 班の再編

も 含めた集落のあり 方について検討し ます。

◎地域のリ ーダー育成に努める と と も に、 国の

制度を 活用し た 村外から の人材確保を 検討

し 、 地域の担い手確保に努めます。

（ ２ ） 美し いむら づく り の推進
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■国・ 県道や村道などの景観保全活動を 推進し

ます。

■花いっ ぱい運動の認知と 活動団体の増加を 目

指し 、 継続し て取り 組みます。

（ ３ ） 住民参加型むら づく り の推進
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■多様な参加機会の提供や、 村民がむら づく り に

参加し やすい仕組みづく り を推進し ます。

■各種計画策定時の委員選出規定など、 住民が主

体的に参画できる仕組みづく り を検討し ます。

◎ DX を通し た村民の行政参加の仕組みづく り を

推進し ます。

◎ … 「 総合計画策定に向けた球磨村復興未来ト ーク （ 村が抱える様々な課題について、 役場の若手職員が解決策を議論

する場。 以下「 復興未来ト ーク 」 と いう 。）」 における提案を取り 入れた施策

基
本
計
画

基
本
計
画

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

●地域コ ミ ュ ニティ の再生

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

仮設団地などにお

けるコ ミ ュ ニティ

づく り の支援

●みんな の家を 活用し た交流の

機会や場づく り の支援

●災害公営住宅な ど における コ

ミ ュ ニティ 形成支援

●公民館・ 集会所の復旧支援

●みんなの家整備事業

　（ 一勝地・ 神瀬）

地域コ ミ ュ ニティ

拠点の復旧

　 地域支え合いセン タ ーやボラ ン ティ ア団体などと 連携し ながら 、 仮設団地でのコ ミ ュ ニティ 形成支

援を 引き 続き 実施し ていき ます。 また、 災害公営住宅などにおける 新たなコ ミ ュ ニティ の形成を 支援

し ます。

　 日本財団の支援によ る みんなの家整備事業については、 令和５ 年度（ 2023 年度） に渡地区のみん

なの家が完成し ています。 整備を 予定し ている 一勝地地区及び神瀬地区のみんなの家については、 宅

地かさ 上げ事業完了後に着工し 、 令和７ 年度（ 2025 年度） までの完成を 目指し ています。 被災し た

地域の住宅再建や移転に合わせた公民館などの復旧支援によ り 、 地域コ ミ ュ ニティ の再生に取り 組み

ます。

※行政区担当職員制度 … 行政職員が村内の担当地区を担い、 業務の実施を 通じ て、 地域住民と 直接関わる こ と で、 職員の地域を 見守る 意識を

醸成し 、 地域に寄り 添っ た村政運営を図る 制度。
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施策の大綱　 2

男女共同参画の推進
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 男女が互いに尊重し 、 一人ひと り の個性や能力を 活かせる むら づく り を 推進する こ と が求めら れて

います。 本村では、「 球磨村男女共同参画計画」に基づき 、各種委員会における 女性の登用を 進める など、

男女共同参画社会づく り の重要性を 認識し 、 その理解を 深めてき まし た。

　 今後も 、 女性がよ り 主体的かつ積極的にむら づく り に参画でき る よ う 、 DV ※やハラ スメ ン ト 防止

などの啓発活動を 通じ て、 よ り 一層環境の整備と 意識の向上を 進めていく 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

男女と も に個人と し て尊重さ れ、 性別にかかわり なく 個性と 能力を発揮

でき る男女共同参画社会の実現を目指し ます。現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆地域団体の役割などへの女性の参画を 積極的に進める と と も に、 女性が主体的に活躍でき る 環境づ

く り に努めます。

◆仕事と 家庭の時間・ 自分の時間のバラ ン スを 保ち ます。

◆職場で男女が対等に参画でき る 機会を 確保する と と も に、 職場と 家庭・ 地域などにおける 活動を 両

立でき る 環境を 整えます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和４ 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

審議会等委員の女性登用率 ％ 9 .3 15 .0

基
本
計
画

基
本
計
画

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 男女共同参画の意識づく り
関連する個別計画 男女共同参画計画／特定事業主行動計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■全ての人が性別にかかわら ず活躍でき る 社会

を 目指し 、 男女共同参画に関する 啓発活動を

推進し ます。

◎男性の育児休暇についても 、 啓発活動を 推進

する など、 男女問わず活躍でき る 環境づく り

に取り 組みます。

（ ２ ） 女性活躍の推進
関連する個別計画 男女共同参画計画／特定事業主行動計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■村の審議会などへ、 引き 続き 女性の積極的な

登用を 図り ます。

◎ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン スなどの多様な働き

方の実現と 女性活躍について、 事業者へ向け

た啓発を 行います。

（ ３ ） DV などの暴力に対する相談支援体制の充実
関連する個別計画 男女共同参画計画／特定事業主行動計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■ DV や多様なハラ スメ ント の防止に向け、 国や

県から 提供さ れる情報を活用し ながら 、 啓発活

動を推進し ます。

■被害者に対する相談・ 支援体制の充実を図り ま

す。

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

※ DV … D om estic V io len ce（ ド メ スティ ッ ク バイ オレ ン ス） の略。 配偶者や恋人など親密な関係にある、 またはあっ た者から 振るわれる 暴

力のこ と 。
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施策の大綱　 3

効率的な行政運営の推進
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 本村では、 こ れまで「 球磨村行政改革大綱」 に基づき、 業務の効率化や民間委託の推進によ る 職員

数の適正化に取り 組み、 効率的な行政運営に努め、 体制強化を 図っ てき まし た。 し かし 、 全国的な人

手不足が顕在化する 中、 本村においても 特に専門職の採用が難し く なっ てき ています。 将来にわたり 、

安定し た行政運営を 持続する ため、 適正な定員管理や人手不足を 補いながら 、 生産効率を 上げる ため

の様々な取組が求めら れています。

　 また、 国や県の研修事業など、 多く の研修メ ニュ ーを 活用し 、 職員の能力向上を 図っ ていますが、

研修への参加は十分と はいえず、 職員が自ら 積極的に参加する よ う な仕組みや環境づく り が求めら れ

ています。 加えて、 団塊の世代を はじ めと する 職員の退職によ り 経験豊富な職員が不足し ており 、 職

員の資質向上・ 村役場組織の活性化などの実現に向け、 人事評価制度を 効果的なも のと する 必要があ

り ます。

　 行政情報の提供にあたっ ては、 情報公開条例を 改正し 、 情報公開に係る 手続の簡略化や、 公式ウェ

ブ サイ ト のアク セシビ リ テ ィ ※ 1、 ユーザビ リ テ ィ ※ 2 の向上を 図っ てき た結果、 年間 10 件程度の情

報開示請求が行われています。 今後、継続的に情報を 発信し 、一般的に用いら れる よ う になっ たスマー

ト フ ォ ン などの情報機器を 活用し た住民と の情報の共有が求めら れています。

　 また、 近年、 公文書の不適切な取扱いが全国各地で生じ ている こ と から 、 公文書について徹底し た

管理体制の整備を 図る 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

職員の資質向上を図り ながら 、 計画的・ 効率的な行政運営に努め、 多様

化する行政課題や村民ニーズに対応し たむら づく り を目指し ます。現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

◆行政運営への関心を 持ち 、 むら づく り の現状と 課題を 行政と 共有し ます。

◆広聴の機会に積極的に参加し ます。

基
本
計
画

基
本
計
画

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

職員研修受講者数 人／年 90 100

（ １ ） 行政組織の効率化
関連する個別計画 行政改革大綱／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■組織機構のあり 方を 常に検討し 、 行政課題や

緊急時など、 村政の状況に合わせて柔軟に対

応でき る 体制を 整えます。

■新規職員採用や人事異動において 、 職員一人

ひと り の能力や適性に応じ 、 村政の状況に合

わせた配置や登用に努めます。

■自主的に研修などに参加でき る 仕組みや環境

づく り に取り 組み、 多様化する 住民ニーズに

対応でき る 職員の育成を 図り ます。

◎最新技術の導入などによ る DX 化を 進め、 事

務の効率化・ 簡素化を 推進し ます。

（ ２ ） 行政情報の提供の充実
関連する個別計画 行政改革大綱／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■条例に基づいた情報公開を 行います。

■全ての人にわかり やすい行政情報を提供し ます。

■広報戦略を 策定し 、 広報紙や村公式ウェ ブサ

イ ト 、 各種 SN S ※な ど の情報発信媒体によ

る 効果的な情報発信を 行います。

■ DX の推進と 並行し て、 効率的な公文書の管

理体制について検討し ます。

（ ３ ） 広域連携の推進
関連する個別計画 人吉球磨定住自立圏共生ビジョ ン

■「 人吉球磨定住自立圏共生ビジョ ン」 に基づき、

役割を分担し 、 連携し ながら 、 広域圏と し て地

域全体の魅力アッ プに努めます。

■人吉球磨広域行政組合を 構成する 市町村と 連

携・ 共同し て、 行政サービスの向上を図り ます。

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

※ 1　 アク セシビリ ティ  … 高齢者や障害者も 含めて、 すべての人がウェ ブサイ ト 等で提供さ れる 情報や機能を支障なく 利用でき るこ と 。

※ 2　 ユーザビリ ティ  … ユーザーがサービス等を簡単に、 効果的に、 そし て快適に使用でき るよ う にするこ と 。

※ SN S … Social  N etw ork in g  Service の略。 イ ンタ ーネッ ト 上の交流を通じ て社会的ネッ ト ワーク を構築するサービスのこ と 。
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施策の大綱　 4

健全な財政運営の推進
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 本村の過去５ 年間の決算を 分析する と 、 借金である 地方債の残高は、 令和２ 年７ 月豪雨に伴う 復旧・

復興事業も 重なり 増加傾向にあり ます。 また、 経常収支比率は、 普通交付税の増加や経常的な扶助費

が減少し た影響も あり 、令和３ 年度 ( 2021 年度 ) の数値は改善し ていますが、令和４ 年度 ( 2022 年度 )

では物価高騰などによ る 物件費の増加などによ り 上昇し ています。

　 他方、 令和５ 年 ( 2023 年 ) ３ 月に策定し た中長期財政の見通し によ る と 、 人口減少や少子高齢化

の進行、 豪雨災害に伴う 人口流出などを 背景にし た税収の減少や、 復旧・ 復興事業に伴う 経費の増大

など によ り 非常に厳し い財政状況が続く と 予想さ れています。 今後の各種事業を 着実に実施し ていく

ためにも 、 健全な財政運営に向けた取組と 、 財政状況の透明性の確保が求めら れています。

　 こ のよ う なこ と から 、 自主性・ 弾力性のある 財政運営を 推進する ため、 村税の確実な徴収や、 ふる

さ と 納税制度に積極的に取り 組むなど自主財源の確保によ る 財政基盤の強化を 図る と と も に、 歳出に

おいては、 選択と 集中によ り 効果的かつ効率的な事業展開と 併せて、 既存の事務事業の見直し を 行い、

経常的経費を 削減する 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

健全な財政を維持し ていく ため、 村税をはじ めと する様々な財源確保策

に取り 組みます。

歳出面では、 選択と 集中による効果的かつ効率的な事業展開と 持続可能

な行財政運営を目指し ます。現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

◆村の財政運営に関心を 持ち 、 財政状況を 理解し ます。

◆税の納め忘れに注意し ます。

基
本
計
画

基
本
計
画

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

経常収支比率

村税収納率

％

％

77 .4

98 .7

79 .0

100

（ １ ） 財政運営の適正化
関連する個別計画 中長期財政見通し ／公共施設等総合管理計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■中長期的な 視点に立っ た財政の見通し を 示

し 、 将来を 見据えた財政運営に努めます。

■「 公共施設等総合管理計画」 に基づき 、 長期

的な視点で更新・ 長寿命化を 進め、 効率的な

資産管理に努めます。

（ ２ ） 自主財源の確保
関連する個別計画 中長期財政見通し ／公共施設等総合管理計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■村税の適正な 賦課と 徴収に取り 組むと と も

に、 納税意識の啓発を 行います。

■ふる さ と 納税（ 寄附金） 制度への取組を 強化

し 、 自主財源の確保に努めます。

◎企業版ふる さ と 納税制度への取組を 強化し ま

す。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

基
本
目
標
１

　
共
助
の
む
ら
づ
く
り
［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
・
行
財
政
］

施
策
の
大
綱
４

　
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

基
本
目
標
１

　
共
助
の
む
ら
づ
く
り
［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
・
行
財
政
］

施
策
の
大
綱
４

　
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

50 51



現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

施策の大綱　 1

農業の振興
関連する
SDGs

　 本村の農業においては、 認定農業者数は育成を 促進し たこ と によ り 微増ですが、 全体の農家数は生

産者の高齢化や担い手不足が顕著と なり 、 年々減少し ています。 後継者の円滑な就農や新規就農にお

いて、 国・ 県の支援事業を 活用する など、 担い手の育成に努める 必要があり ます。

　 また、 有害鳥獣によ る 被害が拡大し ており 、 その対策（ 電気柵の設置や定期的な監視など） に要す

る 時間や費用も 生産者の大き な負担と なっ ています。 さ ら には、 効率的に作業ができ ない狭小農地と

農道、 天候に左右さ れる 不安定な収入が、 離農や耕作放棄地が増加する 要因と なっ ています。

　 今後、 どのよ う にし て時間と 費用を 抑制し ながら 、 機械化や販路拡大などによ り 生産額を 増大さ せ

る か、 将来にわたり 守っ ていく べき 農地の利用性を どう 向上さ せる か、 限ら れた労働力を どのよ う に

使っ ていく かなどが課題と なっ ています。

　 また、令和２ 年７ 月豪雨によ り 、営農し ていた農地が被災し 、耕作ができ なく なっ た土地も あり ます。

現在、 復旧工事が続いていますが、 引き 続き 農地の復旧を 進める と と も に、 遊水地予定地内の農地の

代替地である 峯尾緑地区の農地整備を 進める こ と が必要です。

後継者・ 担い手の育成や生産基盤の整備、 スマート 農業※の推進による

作業の効率化、 労働時間の短縮により 、 生産性の向上を目指し ます。

◆地産地消を 心がけ、 地域ブラ ン ド の育成・ 確立に努めます。

◆安全・ 安心な農産物の生産に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

認定農業者数 人 20 22

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

［ 産業・ 観光］

地域資源を活かした

むら づく り

基本

目標

2

INDEX

1　 農業の振興

2　 林業の振興

3　 商工業・ 水産業の振興

4　 観光の振興

53

56

58

61

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

基
本
計
画

※スマート 農業… I CT や先進技術を 農業に導入する こ と で、 農業の生産性を 高め、 資源の効率的な使用や環境への影響を 最小限に抑える 農業

の形態のこ と 。
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指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 農業担い手の育成・ 確保
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■認定農業者や認定新規就農者の育成を 促進す

る と と も に、 農業従事者の高齢化・ 営農体系

の課題に取り 組み、 多様な担い手の育成・ 確

保を 図り ます。

◎みどり の食料システ ム戦略※ 1 を 推進する た

め、 地域おこ し 協力隊を 確保し ます。

（ ２ ） 効率的・ 安定的な農業経営の維持
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■ JA ※ 2 な ど の関係団体と 連携し 、 農業経営

に関する 助言や指導によ り 安定し た経営がで

き る よ う 支援し ます。

■取り 組むべき 課題に対応する ため、 学習機会

を 設ける など経営者の意識向上を 図り ます。

■円滑な農地の集積・ 集約化を 進め、 地域の担

い手の利用を 促進し 、 経営体制の合理化に取

り 組みます。

（ ３ ） 安全・ 安心な「 食」 の生産・ 供給体制づく り の推進
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画

■環境保全に関する 交付金などを 活用し 、 環境

保全型農業を 推進し ます。

■土壌分析に基づく 緑肥・ 堆肥の活用、 化学肥

料及び農薬の適正・ 安全使用を 推進し ます。

■学校給食への地元農産物の提供や、 直売所での

販売などを通し て地産地消を推進し 、 農家の営

農意欲向上や所得増加の支援につなげます。

■子ども たち が地域の農業への関心を 深めら れ

る 取組を 推進し ます。

（ ４ ） 高付加価値化による販売戦略の構築
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■スマート 農業などを 推進し 、 農家の意欲向上

や農産物の生産性向上を 支援し ます。

■村内農産物の生産・ 加工段階における 一括体

制を 整備し 、 販路拡大を 支援し ます。

◎６ 次産業化の推進など、 農産物の高付加価値

化を 図る こ と で、 生産者の所得向上と 雇用の

創出を 図り ます。

（ ５ ） 高齢者も 意欲を持っ て取り 組むこ と ができ る農業の推進
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画

■振興作物の栽培を 推進する と と も に、 本村の

環境に適し た奨励作物を 選定・ 推進し ます。

■高齢者も 意欲を 持っ て栽培でき る 作物の栽培を 支

援し 、 休耕地対策や生産者数の拡大に努めます。

基
本
計
画

基
本
計
画

（ ６ ） 農用地などの保全
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／鳥獣被害防止計画

■遊休農地の発生防止・ 解消に努めます。

■担い手への農地利用の集積・ 集約化を 推進し

ます。

■農作業の共同実施体制づく り を 支援し ます。

■有害鳥獣被害対策の取組を 支援し ます。

■圃場・ 農道などの計画的な整備を 行います。

■受益者の意見を 調整し 、 農業用施設の適切な

補修・ 改修に努めます。

●被災し た営農環境の再生

　 被災し た農道、 農地、 農業用施設の早期復旧を 進めます。

　 また、 渡地区の遊水地事業で農地を 失われる 方に対し ては、 峯尾緑地区で農地を 整備し 、 営農再開

を 進めます。 峯尾緑地区の農地については、 将来的に区画整理を 実施し 、 営農し やすい農地の整備を

目指し ます。

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

営農環境の再生・

農林業者の再開支

援

●被災し た農道、 農地、 農業用

施設の早期復旧

●営農再開への支援

　（ 峯尾緑営農エリ ア）

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

※ 1　 みどり の食料システム戦略… 持続可能な農業と 食料システムを 推進するための総合的なアプロ ーチのこ と。 環境への影響を 減ら し つつ、

食料安全保障と 農業の持続可能性を高めるこ と 。

※ 2　 JA… Japan  Ag ricu l tu ral  Cooperatives の略で農業協同組合のこ と 。
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施策の大綱　 2

林業の振興
関連する
SDGs

　 本村は、 森林面積が村土面積の約９ 割を 占める こ と から 、 林業を 振興する こ と で、 豊かな森林資源

が保全さ れ、 安定的かつ継続的に営まれる 森林経営によ り 、 村民の生活の向上や産業の活性化が期待

さ れます。

　 し かし 、 高齢化によ る 林業従事者の減少や、 長期にわたる 木材価格の低迷に伴う 採算性の悪化など

から 、 間伐などの施業の遅れや有害獣によ る 被害が発生する など、 森林所有者の施業意欲の低下が懸

念さ れています。

　 森林の持つ多面的機能を 発揮さ せる ため、 森林環境譲与税なども 活かし ながら 、 森林施業の集約化

や路網整備、 安全装備品や林業用機械などの購入費用助成などによ る 経済的支援、 担い手の育成（ 新

規就業者への実践講習など） を 進める と と も に、 木材の生産から 健全な森林づく り を 推進する 必要が

あり ます。

　 また、 令和２ 年７ 月豪雨によ り 、 林道や森林作業道も 土砂流入や地滑り などによ り 大き な被害を 受

けまし た。 現在、 復旧工事を 進めていますが、 災害時には「 命を 守る 道」 と し ても 機能する 道路網と

し て引き 続き 整備を 進める 必要があり ます。

豊富な森林資源と 森林の持つ多面的機能を最大限に活かし 、 健全で持続

可能な山林づく り を目指し ます。

◆民有林の保全・ 管理に努めます。

◆住宅建設などでの木材利用に努めます。

◆林業技術者を 育成し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

再造林面積 h a ／年 103 .3 115 .0

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

基
本
計
画

基
本
計
画

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ ３ ） 林業担い手の育成・ 確保
関連する個別計画 森林整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■林業機械化によ る 労働強度の軽減や安全作業

の確保、 就業環境などの改善に対する 事業所

の取組を 支援し ます。

■新規就業者への教育や林業技術取得に向けた

講習会へ参加する 機会を 提供し 、 就業の円滑

化を 推進し ます。

●災害に強い産業基盤の整備

　 被災し た林道の早期復旧を 進め、 災害時には「 命を 守る 道」 と し ても 機能する 集落間を 結ぶ道路網

の整備を 進めます。

　 また、 治山・ 砂防施設の整備については、 県と 連携し 、 情報共有を 図り ながら 進めます。

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

災害に強い産業基

盤の整備
●林道の復旧

●治山・ 砂防施設の整備

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

（ １ ） 生産基盤の整備及び特用林産物の生産拡大

■森林整備の効率化を 図る ため、 ICT 技術を 活

用し たスマート 林業を 推進し ます。

■森林の持続的な利用と 保全を 図る ため、 森林

道の維持補修及び計画的な整備を 推進し ます。

■特用林産物の生産拡大に対する 取組を 支援し

ます。

関連する個別計画
森林整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／辺地総合整備計画／デジタ

ル田園都市構想総合戦略

（ ２ ） 森林環境の保全

■森林に期待さ れている 多面的機能が十分発揮

さ れる よ う に、 植栽推進な ど の対策を 講じ 、

健全な森林資源の保全と 育成に努めます。

■効率的な 森林施業を 計画的に実施する ため、

必要な体制整備を 推進し ます。

■森林経営管理制度に基づき 、 経営及び管理が

でき ない民有林において、 林業の成長産業化

と 森林資源の適切な管理の両立のため、 計画

的に整備を 進めます。

■有害獣対策を 更に強化し ます。

◎ J-ク レ ジッ ト ※を 創出する ため、 計画の作成

審査やモニタ リ ン グに取り 組みます。

関連する個別計画
森林整備計画／山村振興計画／辺地総合整備計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略／

鳥獣被害防止計画

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

※ J-ク レ ジッ ト … 温室効果ガスの排出削減・ 吸収量をク レ ジッ ト と し て国が認証する 制度。
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施策の大綱　 3

商工業・ 水産業の振興
関連する
SDGs

　 村内の商工業者数は、 売上の減少や高齢化などによ る 廃業によ り 、 依然と し て減少の一途を たどっ

ている 状況にあり ます。 商工業は、 地域経済循環の中心を 担い、 雇用の供給元である こ と から 、 後継

者の確保や新たな創業などが喫緊の課題と なっ ています。

　 こ のよ う な中、 本村では、 企業の誘致及び立地を 促進する ため、 工場などを 新設または増設する 方

に対し て固定資産税の減免制度の創設や、 レ ン タ ルオフ ィ スと チャ レ ン ジショ ッ プ ※を 開設する など、

企業の受入れ体制を 整備し てき まし た。 し かし 、 レ ン タ ルオフ ィ スについては、 令和２ 年７ 月豪雨に

よ り 被災し 解体し たため、 企業誘致にはつながっ ていない状況と なっ ています。 また、 チャ レ ン ジ

ショ ッ プについても 、 新規でチャ レ ン ジする 事業者の利用ができ ていないため、 利用方法について引

き 続き 検討が必要です。

　 人吉球磨管内では、 人吉・ 球磨し ごと 創生連絡協議会において、 市町村間と 企業と の情報交換や、 県

外の企業訪問など、 連携して企業誘致のために活動してきまし た。 今後も 、 村内の商工業の振興と 、 村

内または人吉球磨管内のニーズにあった雇用の創出が図れる企業などを誘致するための施策が必要です。

　 本村の中央を 貫流する 球磨川は、 豊かな水量と 急流によ り 水産資源の宝庫と いえる こ と から 、 球磨

川支流にヤマメ の放流を 行い、 水産資源の保全に努めています。 引き 続き 、 球磨川漁業協同組合と 連

携し てアユ・ ヤマメ などを 放流し 、 水産資源の保全に努める 必要があり ます。

　 また、 かつてヤマメ を 養殖し ていた施設を 活用し 、 マスなどの養殖に取り 組んでいますが、 村の新

たな特産物と し て確立さ せる ため、 加工品の開発や販路の拡大を 図る 必要があり ます。

厳し い経営環境の中でも 、 地域住民の生活を支え、 地域に根差し た商工

業の経営を持続・ 発展さ せ、 新規創業などにより 持続可能な商工業・ 水

産業の基盤づく り を目指し ます。

◆村内での消費に努めます。

◆ハロ ーワーク の研修などに参加し 、 職業能力の向上に努めます。

◆事業を 通し たむら の賑わいづく り や PR に貢献し ます。

◆事業主・ 従業員を 対象と し た研修会などを 実施し 、 事業所の資質向上に努めます。

◆事業所のネッ ト ワーク を 構築し 、 相談や情報提供ができ る 環境の整備に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

基
本
計
画

基
本
計
画

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

商工会員数 事業所 53 58

（ １ ） 商工業の活性化と 経営基盤の強化
関連する個別計画

創業支援等事業計画／地域経済牽引事業の促進に関する基本的な計画／過疎地域持続

的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■農林商工連携などによ り 、 地場産品を 活用し

た特産品の開発や改良を 促進し ます。

■村内事業所を 利用する 助成事業の実施やイ ベ

ン ト の開催などを 通し て、 事業者の経営安定

と 村民の生活支援・ 村内での消費拡大に努め

ます。

■商工会の経営基盤安定と 村内経済の活性化の

促進のため、 商工会及び事業者への支援を 継

続的に行います。

◎レ ン タ ルオフ ィ スやコ ワーキン グスペースを

活用し た事業者支援を 行います。

関連する個別計画
創業支援等事業計画／地域経済牽引事業の促進に関する基本的な計画／

過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■人吉・ 球磨し ごと 創生連絡協議会の構成市町

村と 企業と のネッ ト ワーク づく り と 、 情報共

有に努めます。

◎村内への企業誘致について、 受入れ体制づく

り に努めます。

（ ２ ） 企業誘致の推進

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

（ ３ ） 水産業の振興
関連する個別計画 創業支援等事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画

■球磨川支流を 含めた各河川において、 球磨川

漁業協同組合と 連携し 、 アユ・ ヤマメ などの

稚魚の計画的な放流によ り 、 水産資源の保全

を 図り ます。

■商標登録し た「 球磨川大鱒」 を 使用し た加工

品開発や販路拡大を 推進し ます。

ます

※チャ レ ンジショ ッ プ… 賑わいの創出及び地域の活性化に資する ため、 小売業などの出店を目指す方を対象に有料で貸し 出す施設。
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●商工業の再生と 振興

　 なり わい再生支援補助金などを 活用し て商工業者の事業再建を 支援し ます。

　 また、 地域の経済的な拠点施設である 郵便局の早期再開に向け、 関係機関と 連携し て取り 組みます。

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

商工業の再生支援

金融機関の早期再

開支援

●商工業の事業再建支援

　（ 球磨村商工業再建設備等支援）

●郵便局の早期再開支援

　（ 渡、 神瀬）

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

基
本
計
画

基
本
計
画

施策の大綱　 ４

観光の振興
関連する
SDGs

　 村内の観光施設については、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症によ る 観光客の減少や、 令和２ 年７ 月豪雨

によ る 施設の被災など によ り 、 運営でき ない時期が続き まし た。 令和５ 年度（ 2023 年度） 現在、 よ

う やく 復旧・ 復興が進み、 営業再開し た施設の客足は少し ずつ戻り つつあり ますが、 まだまだ災害前

のにぎわいは取り 戻せていない状況です。

　 今後において は、「 球磨川」 や「 鍾乳洞」、「 棚田」、「 温泉」 な ど の魅力ある 地域資源を 磨き 上げ、

他地域と 差別化を 図る こ と で観光客の増加を 図り ます。

　 一勝地駅においては、 観光列車や入場券の知名度の高さ から 、 駅を 訪れる 観光客が増加し ていまし

たが、 令和２ 年７ 月豪雨以降、 JR 肥薩線の運休が続いており 、 一勝地駅を 目的と し た観光客は減少

し たままと なっ ています。 引き 続き JR 肥薩線の存続を 要望する と と も に、 一勝地駅周辺のにぎわい

づく り についても 検討し ていき ます。

　 球磨村観光協会については、 観光イ ベン ト の開催、 PR 活動、 景観整備事業など積極的な活動を 実

施し ていますが、 今後の観光振興において重要なイ ン バウン ト 需要を 確保する ためには、 会員の資質

の向上と 組織体制を 強化し 、 全会員あげて各種事業に取り 組む必要があり ます。

　 情報発信については、 球磨村観光サイ ト を 設置し ていますが、 ウェ ブ サイ ト と 併せて SN S を 活用

する など多方面から アク セスでき る よ う 広がり を 求める 必要があり ます。

　 今後においては、 被災し た球磨村だから こ そ伝える こ と ができ る 災害や地球温暖化対策を テーマと

し た教育旅行のコ ン テン ツ を 整備し 、 修学旅行や企業研修の誘致を 進めます。

◆観光イ ベン ト などのむら のにぎわいづく り に積極的にかかわり ます。

◆観光客におも てなし の心で接し 、 新たな魅力の発見や観光 PR に協力し ます。

◆観光資源に触れる 機会を つく り ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

新たな観光の流れに対応でき る観光資源の発掘・ 磨き 上げに努め、 持続

可能な観光立村球磨村を目指し ます。
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復興に向けた取組

めざす姿現状と 課題
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指標と 目標値
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基
本
目
標
２

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
む
ら
づ
く
り
［
産
業
・
観
光
］

施
策
の
大
綱
３

　
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興

基
本
目
標
２

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
む
ら
づ
く
り
［
産
業
・
観
光
］

施
策
の
大
綱
４

　
観
光
の
振
興

60 61



現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

観光入込客数 人／年 32 ,751 100 ,000

（ １ ） 観光資源の整備
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■球磨川・ 鍾乳洞・ 温泉・ 棚田などの資源を 活

かし た都市と の交流を 推進し ます。

■自然環境を 舞台と し た重要観光スポッ ト への

案内看板や遊歩道などを 整備し ます。

■地域資源の掘り 起こ し と コ ン テン ツ 造成に引

き 続き 取り 組みます。

◎ JR 肥薩線を 軸と し た地域振興を 検討し ます。

（ ２ ） 観光商品の開発・ 受入れ体制の充実
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■観光協会の体制強化を 支援し ます。

■観光協会と 連携し ながら 、 旅行商品を 積極的

に企画・ 造成し 、 旅行代理店、 各種旅行媒体

などへの営業・ PR 活動を 強化し ます。

■新たなサービ ス産業の創出のため、 関係団体

と の協働体制の構築を 進めます。

■ラ フ テ ィ ン グ・ 語り 部※・ 脱炭素など、 観光

と 環境、 教育を 組み合わせた教育旅行のプロ

グラ ム造成に取り 組みます。

■災害を 契機と する 「 語り 部活動」 の事務局体

制を 強化し 、 災害の記憶と 継承事業を 通し て

交流人口の拡大を 図り ます。

■ラ フ ティ ン グを はじ め、 農業体験、 伝統文化

や食な ど に関する 体験プ ロ グラ ムを 充実さ

せ、 魅力ある 体験型観光を 推進し ます。

■森林資源を 活用し た散策ルート の開発を 検討

し ます。

■イ ン バウン ド の受入れ体制を 強化し ます。

◎受入れ体制を 強化する ため、 観光協会と 連携

し ながら 、 DX への取組を 推進し ます。

（ ３ ） 持続可能な観光振興の推進
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■観光振興計画を策定し 、 新たな村の観光のあり

方について検討を行います。
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（ ４ ） 観光情報の発信・ PR 活動
関連する個別計画 農業振興地域整備計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画

■村の魅力を広く わかり やすく 伝えるため、 ウェ

ブサイト や SNS など各種媒体を活用し 、 情報発

信の強化を図り ます。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

※語り 部… 災害や事件の教訓を語り 継ぐ 活動を行う 者のこ と 。
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［ 基盤・ 安全・ 環境］

安全・ 安心な
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施策の大綱　 1

居住環境の整備
関連する
SDGs

　 本村の水道事業は、 村営簡易水道と 組合営簡易水道及び飲料水供給施設で運営し ています。 組合営

簡易水道及び飲料水供給施設については、 高齢化によ り 維持管理が困難になっ てき ている 地区も あり 、

補助金制度を 設ける などし て維持管理に努めています。 し かし 、 村営簡易水道を 含め更新時期を 迎え

た施設が多く なっ ており 、 計画的な更新・ 整備が必要と なっ ています。 一方、 人口減少などによ り 水

道使用料収入が減少し ている こ と から 、 水道事業の持続可能で健全な運営が求めら れています。

　 生活排水によ る 水質汚濁防止を 図る ため、 広報紙などでの周知を 行い、 合併処理浄化槽への転換推

進を 図っ てき まし た。 浄化槽の設置状況は、 毎年 10 基程度の実績で、 普及率は約 45％と 低く なっ て

いる こ と から 、 さ ら なる 啓発及び推進が必要と なっ ています。

　 生活様式の多様化、 過剰包装などの要因で、 ごみの排出量は増えています。 廃棄物の適正な処理と

減量化を 図る ためには、 ご みの分別の徹底やリ サイ ク ルの推進を さ ら に強化し て いく こ と が必要と

なっ ています。

　 本村への定住促進を 図る ため、 公営住宅の新築などを 推進し ていますが、 希望に応じ き れていない

こ と から 、 仮設住宅の利活用や利用可能な空き 家などを 活用し た住宅の確保が求めら れています。 ま

た、 本村における 民間住宅の耐震化率は 32.3％（ 平成 28 年度（ 2016 年度） 球磨村建築物耐震改修

促進計画） と 、 国の平均値（ 79％） を 下回っ ている ため、 国の基本方針を 踏まえ、 令和７ 年度（ 2025

年度） までに耐震性の不十分な住宅の解消が求めら れています。

　 本村では、 全域に光フ ァ イ バー網によ る 情報通信施設を 整備し 、 様々な利活用が図ら れていますが、

実際にイ ン タ ーネッ ト を 利用する 世帯は限ら れており 、 特に高齢者の利活用は低い状況にあり ます。 　

また、 情報通信施設についても 、 施設能力を 最大限に活用でき ていない状態にある こ と から 、 さ ら な

る 情報活用能力の向上が求めら れています。 こ れら の情報通信施設は、 携帯電話の不感エリ アの解消

にも つなげていますが、 集落内で電波の弱い区域や林業従事者が活動する 山林などにおいて、 依然と

し て不感エリ アが残っ ており 、 利便性の向上が求めら れています。

　 全国的に凶悪な犯罪や、 子ども ・ 女性・ 高齢者が被害者と なる 犯罪、 特殊詐欺などの被害が深刻化

し ており 、 犯罪のない安全・ 安心な暮ら し を 確保する ため、 防犯意識の普及や地域のこ と は自分たち

で守る 意識の高揚、 体制づく り が求めら れています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿
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現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

汚水処理世帯率

一人当たり の年間ごみ排出量

％

㎏

45 .0

249

50 .0

230
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移住・ 定住の受け皿と なる住環境の充実を図り 、 安全・ 安心で生き 生き

と 暮ら せる村を目指し ます。

復興に向けた取組

めざす姿

◆浄化槽の適切な維持管理を 行います。

◆ごみを 適正に分別し 、 ごみの減量化と リ サイ ク ルに努めます。

◆資源ごみの回収など、 地域の活動に進んで参加し ます。

◆住宅・ 事業所の地震対策を 進めます。

◆安全・ 安心な地域コ ミ ュ ニティ の形成に努めます。

◆消費生活情報の確かな知識や判断力を 養います。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 水道施設整備の促進
関連する個別計画 簡易水道施設耐震化計画（ 渡配水区） ／生活排水処理基本計画（ 人吉球磨広域行政組合）

■村営簡易水道施設の配管の更新や浄水施設の

維持管理・ 整備を 行います。

■村営簡易水道事業の経費の節減、 使用料金な

どの適正化を 検証し 、 計画的な経営基盤の強

化と 財政マネジメ ン ト の向上を 図り ます。

■組合営簡易水道及び飲料水供給施設の持続的

な運営を 支援し 、 安全・ 安心な水道・ 飲料水

の確保に努めます。

（ ２ ） 排水処理施設整備の促進

■く み取り 及び単独処理浄化槽の設置者に対す

る 啓発の強化と 、 設置者への補助によ り 合併

処理浄化槽への転換を 促進し ます。

■生活排水処理施設の適正な整備に努めます。

■人吉球磨広域行政組合及び事業者と 連携し

て、 し 尿を 適正に処理し ます。

関連する個別計画
生活排水処理基本計画（ 人吉球磨広域行政組合） ／一般廃棄物（ ごみ） 処理基本計画

／一般廃棄物処理実施計画

（ ３ ） ごみの適正処理と 再資源化の推進

（ ４ ） 住宅・ 住環境の充実
関連する個別計画 球磨村建築物耐震改修促進計画／公営住宅等長寿命化計画／空家等対策計画

■木造仮設住宅の利活用を 含む公営住宅などの

計画的な整備を 実施し ます。

■公営住宅等長寿命化計画に基づき 、 公営住宅

などの適切な維持管理を 実施し ます。

■防災、 防犯、 環境、 景観に悪影響を 及ぼす空

き 家対策を 実施し ます。

■「 球磨村建築物耐震改修促進計画」 に基づき 、

民間住宅の耐震化を 促進し ます。

■危険ブロッ ク 塀の撤去や建て替えを促進し ます。

（ ５ ） 移住・ 定住促進対策の充実
関連する個別計画 空家等対策計画

■利用可能な空き家・ 空き地を活用し て、 空き家・

空き地バンク 制度をさ ら に充実さ せます。

■周辺自治体と 連携し て、婚活事業に取り 組みます。

◎移住者への支援策を充実さ せると と も に、 積極

的な情報発信により 、 効果的な PR 活動を推進

し ます。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

■発生抑制（ リ デュ ース）、再使用（ リ ユース）、

再生使用（ リ サイ ク ル） の「 ３ Ｒ 」 の取組を

推進し 、 循環型社会の定着を 図り ます。

■企業と 連携し 、 回収し たペッ ト ボト ルのサス

テナブル化に取り 組みます。

◎ごみ分別の説明会や啓発チラ シを 配布し 、 分

別への理解を 深め、 減量化や適切な排出を 促

進し ます。

関連する個別計画
生活排水処理基本計画（ 人吉球磨広域行政組合） ／一般廃棄物（ ごみ） 処理基本計画

／一般廃棄物処理実施計画

（ ６ ） 防犯対策の充実
関連する個別計画 ー

■保育園・ 学校のパト ロ ールの実施や園児・ 児

童の登下校指導などの活動が継続し て行える

よ う 支援を 強化し ます。

■防犯に関する 広報活動や情報提供などを 推進

し 、 防犯意識の高揚を 図り ます。

■防犯灯の設置を 推進し ます。

■関係機関・ 団体と の連携のも と 、 ト ラ ブルの

未然防止と 発生後の適切な対応のため、 消費

者教育や消費者生活情報の提供を 積極的に行

います。

基
本
計
画

基
本
計
画
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●被災者の生活再建・ 生活基盤の復旧

　 球磨川流域治水と 連携し た輪中堤・ 宅地かさ 上げや高台造成によ る 安全な宅地の整備を 進めます。

　 自力では再建が困難な被災者の住まいを 確保する ため、 公営住宅の整備を 進めます。 また、 応急仮

設住宅と し て使用し た木造仮設住宅を 有効活用し 、 被災者などの住宅ニーズに対応し ます。

　 住宅を 再建する 被災者に向けて復興基金を 活用し た補助金を 交付し 、 資金面での支援を 行います。

　 村営簡易水道の早期復旧や地域の水道組合によ る 施設の復旧を 支援し ます。

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

安全な宅地の確保

公営住宅の整備

住宅再建への支援

生活基盤の早期復旧

●塚ノ 丸団地（ ２ 工区） の整備

●輪中堤・ 宅地かさ 上げ

●神瀬小規模改良住宅の整備

●木造仮設住宅を 転用し た住宅

整備

●住宅建設等支援補助金によ る

資金面での支援

●水道の早期復旧

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿
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施策の大綱　 ２

交通基盤の整備
関連する
SDGs

　 村内の道路網は、 県が管理する 国道１ 路線と 県道４ 路線、 村が管理する 村道 76 路線があり ま す。

それぞれの道路管理者によ り 、 定期的に草払いや清掃・ 点検を 行っ ており 、 住民から の要望や通報が

あれば、 臨時の点検・ 確認も 行い、 優先順位を つけて改良工事や維持工事に取り 組んでいます。 また、

令和２ 年７ 月豪雨のよ う な自然災害によ り 道路が被災し た場合は、 国・ 県と 連携し 、 早急な復旧工事

に取り 組むなど、 住民が快適に利用でき る よ う 整備に努めています。

　 し かし 、 道路施設の経年劣化などによ り 、 維持工事は増加し ており 、 厳し い財政状況の中、 維持管

理費の不足が住民サービ スの低下につながる などの課題があり ます。

　 公共交通網については、 村直営のコ ミ ュ ニティ バスを 運行し 、 利便性の向上に努めていますが、 今

後さ ら に、 運行方法や運行時刻、 便数などの見直し を 行い、 利用し やすい運行体系に整えていく こ と

が必要と なっ ています。

　 JR 肥薩線については、 令和２ 年７ 月豪雨で大き な被害を 受け、 復旧には多大な時間と 費用がかか

る 状況です。 本村において は、 引き 続き 鉄道で の復旧を 目指し 、 県及び沿線自治体と 一緒にな っ て

JR と 協議を 重ねていく 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民の暮ら し や産業活動の利便性を高める方向で道路・ 交通網の確保を

目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆道路環境美化活動に参加し ます。

◆公共交通機関を 積極的に利用し ます。

◆道路の整備や維持管理に協力し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

基
本
計
画

基
本
計
画
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

村道改良率（ 累計）

コ ミ ュ ニティ バスの利用者数

％

人／年

51 .5

9 ,129

52 .0

12 ,000
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現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 道路の整備促進及び維持管理の充実

（ ２ ） 公共交通網の充実

関連する個別計画

関連する個別計画

橋梁長寿命化修繕計画／道路舗装維持管理修繕計画／過疎地域持続的発展計画／山村振

興計画／辺地総合整備計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略／人吉球磨定住自立圏共生

ビジョ ン／人吉・ 球磨地域公共交通網形成計画

橋梁長寿命化修繕計画／道路舗装維持管理修繕計画／過疎地域持続的発展計画／山村振
興計画／辺地総合整備計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略／人吉球磨定住自立圏共生

ビジョ ン／人吉・ 球磨地域公共交通網形成計画

■国・ 県道の整備・ 充実を 図る ため、 県を はじ

めと する 関係機関への要望を 継続的に実施し

ます。

■定期的な点検・ 確認を 行い、 安全・ 安心に通

行でき る 道路の整備に努めます。

■「 人吉・ 球磨地域公共交通網形成計画」 に基

づいた総合的な公共交通対策に取り 組みます。

■交通弱者の利便性の向上を 図る ため、 コ ミ ュ

ニ テ ィ バス の運行と と も に、 住民ニ ーズに

沿っ た新し い交通体系を 再検討し ます。

■福祉有償運送事業の利用促進に努めます。

◎ふれあいまつり などのイ ベン ト 時における コ

ミ ュ ニティ バス無料利用を 検討し 、 コ ミ ュ ニ

ティ バスの利用促進に努めます。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

●日常生活や移動など生活環境の早期復旧と 利便性向上

　 JR 肥薩線やく ま川鉄道の早期復旧に向けて 、 県や沿線自治体と 連携し て JR 九州や国への働き かけ

を 行う と と も に、 日常利用の促進策についても 検討し ます。

　 国・ 県と 連携し 、 幹線道路や橋梁の早期復旧を 進める と と も に、 災害時においても 住民が安全に避

難でき る よ う 強靭化を 進めます。

　 集落間を結ぶ生活道路の早期復旧を進め、 災害に強く より 利用し やすい道路へ改善し ます。 また、 国・

県と 連携し て、県道人吉水俣線の未開通区間の早期整備や近隣市町村への迂回路の整備に取り 組みます。

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

交通環境の早期復

旧

幹線道路の早期復

旧と 強靭化

命を守る道路ネッ

ト ワーク の確保

● JR 肥薩線・ く ま 川鉄道の早

期復旧

●国道 219 号や橋梁の早期復旧

と 強靭化

●集落間を 結ぶ生活道路の早期

復旧（ 村道）

●災害に強い道路ネッ ト ワーク

の確保（ 県道）

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

基
本
計
画

基
本
計
画
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施策の大綱　 3

交通安全対策
関連する
SDGs

　 家庭、 保育園、 学校、 地域などと の連携を 図り ながら 、 継続的に交通安全教育を 実施し ていますが、

近年、 高齢者に関係する 交通事故が増加し ています。

　 交通事故防止については、 村民一人ひと り の交通安全意識の高揚と 事故防止への積極的な協力が大切

であるこ と から 、 今後も 交通安全教室や広報活動を通し た啓発活動を充実さ せていく 必要があり ます。

　 通学路の整備については、 球磨村通学路安全推進会議での協議や合同点検によ り 危険箇所を 把握し 、

国の補助事業を 活用し て村道にカ ラ ー舗装を 実施する など、 危険箇所の解消に努めています。 今後も 、

道路交通環境の変化に伴い、 継続し て整備を 行う 必要があり ます。

基
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目
標
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交
通
安
全
対
策

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

交通安全運動などの啓発活動を通し て、 交通ルールの遵守・ 交通マナー

の実践など交通安全意識の高い村を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆交通ルールを 守り 、 交通マナーの向上に努めます。

◆交通安全意識を 高めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

村内の年間交通事故件数 件 47 33
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交
通
安
全
対
策

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 交通安全の意識高揚
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画

■年齢層に応じ た交通安全教育の推進や交通安

全運動の展開によ り 、 交通ルールの遵守と 交

通マナーの実践の普及・ 浸透を 図り ます。

■警察などの関係機関と の連携を 図り ます。

◎運転免許証返納制度の周知に努めます。

（ ２ ） 交通安全施設の整備
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画

■交通安全施設の整備を 推進し ます。 ■通学路の道路交通環境の向上を 図り ます。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

基
本
計
画

基
本
計
画
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施策の大綱　 4

防災・ 消防対策
関連する
SDGs

　 近年、 台風や異常気象に起因する 集中豪雨などによ る 浸水被害や地滑り 、 土砂災害が発生し やすい

状況にあり 、 本村でも 、 令和２ 年（ 2020 年） ７ 月４ 日未明、 球磨川及び支流の増水氾濫によ り 、 浸

水や決壊、 土砂流出などで幹線道路が次々に通行不能になり 、 ほぼ全ての集落が孤立状態と なり まし

た。 こ のよ う な災害の経験から 、 令和２ 年７ 月豪雨の教訓を 活かし た、 総合的な防災対策が求めら れ

ています。

　 災害を 未然に防ぐ ために、 防災施設の整備と 併せて防災情報の伝達手段の整備を 進めており 、 一定

程度の施設整備は整いつつあり ますが、 引き 続き 、 大規模災害などから 村民の生命と 財産を 守る ため、

村民の防災意識の向上と 「 自助・ 共助」 によ る 地域防災力の強化が必要です。

　 また、 地域防災・ 消防の核である 消防団員が担う 役割は、 火災に伴う 消火活動や予防広報だけでは

なく 、 地震や風水害時の警戒活動や情報収集など、 幅広いも のと なっ ていますが、 団員の確保は厳し

い状況にあり 、 消防団員数は、 年々減少し ている 状況です。 地域で大き な役割を 持つ消防団ですが、

消防団活動においては、負担を 感じ る 団員も おり 、今後においては、消防団活動の負担軽減を 図る など、

活動し やすい組織のあり 方について検討が必要です。

　 団員の減少が続く 消防団ですが、 消防団の魅力の PR などによ り 消防団員を 確保する と と も に、 機

能別団員の持つ豊富な経験を 活かすこ と で、 消防力の充実に取り 組みます。 併せて、 活動時に必要な

安全装備品や資機材を 整備し 、 火災を 含めた災害の現場において的確に活動する ための訓練などの継

続と 、 消防署と の協力体制の強化に努める 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民の防災意識の高揚を図ると と も に、 危機管理防災体制を強化し 、 災

害に強い村を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆危険箇所や避難場所の確認と 、 備蓄品の準備を 心がけます。

◆防災訓練に積極的に参加し ます。

◆住宅用火災報知器を 設置し ます。

◆災害時の応援に協力し ます。

◆火災の未然防止や AED の設置などに努めます。

◆災害時は「 共助」 に努めます。

◆平常時よ り 村の行事に積極的に参画し 、「 顔の見える 関係」 を 構築し ます。

◆消防団の活動に理解を 示し 、 活動し やすい環境を つく り ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

自主防災組織の設置数

消防団員数（ 基本団員）

消防団員数（ 機能別団員）

団体

人

人

22

141

37

40

141

97

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 危機管理体制の強化
関連する個別計画 地域防災計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／公共施設等総合管理計画

■指定緊急避難場所の機能強化を 図り 、 柔軟に

対応でき る 避難所運営体制の構築に取り 組み

ます。

■緊急通報メ ール・ デジタ ル防災行政無線・ 村

ウェ ブ サイ ト ・ 各種 SN S な ど の様々な手段

を 活用し 、 着実な情報伝達を 図り ます。

■国や県の動向に合わせて、「 地域防災計画」

の継続的な見直し を 図り ます。

■自衛隊や警察などの関係機関と 連携し て 、 実

践的な訓練を 実施し ます。

■各地区訪問などによ る 防災知識の普及や、 防

災訓練の実施などを 支援し ます。

■「 村民防災ブロ ッ ク 会議」 や防災教育などを

通し て、 村民の防災意識の高揚を 図り ます。

◎自主防災組織の設立・ 活動・ 統合を 支援し ます。

（ ２ ） 災害に強いむら づく り の基盤整備
関連する個別計画 地域防災計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／公共施設等総合管理計画

■役場防災セン タ ーの災害対策本部と し ての機

能拡充に努めます。

■避難施設について整備を 推進し ます。

■急傾斜地崩壊対策事業や砂防事業・ 治山事業

について、 今後も 国・ 県と 連携し 、 継続的に

整備を 推進し ます。

（ ３ ） 消防・ 救急体制の充実
関連する個別計画 地域防災計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／公共施設等総合管理計画

■消防団員の確保に努める と と も に、 消防施設

や車両、 装備の充実と 、 訓練の継続によ り 、

消防団活動の促進を 図り ます。

■人吉下球磨消防組合と 近隣市町村と の連携・

協力によ り 、 広域的な消防体制の充実を 図り

ます。

■火災報知器の点検や設置の啓発活動を 行い、

住宅用火災報知器の設置率の向上に努めます。
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●河川の復旧と 新たな治水対策

　 国、 県、 流域市町村と 連携し て河道掘削、 引堤、 宅地かさ 上げ、 遊水地などの球磨川水系流域治水

プロ ジェ ク ト の取組を 進めます。

　 土石流や護岸の流失などで被災し た中園川、 川内川、 小川川など球磨川支流の河川改修を 県と 連携

し て進めます。

●避難対策の強化

　 復旧・ 復興の段階に応じ て、 安全な避難を 実現すべく 、 避難場所や避難ルート も 随時見直し ていき

ます。

　 渡地区、 神瀬地区において防災拠点を 整備し 、 平時には地域住民が多目的に利用でき る 施設を 計画

し ます。 また、 脱炭素先行地域事業と 連携し 、 再エネ設備を 導入する こ と でレ ジリ エン ス強化を 図り

ます。

●自主防災体制の強化

　 被災し た消防団詰所の復旧支援、 装備の充実を 進め、 地域消防力を 高めます。

●災害の伝承

　 渡小学校と 千寿園の跡地に災害伝承施設及び遊具公園の整備を 進め、 地域住民のコ ミ ュ ニティ の場、

防災学習の場と し ての活用を 検討し ます。

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿
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施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

●球磨川流域治水と 連携し た復興ま
ちづく り の推進（ 遊水地及び引堤
の整備、 輪中堤・ 宅地かさ上げ）

●護岸の復旧、 堆積し た土砂の

早期撤去

●身近で 安全な 避難場所、 避難

ルート の見直し

●防災拠点の確保・ 整備と 機能

強化（ 渡地区・ 神瀬地区）

●消防団詰所の復旧支援、 装備

の充実

●災害伝承施設整備

　（ 渡小学校跡地活用）

球磨川流域治水の

推進

球磨川支流の河川

改修

安全な避難場所・ 避難所・
避難ルート の見直し

防災拠点の確保・

整備

地域再生に合わせた

自主防災活動の促進

災害の伝承

■定期的な広報・ 啓発によ り 、 防火意識の高揚

を 図り ます。

■医療機関などの関係機関の協力体制の強化を

図る と と も に、 救命の初期行動ができ る 人材

の育成や、 AED 救急箱な ど の資機材の整備

などの救急体制の充実を 図り ます。

◎消防団については、 団員の活動に係る 負担軽

減策を 検討し 、 活動し やすい環境整備に努め

ます。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

施策の大綱　 ５

環境美化の推進
関連する
SDGs

　 本村は、 豊富な自然資源を 有し ており 、 村民は、 古く から 自然と 共生し 、 その中で生活を 営んでき

まし た。 こ の豊かな自然に育まれている こ と に誇り を 持ち、 こ の環境を 守り 育て、 後世に引き 継ぐ こ

と が重要です。

　 本村では、 環境省の「 環境月間」 に併せ、 毎年６ 月から ８ 月までの期間中に、 村内の各地域で美化

運動が行われており 、 地域の景観が守ら れています。 し かし 、 地域の少子高齢化が進み、 少人数で実

施し ている 地域も 増えてき ており 、 今後の取組については検討が必要です。

　 また、 不法投棄についても 、 少なから ず発生し ており 、 国・ 県・ 警察などと の合同によ り 、 村内の

不法投棄パト ロ ールを 実施し ていますが、 依然と し て不法投棄や野焼き など の苦情が寄せら れる こ と

から 、 看板の設置や広報紙などによ り 、 さ ら に環境美化意識を 啓発し ていく 必要があり ます。

　 水資源の保全も 重要な環境保全である ため、 引き 続き 飲料水及び河川の水質調査を 実施し 、 水質汚

染などが発生し ていないか確認し ていく こ と が必要です。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

環境教育や美化活動を通し て、 村民一人ひと り の環境保全意識の高揚を

図り 、 自然環境の保全を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆廃棄物を 適正に処理し ます。

◆水辺や里山などの自然環境を 大切にし ます。

◆環境美化・ 保全活動や環境学習に積極的に参加し 、自然や環境を保全する正し い知識を身につけます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

基
本
計
画

基
本
計
画
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

地域美化活動の実施率 ％ 57 .7 60 .0
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地
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対
策
の
推
進

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 自然環境の保全
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画

■水辺や里山など身近な自然に親し むイ ベン ト

などを 充実し ます。

■山地災害の防止と 多様な生き 物の生息空間の

確保のため、 造林・ 除草など適切な維持管理

に努めます。

（ ２ ） 生活環境の保全
関連する個別計画 過疎地域持続的発展計画

■飲料水及び河川の水質調査を 継続し て実施し

ます。

■環境汚染を 防止する ため、 事業所などに対す

る 指導・ 報告を 徹底し ます。

■日常生活における 近隣への迷惑行為などの防

止を 啓発し ます。

■地域住民、 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 事業者、 N PO ※

法人など多様な主体によ る 環境保全活動の支

援・ 促進に努めます。

■環境美化に関わる 広報活動を 実施し ます。

■不法投棄を防止するため、 村民や事業者などへ

啓発を行う と と も に、 監視体制を強化し ます。

施策の大綱　 ６

地球温暖化対策の推進
関連する
SDGs

　 地球温暖化は、 その原因と 影響が地球規模にわたる ため、 世界全体で取り 組まなければなら ない喫

緊の課題です。 本村の地球温暖化対策は、「 球磨村総合エネルギー計画」、「 球磨村地球温暖化対策実

行計画（ 区域施策編）」 に基づき 着実に進めてき まし たが、 令和２ 年７ 月豪雨が発生し 、 改めて地球

温暖化対策の重要性を 認識し たと こ ろ です。 災害に遭っ た球磨村だから こ そ、 地球温暖化に伴う 気候

変動に真正面から 向き 合い、 二酸化炭素を はじ めと する 温室効果ガスを 削減し ていく 取組を 推進する

必要があり ます。

　 災害を 受けて令和３ 年（ 2021 年） ３ 月に策定し た「 球磨村復興計画」 では、 脱炭素のむら づく り

を 復興の柱の１ つに掲げており 、 同年６ 月には「 ゼロ カ ーボン シティ 宣言」 を 行っ ています。 さ ら に、

令和４ 年（ 2022 年） ６ 月には、 脱炭素先行地域に選定さ れ、 ゼロ カ ーボン 達成へ向けた取組を 加速

さ せています。

　 再生可能エネルギーの導入と 併せて、 省エネルギー対策も 重要です。 家庭部門においては、 引き 続

き パン フ レ ッ ト 配布などの啓発活動に取り 組み、 家庭での省エネ対策の実行を 促し ていき ます。 また、

役場職員自ら が省エネルギー行動を 実施し ていく こ と も 大切である ため、 研修の機会を 設け職員の意

識醸成を 図り 、 省エネ行動へと つなげる 必要があり ます。

　 今後においても 、 村民・ 事業者・ 行政が一体と なり 、 村全体で地球温暖化対策への取組を 進めてい

く こ と が必要です。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

自然資源や再生可能エネルギーの利活用の向上に努め、 持続可能な社会

の実現を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆電気自動車を 積極的に利用し ます。

◆日常生活の中で省エネルギー行動に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

※ N PO … 民間非営利組織。 特定テーマについて、 住民主体の自主的で自由な社会貢献活動を行う 、 営利を目的と し ない民間団体。 法人だけで

なく 任意団体も 含んだ概念。
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基
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画

78 79



［ 健康・ 福祉］
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地
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進

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

公共施設の二酸化炭素排出量 t -CO２ 561 280

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 地球温暖化対策

■省エネルギー機器及び電気自動車の導入に取

り 組みます。

■省エネルギーや脱炭素など 、 環境に関する 職

員への教育を 通し て、 持続可能なむら づく り

を 推進し ます。

■省エネルギーや脱炭素を テーマと し た環境学

習やイ ベン ト の企画・ 開催を 推進し ます。

■村が実施する 地球温暖化対策の取組につい

て、積極的に情報発信し 理解促進を 図り ます。

関連する個別計画
総合エネルギー計画／地球温暖化対策実行計画（ 区域施策編） ／地球温暖化対策実行計

画（ 事務事業編） ／過疎地域持続的発展計画／地域脱炭素移行・ 再エネ推進事業計画

（ ２ ） 再生可能エネルギーの導入

■脱炭素先行地域事業計画に基づき 、 村有施設

には PPA ※（ 屋根貸し ） 制度で太陽光パネル

と 蓄電池の設置を 進めます。

■民間住宅において も PPA（ 屋根貸し ） 制度

を 利用し 、 太陽光パネル及び蓄電池の設置を

進めます。

■村内で再生可能エネルギー事業を 計画する 事

業者に対し ては、 情報提供を 行います。

◎ EV 公用車や EV スク ールバスの導入も 進め、

村の脱炭素化を 図り ます。

関連する個別計画
総合エネルギー計画／地球温暖化対策実行計画（ 区域施策編） ／地球温暖化対策実行計

画（ 事務事業編） ／過疎地域持続的発展計画／地域脱炭素移行・ 再エネ推進事業計画

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

基
本
計
画

※ PPA… 「 Pow er Pu rch ase Ag reem en t」 の略で、「 電力購入契約」 と 訳す。 オン サイ ト PPA は、 顧客の敷地内に太陽光発電設備などの発電

設備を 設置し 、 その設備で発電さ れた電力を 顧客が購入する 契約。 発電設備の所有権は PPA 事業者（ 電力会社） が持ち、 顧客は初期費用や

メ ンテナン ス費用を負担せずに太陽光発電を導入するこ と ができ る。80 81



施策の大綱　 １

健康づく り の推進
関連する
SDGs

　 母子保健については、 家庭状況や相談内容が多様化・ 複雑化し てき ており 、 担当課によ る 支援だけ

ではなく 、 関係機関と の連携が必要なため、 早期の相談や普段から の相談がし やすい体制の整備や連

携、 サービ スの充実を 図る 必要があり ます。

　 また、 令和４ 年度（ 2022 年度） から 不妊治療について一部保険適用と なり まし たが、 治療を 受け

る 家庭の負担は治療費以外にも あり 、 その負担は少なく あり ません。 少子化対策と し ても 、 子ども を

望む家庭への支援の充実を 図る 必要があり ます。

　 健康増進については、生活習慣病の発症予防と し て、特定健康診査など（ 以下「 健診など」 と いう 。）

の事業を 実施し ていますが、 健診などへの関心が低いこ と や、 疾病治療中によ る 未受診者が多く 、 受

診率が上がら ない状況にあり ます。

　 本村の国民健康保険被保険者数は減少傾向にあり ますが、 65 歳から 74 歳までの前期高齢者の割合

は、令和４ 年度（ 2022 年度） 末には全体の 22.0％に達し 、医療費総額は横ばいの状況が続いています。

疾病の早期発見と と も に、 疾病の適切な治療によ る 重症化予防に取り 組むこ と で、 医療費・ 介護費の

抑制を 目指す必要があり ます。

　 医療体制については、 村内唯一の診療所が地域医療を 担っ ていますが、 住民が医療や介護が必要に

なっ た時でも 住み慣れた地域で安心し て自分ら し く 暮ら せる よ う 、 関係機関と 連携する と と も に、 在

宅医療を 含む医療体制を 確保する 必要があり ます。

　 感染症予防については、 各種予防接種の必要性を 住民に適切に説明する など、 接種の勧奨を 行い、

予防接種を推進するとともに、医療機関に対して説明会を実施し 、過誤接種防止に努める必要があり ます。

　 さ ら に近年は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症などの新たな感染症や風疹など の予防接種率が低い年代

における 感染症の蔓延防止へ向けた備えが必要です。
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健
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り
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進

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿
ラ イ フ ステージ ※ごと に課題を 示し ながら 地域ぐ るみで取り 組む、 総合

的な健康づく り が推進さ れる村を目指し ます。

また、 誰も が安心し て医療を受けるこ と ができ る体制の整っ た村を目指

し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆定期的に健診を 受けます。

◆健康づく り に関する 正し い知識を 持ち 、 よ り 良い生活習慣を 身につけます。

◆従業員の健康管理に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

特定健診受診率

特定保健指導実施率

％

％

53 .9

38 .9

60 .0

70 .0
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現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 母子保健の推進
関連する個別計画 特定健康診査等実施計画／保健事業実施計画（ データ ヘルス計画） ／過疎地域持続的発展計画

■安心し て子ども を 産み、 健やかに育てら れる

よ う 、 妊娠期から 乳幼児期に至る まで、 健康

診査・ 健康相談や家庭訪問など、母子保健サー

ビ スの充実を 図り ます。

■医療機関や関係機関と 連携し 、 切れ目のない

支援体制の充実を 図り ます。

■子育てによ る 孤立を 防ぎ、 子育ての不安や悩

みを 軽減する ために、 家庭、 地域、 関係機関

と 連携し 、 子育てに寄り 添う 支援の充実を 図

り ます。 また、 児童虐待の発生予防対策の推

進に努めます。

■妊婦や親子が集う 場などの情報交換のでき る

環境の充実を 図り ます。

■家庭・ 地域・ 関係機関と 連携し 、 子ども の食

に関する 学習の場や情報提供など、 食育の推

進に取り 組みます。

■不妊治療を 望まれる 方に対し 、 相談体制の充

実や経済的支援に取り 組みます。

◎出産さ れた方が安心し て子育て でき る よ う 、

産後ケア※事業に取り 組みます。

（ ２ ） 健康づく り の推進
関連する個別計画 特定健康診査等実施計画／保健事業実施計画（ データ ヘルス計画） ／過疎地域持続的発展計画

■総合的な健康施策を 推進する ために、 健康増

進計画や食育推進計画、 保健事業実施計画

（ データ ヘルス 計画） など を 策定し 、 評価す

る こ と で、 計画的で効果のある 施策に取り 組

みます。

■関係課や医師会・ 関係機関と 連携し 、 健康に

対する 意識・ 関心向上につながる 啓発、 健診

などの受診勧奨に積極的に取り 組みます。

■住民、 関係機関、 行政が協働し 、 公民館など

での健康づく り を 実施する と と も に、 住民の

主体的な健康づく り につながる 施策の推進に

努めます。

■食についての意識を 高め、 正し い食を 選択す

る力を 身につけるための栄養指導に努めます。

■歯科保健教育を 強化する と と も に、 一人平均

虫歯数の減少につながる よ う 支援し ます。

◎医療関係機関と 連携し 、 健診などの機会を 充

実さ せる と と も に、 受診後の保健指導の強化

を 図り ます。

◎フ ィ ッ ト ネスマシン などの機器を 活用し 、 自

ら 健康づく り に取り 組める 環境の整備を 進め

ます。

※ラ イ フ ステージ… 人間の一生における幼年期・ 児童期・ 青年期・ 壮年期・ 老年期などのそれぞれの段階のこ と 。 ※産後ケア… 妊娠と 出産によ っ て傷ついた産後の母親の心身の回復と 新し く 始まる育児生活をサポート するこ と 。

基
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画
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 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

（ ３ ） 医療体制の充実
関連する個別計画 特定健康診査等実施計画／保健事業実施計画（ データ ヘルス計画） ／過疎地域持続的発展計画

■適切な治療や救急救命が行われる よ う 、医療・

福祉・ 行政の連携強化に取り 組みます。

■救急患者の応急措置、 搬送、 治療などが適切

に行われる よ う 、 人吉下球磨消防組合や医療

機関と の連携の充実を 図り ます。

■県や圏域市町村、 球磨郡医師会及び人吉市医

師会、 医療機関並びに関係機関と 連携し 、 在

宅医療を 含む地域包括ケアシステムの充実に

努めます。

■住み慣れた地域で継続し て医療を 受けら れる

よ う 、 医療体制について検討を 進めます。

（ ４ ） 感染症予防対策の推進
関連する個別計画 ー

■予防接種の実施と 接種率の向上に向け、 医療機

関と 連携し 、 保護者や対象者に対し て予防接種

の重要性や必要性などの啓発を強化し ます。

■新たな感染症に対応する ため、 関係機関と の

連携や情報交換等を 行い、 危機管理体制の確

立や必要物品の確保に努め、 災害時保健活動

マニュ アルを 作成し ます。

●保健・ 福祉・ 医療の充実

　 健診や健康相談を 担う 保健セン タ ー機能を 有する 拠点施設の整備については、 他の公共施設への機

能併設によ る 整備を 検討し ていき ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿
施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

　 ●保健・ 福祉・ 医療などの連携
し た保健センタ ーの整備

　（ 機能併設を検討）

保健・ 福祉・ 医療

の拠点整備

施策の大綱　 ２

高齢者福祉の充実
関連する
SDGs

　 本村の高齢者人口は減少傾向であり 、 今後も 減少し 続ける こ と が予想さ れる 中、 高齢化率は、 上昇

傾向にある と 推計さ れています。

　 こ のよ う な中、 高齢者ができ る 限り 住み慣れた地域で安全・ 安心に生き 生き と 暮ら し 続ける ために

は、高齢者の自立支援や、要介護状態になら ないための介護予防の推進が必要と なり ます。 また、今後、

高齢化の進展によ り 、 認知症の高齢者の増加が見込まれる こ と から 、 認知症になっ ても 安心し て暮ら

せる 体制づく り が重要と なり ます。

　 さ ら には、 地域包括ケアシステムの構築の推進と さ ら なる 機能強化を 図り 、 多様化・ 増加する 生活

支援ニーズへの対応や、 医療分野や介護分野の一層の連携が図ら れる 仕組みの構築が必要です。

　 また、 支援の必要な本人だけでなく 、 その家族や高齢化し ていく 地域への支援も 必要と なる こ と か

ら 、 社会福祉協議会、 介護事業所、 民生委員などと の連携体制の充実、 医療機関やリ ハビ リ テーショ

ン などの専門職と の連携の強化、 地域の助け合い活動などの活性化を 推進し ていく 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

高齢者が地域で輝く と と も に、 地域に見守ら れ、 住み慣れた地域でいつ

までも 生き がいを持っ て生活できる高齢者にやさ し い村を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆家族を 含めた介護予防に主体的に取り 組みます。

◆介護保険制度や認知症について、 正し い知識を 身につけます。

◆本人のでき る こ と を 維持し 、 自立し た生活、 在宅での生活ができ る ための支援に取り 組みます。

◆利用者だけでなく 、 家族の支援にも 取り 組みます。

◆高齢者の社会参加や生き がいづく り の支援に取り 組みます。

◆高齢者が通える 集いの場づく り 支援に取り 組みます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

基
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現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

健康づく り 出前講座などの通いの場の実施箇所数

認知症サポータ ー養成講座の受講者数（ 累計）

箇所

人

30

1 ,049

35

1 ,310

（ １ ） 生き がいづく り や社会参加の促進

■高齢者の就労機会の拡大や地域貢献活動の取

組を 推進し ます。

■地域や社会福祉協議会、 ボラ ン ティ アの活動

を 支援し 、 高齢者の生き がいづく り を 推進し

ます。

関連する個別計画
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ２ ） 介護予防・ 生活支援サービスの充実

■介護予防の自主的な 取組や活動が広がる よ

う 、 知識の普及や、 地域活動の育成・ 支援を

進めます。

■介護予防対象者を 把握し 、 対象者に適し た社

会資源・ 福祉サービ スの利用につなげます。

■生活支援サービ スと 介護予防サービ スの提供

体制の整備に努めます。

■地域での見守り や急病などに対応でき る 地域

づく り を 進めます。

関連する個別計画
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ３ ） 認知症対策の推進

■認知症サポータ ーの養成に取り 組みます。

■認知症患者の抱える 課題について、 地域の中

で理解を 深め、 支え合う 体制づく り を 強化し

ます。

■認知症初期集中支援チームによ り 、 認知症の

早期発見、 早期治療につなげます。

■地域や関係機関・ 団体と 連携し ながら 、 権利

擁護、 虐待防止の取組を 推進し ます。

関連する個別計画
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略
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（ ４ ） 地域包括ケアの推進

■地域包括支援セ ン タ ーを 中心と し たネッ ト

ワーク を 整備し ます。

■在宅支援に向けた、 リ ハビ リ 専門職などの関

係機関と の連携を 図り ます。

■球磨圏域市町村と 郡市医師会などの関係機関

と 連携し て、 在宅医療・ 介護連携推進事業の

推進を 図り ます。

関連する個別計画
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ５ ） 介護保険制度の円滑な運営

■介護保険サービ スの充実を 図り ます。

■介護人材の確保に向けた取組を 推進し ます。

■介護給付費などの適正化への取組を推進し ます。

関連する個別計画
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

基
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施策の大綱　 3

障害者（ 児） 福祉の充実
関連する
SDGs

　 平成 28 年（ 2016 年） ４ 月に障害者差別解消法が施行さ れ、 行政や事業者は「 合理的配慮※ 1 の提

供」 が求めら れており 、 地域で自立し た生活を 送る こ と ができ る 社会を 実現する 必要があり ます。 こ

のよ う な中、本村の障害者手帳の交付を 受けている 方は減少傾向にあり 、高齢化が進んでいます。 また、

支援者も 高齢化し ており 、「 親亡き 後※ 2」 が問題と なっ ています。

　 障害福祉施策については、 障害者（ 児） が地域で暮ら し 、 地域の一員と し てと も に生活でき る よ う

法制度の改正が進めら れています。 障害のある 方が自立し て暮ら し ていく ためには、 経済的な安定が

重要と なる こ と から 、 就労支援体制の整備や企業の雇用、 職場への定着を 推進し ていく こ と が求めら

れています。

　 また、 近年、 発達障害傾向の強い子ども が増加し ており 、 発達障害児を サポート する 支援体制の充

実も 必要です。 こ のよ う なこ と から 、 発達障害児の保育を 行う 村内保育園に対し ては、 受入れ体制の

充実を 図る ため、 村から 補助金の交付を 行っ ています。

　 障害のある 方が身近な地域で適切に障害福祉サービ スを 選択し 利用でき る よ う 、 サービ スの提供に

努めていますが、 高齢障害者の介護保険サービ スへの円滑な利用移行、 障害児福祉サービ スの多様化

にき め細かく 対応する ため、 支援の拡充、 心の病への対応など、 サービ スの質を 確保する こ と が求め

ら れています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

障害者（ 児） に対する地域の理解・ 協力が促進さ れ、 障害者（ 児） が住

み慣れた地域で安心し て暮ら すこ と ができ る村を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆障害者（ 児） に対する 理解と 認識を 深め、 と も に生活でき る よ う 助け合います。

◆障害者の就労支援と 利用し やすい環境を 整備し ます。

◆障害者の社会参加を 支援し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

就労継続支援 A 型を 通じ た一般就労への移

行支援数
人 ０ ２

（ １ ） 地域生活の支援体制の充実

■障害福祉計画や障害者（ 児） に対する 周囲の

理解促進に向けた啓発の強化を 図り ます。

■障害者（ 児） に対する 虐待防止や権利擁護制

度の理解促進の強化と と も に、 関係機関と 連

携し 、 障害者（ 児） の安全・ 安心な生活環境

の確保に努めます。

■障害者（ 児） が地域で自立し た生活ができ る

よ う 、 本人を 含む関係者が情報交換を 行う 機

会を 設けます。

関連する個別計画
障害者計画／障害福祉計画・ 障害児福祉計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園

都市構想総合戦略

（ ２ ） 障害児の健やかな育成のための発達支援

■障害児のニーズに応じ た通所支援及び地域生

活支援事業の提供体制を 整備し ます。

■関係機関が連携し て、 切れ目のない支援を 提

供する 体制を 構築し ます。

◎乳幼児期における 障害の早期発見や早期療育

に取り 組み、 障害のある 子ども の能力を 最大

限に伸ばし ていく ための支援を 行います。

関連する個別計画
障害者計画／障害福祉計画・ 障害児福祉計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園

都市構想総合戦略

（ ３ ） 日常生活支援の充実

■障害者（ 児） と その家族が必要と する 障害福

祉サービ スの充実に努めます。

■関係機関と 連携し 、 自立し た日常生活又は社

会生活を 営むこ と ができ る 生活支援事業及び

地域の相談体制の充実を 図り ます。

関連する個別計画
障害者計画／障害福祉計画・ 障害児福祉計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園

都市構想総合戦略

（ ４ ） 就労・ 社会参加の促進

■就労の機会の確保・ 充実を 図り ます。

■関係機関と 連携し て、 就労場所や仕事の多様

化を 促進し ます。

■スポーツ ・ レ ク リ エーショ ン 活動や文化活動

などへの積極的な社会参加を 促進し ます。

関連する個別計画
障害者計画／障害福祉計画・ 障害児福祉計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園

都市構想総合戦略

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

医療的ケア児支援のための関係機関と の協議

の場の設置数
箇所 ０ １
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※ 1　 合理的配慮…障害のある人が日常生活や社会生活を送るう えで妨げと なる社会的障壁を取り 除く ために 、 状況に応じ て行われる配慮。 筆
談や読み上げによる意思の疎通、 車いすでの移動の手助け、 学校・ 公共施設等のバリ アフ リ ー化など、 過度の負担になら ない範囲で提供さ れ
る べき も のをいう 。

※ 2　 親亡き 後… 親が亡く なっ た後の子ども たちが直面する生活状況や心理的な影響を指す言葉。
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施策の大綱　 4

地域福祉の充実
関連する
SDGs

　 地域福祉においては、 と も に支え合い、 助け合う 地域づく り を 推進する ため、 年３ 回開催さ れる 地

域支え合い協議体での関係団体と の情報交換、 学習会などによ る 啓発や、 社会福祉協議会と 連携し た

ボラ ン ティ アの養成を 行っ てき まし た。 し かし 、 受講者数が固定化し ており 、 住民のボラ ン ティ ア意

識の更なる 醸成や、 参加し やすい工夫が必要と なっ ています。

　 また、 少子高齢化に伴い、 高齢者のみの世帯や高齢者のひと り 暮ら し の増加や引き こ も り など、 地

域福祉を 取り 巻く 課題が複雑かつ多様化し てき ています。

　 今後も 誰も が安心し て暮ら せる 地域である ために、 医療・ 福祉などの公的サービ スの活用と と も に、

地域のあら ゆる 住民が役割を 持ち 、 お互いに支え合う 「 地域共生社会※」 の仕組みづく り が求めら れ

ています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

地域で支え合う 仕組みづく り を推進するため、 地域のネッ ト ワーク づく

り を進めると と も に、 地域福祉を支える担い手を育成し 、 誰も が暮ら し

やすい地域を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆身近な福祉活動やボラ ン ティ ア活動に参加し ます。

◆福祉に関する ネッ ト ワーク を 広げ、 互いに支え合う 地域共生社会の推進に貢献し ます。

◆高齢者が社会参画し やすい環境づく り に取り 組みます。

◆地域で見守り 、 支え合う 体制づく り に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

介護支援ボラ ンティ ア・ ポイ ント の登録者数 人／年 20 25
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指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） みんなで支え合う 仕組みづく り の推進
関連する個別計画 地域福祉計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■区（ 班） 長と 生活支援コ ーディ ネータ ー※や

社会福祉協議会が連携し 、 地域福祉のネッ ト

ワーク の構築・ 強化を 図り ます。

■日常的なつながり の基盤と なる コ ミ ュ ニケー

ショ ン の場づく り に取り 組みます。

（ ２ ） 地域福祉人材の確保・ 育成
関連する個別計画 地域福祉計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■地域の特性に応じ た地域づく り を 推進し ます。

■生活支援コ ーディ ネータ ーや社会福祉協議

会、 関係団体、 行政が連携し 、 担い手の発掘・

育成に取り 組むと と も に、 ボラ ン ティ ア活動

を 支援し ます。

◎生活支援コ ーディ ネータ ーや社会福祉協議会

と 連携し 、 福祉意識の醸成に取り 組みます。

（ ３ ） 孤立を防ぐ 相談機能の強化
関連する個別計画 地域福祉計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■村民が抱える 問題を 早期に発見し 、 適切な相

談や支援ができ る よ う 、 相談体制の充実を 図

り ます。

■生活困窮者が相談し やすい体制づく り や生活

実態の的確な把握に努めます。

■社会福祉協議会などの関係機関と 連携を 図り 、

個々に応じ た就労や自立の促進に努めます。

（ ４ ） 自殺対策の推進
関連する個別計画 地域福祉計画／過疎地域持続的発展計画／山村振興計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■悩みや困難を 抱え た 人が孤立し な い た め

の相談・ 支援体制の整備を 図り ま す 。

◎自殺予防に 関す る 知識の普及 ・ 啓発活動

に つ い て 、 対象者を 子ど も ま で 拡大す る

こ と を 検討し ま す 。

 ◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

●被災者の見守り や生活再建

　 地域支え合いセン タ ーによ る 被災者の見守り や生活相談を はじ め、 地域の医療・ 福祉関係機関と も

連携し ながら 、 き め細かな被災者の心身のケアを 引き 続き 行います。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

　 ●地域支え合いセンタ ーなどによ

る被災者の見守り や心身のケア

被災者の見守り や生活

相談による心身のケア
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※地域共生社会…世代や分野を超えてつながるこ と で、 住民一人ひと り の暮ら し と 生き がい、 地域をと も に創っ ていく 社会。 ※生活支援コ ーディ ネータ ー…高齢者や障害者、その他支援が必要な個人が自宅や地域社会で安心し て生活でき る よう に支援する専門家のこ と 。

利用者一人ひと り のニーズに応じ たサービスプラ ンを作成し 、 さ まざまなサービス提供者と の調整を行う 。
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施策の大綱　 1

子育て支援の充実
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 本村では、地域子育て支援拠点事業と し ての「 陽だまり サロ ン 」 や「 病後児保育事業」 などを 実施し 、

安心し て子育てができ る 環境づく り に努めてき まし た。 また、 出生児祝金の給付や保育料の無償化な

ど経済的な支援を 実施し 、 子育て支援の充実も 図っ てき まし た。 さ ら に、 保育園、 小学校、 中学校が

協力し 、 子ども ら し さ や育ち に着目し た連携カ リ キュ ラ ムや年間計画を 策定し 、 実践する など、 円滑

な教育移行を 実現し てき まし た。

　 し かし 、 本村における 少子化傾向は続いており 、 家族形態の多様化によ る 家庭での子育て力の低下

や地域と のつながり の希薄化が懸念さ れます。

　 親子が地域で孤立する こ と がないよ う 、 子育て支援に関わる 関係機関が連携し 、 地域全体で親子を

支える 体制づく り の強化が求めら れています。

　 児童福祉では、「 球磨村子ど も ・ 子育て支援事業計画」 を 踏まえ、 子ど も を 安心し て産み育てる こ

と ができ る 子育て環境の構築を 進めています。

　 子育て支援はも と よ り 、 働き ながら 子育てを し ている 世帯の生活支援、 子ども たち の健全育成のた

めのメ ニュ ーの充実、 支援体制の確立などが求めら れています。

　 本村では、 支援を 必要と する 子ども や家庭への支援と し て、 要保護児童対策協議会を 定期的に開催

し 、 関係機関と 協力し て児童虐待や支援が必要な世帯を 把握し ています。 さ ら に、 令和５ 年度（ 2023

年度） から は、 子ども 子育て支援拠点に社会福祉士を 配置し 、 支援体制を 強化し ています。

　 また、 子育て支援の充実を 図る ため、 子ども 家庭総合セン タ ー（ 児童福祉） と 子育て世代包括支援

セン タ ー（ 母子保健） の組織を 一元化し 、 妊産婦・ 子育て世帯・ 子ども の一体的な相談対応や、 支援

を 要する 子ども や妊産婦などに対する サポート プラ ン の作成やマネジメ ン ト などを 担う 「 こ ども 家庭

セン タ ー」 の設置が求めら れています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

子育て世代が安心し て子育てできる環境づく り と 子育ての支援の充実に

より 、 子育てし やすい村を目指し ます。現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

◆子育てに対する 理解を 深め、 家族で協力し て子育てに取り 組みます。

◆育児に関わる 人が働き やすい職場環境づく り に努めます。

◆子育て家庭への支援や地域での見守り に努めます。

［ 子育て・ 教育・ 文化］

未来を拓く

人づく り

基本

目標

5

INDEX

1　 子育て支援の充実

2　 学校教育の充実
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村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

こ ども 家庭センタ ーの設置数 箇所 ０ １

（ １ ） 子育て支援体制の充実
関連する個別計画 子ども ・ 子育て支援事業計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■子育て支援の充実を 図る ため、 子ども 家庭総

合セン タ ー（ 児童福祉） と 子育て世代包括支

援セン タ ー（ 母子保健） の組織を 一体化し た

「 こ ども 家庭セン タ ー」 を 設置し ます。

■義務教育と 連動し た「 学び」 へのスムーズな

移行を 図る ため、 保育園と 義務教育学校の連

携を 強化し ます。

■子ども たち を 有害な環境から 守る 対策を 強化

し 、 青少年が健やかに育つ環境づく り を 推進

し ます。

■行政と 地域の連携を 図り 、 子育て世代間の交

流の場づく り を 推進し ます。

■子育て世帯への経済的な支援を 継続し て行い

ます。

◎子育て世帯が集まり 、 活動でき る 場所の整備

を 検討し ます。

（ ２ ） 職業生活と 家庭生活と の両立の推進
関連する個別計画 子ども ・ 子育て支援事業計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■地域子育て支援セン タ ー（ 渡保育園内） や子

ど も 子育て 支援拠点と の連携によ り 、 結婚、

妊娠、 出産、 育児の切れ目のない支援を 推進

し ます。

（ ３ ） 子ども の安全確保
関連する個別計画 子ども ・ 子育て支援事業計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■子ども への交通安全教育の拡充を 図り ます。

（ ４ ） 支援を 必要と する子ども や家庭への支援
関連する個別計画 子ども ・ 子育て支援事業計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■ひと り 親家庭、 障害児やその保護者が安心し

て生活でき る 環境づく り に努めます。

■児童虐待に速やかに対応でき る 体制を 強化し

ます。

■関係機関と 連携し 、 子育てに不安を 持つ親な

どへの支援強化を 図り ます。

■関係機関と 連携し 、 子ども への貧困対策を 推

進し ます。

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

施策の大綱　 2

学校教育の充実
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 学校教育においては、 こ れから の予測困難な社会状況の中、 自ら 課題を 発見し 、 学び、 考え、 判断

し て行動する 「 生き る 力」 の育成が求めら れており 、こ れまでも 、確かな学力の育成、豊かな心の醸成、

健康な体の育成、 信頼さ れる 学校づく り 、 教育環境の充実などに取り 組んでき まし た。

　 確かな学力の育成では、 学校訪問など によ る 指導・ 助言と と も に、 教職員研修の充実や、 情報化・

国際化に対応する 教育の推進を 図り ながら 学力の向上に努めてき まし た。 し かし 、 国や県の学力調査

結果を 見る と 、 まだ課題も 多く 、「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向けた授業改善が必要です。

また、 特別支援教育の充実を 更に推進し 、 個に応じ たき め細かな指導の充実を 図る 必要があり ます。

　 豊かな心の醸成では、 生徒指導、 道徳教育、 人権教育など の充実に取り 組んでき まし た。 し かし 、

いじ め、不登校などの生徒指導上の問題への対応には、学校や家庭だけでなく 、スク ールカ ウン セラ ー

を はじ め専門機関などと の早期の連携が求めら れます。 また、 世代を 超えた交流と と も に、 体験学習

やふる さ と 学習の充実に向け、 更なる 推進体制の確立が必要です。

　 健康な体の育成では、 教科体育、 食育、 防災・ 安全教育などの充実に取り 組んでき まし たが、 今後

も 家庭、 地域や関係機関と 連携を 密にし 、 日常的な取組を 充実さ せていく 必要があり ます。 また、 小

学校の運動部活動の社会体育移行について は、 平成 31 年（ 2019 年） ４ 月よ り 「 く まむら ジ ュ ニア

ク ラ ブ 」 での活動が始まり まし たが、 令和２ 年７ 月豪雨を 受け、 現在まで活動休止が続いています。

今後、 義務教育学校の部活動参加や地域での活動再開に向けた検討が必要ですが、 指導者不足などの

課題があり ます。

　 信頼さ れる 学校づく り では、 学校評価の公開や、 学校運営協議会※ 1 を 設置し 、 地域と 連携を 深め

ながら 地域に根差し た学校づく り に努めてき まし た。 今後更に、 学校と 家庭・ 地域と の連携・ 協働を

推進し 、 コ ミ ュ ニテ ィ ・ スク ール※ 2 や地域学校協働活動が一体的に機能する 体制づく り を 進める 必

要があり ます。 また、 育ち ・ 学びの連続性の視点から 、 保育園と 義務教育学校の更なる 連携強化や、

信頼さ れる 教職員と し ての資質・ 能力の向上と 不祥事防止に向けた取組が求めら れます。

　 教育環境の充実では、 学校施設の老朽化に伴う 修繕や改修工事を 行い、 通学環境を 整備し 、 スク ー

ルバスについても 老朽化し た車両の入れ替えなどを 行い、 安全で安心な教育環境の充実に努めてき ま

し た。 また、 グロ ーバル化する 社会に対応し た教育環境の整備充実のための ICT 機器の導入や、 無線

LAN の整備も 実施し てき まし た。 例えば、 児童生徒に一人一台のタ ブ レ ッ ト 端末を 導入し 、 学校と

家庭での学習を 含む効果的な活用を 実現する こ と ができ まし た。 今後も 、 学校と 家庭での効果的な活

用について、 更に推進する 必要があり ます。

　 学校施設や通学環境などの充実については、 子ども の命を 守る 視点から も 大切な課題です。 緑豊か

な山が多く 、 球磨川が流れ、 自然景観が美し いエリ アにある 学校と し ての環境づく り や心づく り にも

※ 1　 学校運営協議会…地域や社会の実情に沿っ た学校と なるよう にし ていく 組織のこ と 。 学校・ 保護者・ 地域が一体と なっ て学校の運営につ

いて協議を行う 。

※ 2　 コ ミ ュ ニティ · スク ール…学校と 保護者や地域住民がと も に知恵を 出し 合い、 学校運営に意見を 反映さ せる こ と で、 一緒に協働し ながら

子ども たちの豊かな成長を支え「 地域と と も にある学校づく り 」 を進める仕組みのこ と 。
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施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

子ども 、 学校、 家庭、 地域、 行政の五者が連携し 、 子ども 一人ひと り に

応じ た確かな学力、 豊かな心、 健康な体などが育まれる学校教育を目指

し ます。
現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆家庭では、 子ども の心身の健康を 育み、 生活体験を 通し て生活習慣や善悪の判断など規範意識の基

盤を つく り ます。

◆学校教育に関心を 持ち 、 協力する こ と で、 地域ぐ る みで子ども の健やかな育ち を 見守り ます。

◆学校教育活動への地域の積極的なかかわり を つく り ます。
現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 確かな学力の育成

■学力調査結果の検証を 行い、 学力向上に向け

た課題の解決・ 改善に取り 組みます。

■ I CT の活用や ALT と の連携な ど によ り 、 国

際化に対応し た指導体制づく り を 推進し ます。

■特別支援教育の指導力向上を 図る と と も に、

情報共有や連携を 強化し 、 一人ひと り の教育

的ニーズに応じ た指導・ 支援に努めます。

■ Goog le fo r Ed u catio n パート ナー自治体の

連携事業の活用、 プ ロ グラ ミ ン グ教育※ 1 の

導入など によ り 、 デジタ ル人材※ 2 の育成と

郷土愛の醸成を 図り ます。

◎ I CT の効果的な 活用と 、 情報活用能力の育

成に取り 組みます。

配慮し ながら 、 地域の担い手と なる 子ども たち の可能性を 広げる 教育環境づく り に引き 続き 取り 組ん

でいく 必要があり ます。

　 また、 令和２ 年７ 月豪雨の影響で児童・ 生徒が減少し 、 令和３ 年度（ 2021 年度） から 小学校で複

式学級が発生し まし た。 保護者から は、 複式学級の解消や教育環境の改善を 求める 声が上がり 、 こ れ

を 受け、「 球磨村小中学校再編計画検討委員会」 で協議を 重ねた結果、 義務教育学校の開設を 目指す

こ と と なり まし た。 現在、 令和６ 年度（ 2024 年度） の義務教育学校「 球磨清流学園」 の開校へ向け

て準備を 進めています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

球磨清流学園の「 ふる さ と 学」 における 地域

連携・ 参画の実施率

ジュ ニア ICT リ ーダー育成プログラ ムの参加率
％

（ 参加者数／ 5
年生以上の児
童・ 生徒数）

36 .3

―

100

30 .0

％
（ 実施ク ラ ス
／総ク ラ ス）

関連する個別計画
教育大綱／教育振興基本計画／いじ め防止基本方針／過疎地域持続的発展計画／デジタ

ル田園都市構想総合戦略

（ ２ ） 豊かな心の醸成

■子ども 同士や、 教職員と の信頼関係を 基盤に

し た、 学級・ 学校づく り を 推進し ます。

■家庭や専門機関などと の連携を 密にし て 、 い

じ め・ 不登校、 問題行動な ど の未然防止と 、

早期発見・ 早期対応に取り 組みます。

■「 特別の教科　 道徳」 の指導方法の確立を 図

り 、 豊かな人間性を 育成する ための教育内容

を 充実さ せます。

■子ども たち の社会性や豊かな感性を 育む、 体

験学習の充実を 図り ます。

■村の自然、 歴史、 文化などの素晴ら し さ を 知

る 「 ふる さ と 学」 の充実を 図り ます。

■発達段階に応じ 、 一人ひと り を 大切にし た人

権教育に取り 組みます。

関連する個別計画
教育大綱／教育振興基本計画／いじ め防止基本方針／過疎地域持続的発展計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ３ ） 健康な身体の育成

■食に関する 正し い知識と 望まし い食習慣が身

につく よ う 、学習機会の充実に取り 組みます。

■心のケアに配慮し ながら 、 児童・ 生徒と 教職

員が災害時に適切な対応ができ る よ う 、 防災

教育に取り 組みます。

◎義務教育学校の開校や、 中学校部活動の休日

地域移行に伴う 、 外部指導者の活用と 地域と

の連携・ 協働を 図り 、 教科体育の充実と 児童・

生徒の体力向上に努めます。

関連する個別計画
教育大綱／教育振興基本計画／いじ め防止基本方針／過疎地域持続的発展計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ４ ） 信頼さ れる学校づく り

■義務教育学校への移行に伴い、 学校と 地域が

連携・ 協働し て、 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと

地域学校協働活動に取り 組む体制づく り の再

構築と 推進に努めます。

■小１ プロ ブレ ムや義務教育学校の開校によ り

教育環境が変化し たこ と によ る 児童・ 生徒の

不安や学力低下が抑制さ れる よ う 、 保育園と

義務教育学校の連携によ る 円滑な教育移行を

進めます。

■教職員の資質・ 能力の向上と 不祥事防止対策

を 講じ ます。

関連する個別計画
教育大綱／教育振興基本計画／いじ め防止基本方針／過疎地域持続的発展計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

（ ５ ） 教育環境の充実

■学路の安全確保に努め、 随時、 スク ールバス

の設備と 点検、 更新を 行います。

■ ICT 機器の導入や入れ替え 時の年次計画を

作成し 、 実施し ます。

■校舎の長寿命化計画に基づき 、 校舎の安全性

を 確保し ます。

■児童・ 生徒が学びやすい教育環境の整備に努

めます。

関連する個別計画
教育大綱／教育振興基本計画／いじ め防止基本方針／過疎地域持続的発展計画／デジ

タ ル田園都市構想総合戦略

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における提案を取り 入れた施策

※ 1　 プログラ ミ ング教育…コ ン ピュ ータ プログラ ミ ングの基本的な概念やスキルを 学ぶ教育のこ と 。

※ 2　 デジタ ル人材…デジタ ル技術やツールを効果的に活用し 、 ビ ジネスやプロジェ ク ト の成果を向上さ せるためのスキルと 知識を持つ人材の

こ と 。
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施策の大綱　 3

生涯学習の振興
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 近年、 少子高齢化やグロ ーバル化、 情報化の中で子ども を 取り 巻く 環境が大き く 変化し 、 学校や地

域などの抱える 課題は複雑化、 多様化し ています。 また、 地域の教育力の低下や家庭の孤立と いっ た

問題も あり ます。 そう し た状況の中で、 地域と 学校がパート ナーと し て連携・ 協働し 、 社会総掛かり

によ る 教育を 実現する こ と がますます重要になっ ています。 教育の原点であり 、 全ての教育の出発点

である 家庭での教育は、 親の学びの場でも ある こ と から 、 子育てに喜びを 見いだせる よ う な支援を 行

う 必要があり ます。

　 さ ら に、 生涯にわたっ て主体的に学び続けら れ、 信頼感に満ち た互恵的な人間関係の形成を 促し 、

学んだこ と を 活かすこ と で豊かで う る おいのある 地域を 創造し て いく 原動力を 育むための拠点と し

て、 公民館活動を 推進し ていく 必要があり ます。

　 本村では、 こ れまで生涯学習事業と し て「 く まむら 歴史研究」 などの講座を 実施し 、 学習成果発表

の機会と し て、 毎年３ 月に生涯学習フ ェ スティ バルを く まむら 文化祭と 同時開催し てき まし た。 また、

学んだこ と を 活かし 、 学校応援団と し て学校教育の支援を さ れる 会員も おら れます。

　 し かし 、 近年、 講座数の減少や受講生の高齢化も 目立ち はじ めており 、 村民のニーズを 的確に把握

し た講座内容の充実や開催日時などの見直し などが求めら れています。

　 また、仕事や社会生活のあら ゆる 面において、新し い知識や技術の習得など質の高いニーズが高まっ

ている こ と から 、 学校や行政機関、 社会教育関係団体などと 連携し た取組を 推進し ていく 必要があり

ます。

　 人権問題については、 憲法が保障する 基本的人権を 侵害する 重大な問題であり 、 部落差別（ 同和問

題）、水俣病患者を めぐ る 人権、ハン セン 病回復者などの人権、女性や子ども 、高齢者、障害者、外国人、

LGBTQ など、 解決し なければなら ない様々な課題が、 依然と し て存在し ています。

　 本村では、 地域人権教育指導員を 配置し 、 学校での人権教育を 肯定的に受容でき る 家庭・ 地域の基

盤づく り のために学習機会の提供を 行っ てき まし た。 青少年育成も 含めた研修会、 地区の公民館での

高齢者向けミ ニ講話などを 毎年実施し 、 正し い知識を 学ぶこ と で、 人権意識の高揚を 図っ てき まし た。

し かし 、 参加者の固定化がみら れる こ と から 、 村民一人ひと り が、 人権問題について正し い知識を 身

につける と と も に、 自ら の問題と し てと ら え、 あら ゆる 差別や偏見を なく すよ う 、 人権教育の啓発に

取り 組んでいく 必要があり ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

村民一人ひと り が生き がいのある生活を送るため、 生涯を通し て学ぶ機

会を充実さ せ、 学んだ知識や技能を、 地域や暮ら し の場で活かすこ と が

でき る生涯学習を目指し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆生涯学習講座に参加し 、 交流の輪を 広げます。

◆基本的人権を 尊重し 、 差別を なく す施策に協力し 、 自ら も 人権意識の高揚に努めます。

◆事業所内での人権啓発を 実践し 、 雇用や待遇によ る 差別を なく し ます。

◆個々の学習や活動で得た知識や技能などを 、 地域の課題解決やむら づく り に活かし ます。
現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

指　 標 単位 現状値
（ 令和 4 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

生涯学習講座の受講者数（ 延べ）

人権研修の受講者数（ 延べ）

人／年

人／年

355

497

390

540

（ １ ） コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体的推進
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■学校を 核と し た地域づく り を 目指し 、 地域全

体で子ども たち の学びや成長を 支えます。

■地域と 学校が相互にパート ナーと し て連携・

協働し て様々な活動を 実践し ます。

（ ２ ） 公民館活動の推進
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■文化活動を 通じ 、 コ ミ ュ ニティ 拠点づく り を

支援し ます。

■スポーツ の振興・ 健康づく り を 通じ て、 公民

館活動の活性化に取り 組みます。

（ ３ ） 家庭・ 地域教育力向上への支援
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■学習ニーズにあっ た講座の企画・ 運営を 支援

し ます。

■様々な 知識や技術を 持つ地域の人材を 登用

し 、 伝統・ 文化などの学習や世代間の交流を

図り ます。
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（ ４ ） 社会教育関係団体と の連携
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■学びを 通し た仲間づく り と 、 子ども たち や青

年団、 老人ク ラ ブなどの団体と のネッ ト ワー

ク づく り を 推進し ます。

■学習成果が地域で活かさ れる場を充実さ せます。

（ ５ ） 人権教育・ 啓発の推進
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画／デジタ ル田園都市構想総合戦略

■地域・ 職場における 人権問題に関する 学習機

会の提供と 、 内容の充実を 図り ます。

■啓発活動によ り 人権を 尊重する 意識の高揚を

図り ます。

施策の大綱　 4

生涯スポーツの振興
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 近年、 健康・ 体力づく り への関心は高く 、 ウォ ーキン グやグラ ウン ド ゴルフ を 行う など、 多く の村

民が生活の一部と し てスポーツ の必要性を 感じ ています。 し かし ながら 、「 仕事」 や「 はじ める き っ

かけの難し さ 」 などの理由によ り 、 なかなか取り 組むこ と ができ ない村民が多いのが現状です。

　 総合型地域スポーツ ク ラ ブ「 く まむら スマイ ルスポーツ ク ラ ブ」 においては、 指導者の高齢化や指

導者不足、 会員の固定化が顕著であり 、 会員数を 増加さ せる こ と が課題と なっ ています。 さ ら には、

平成 31 年（ 2019 年） ４ 月の小学校の運動部活動の社会体育（ く ま むら ジ ュ ニアク ラ ブ ） への移行

に伴い、 児童のスポーツ 環境の確保、 支援を 図る 必要があり ます。

　 村民のスポーツ 振興及び健康づく り の拠点と し て整備し た球磨村総合運動公園は、 令和２ 年７ 月豪

雨以降仮設住宅用地に供さ れている ため、 スポーツ イ ベン ト やレ ク リ エーショ ン 活動に使用可能な新

たな場（ 施設） が求めら れている と こ ろ です。

　 こ のよ う な課題解決と 村の活性化に向けて、 こ れまで以上に体育協会やスポーツ 推進委員会を 中心

と し たイ ベン ト の開催など、 スポーツ によ る 地域づく り が必要と なっ てき ています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

関係団体などと 連携・ 協働を図り ながら 、 村民がスポーツに親し むき っ

かけづく り やスポーツによる生きがいづく り を推進し 、 健康を意識し た

スポーツの振興と スポーツを通じ た交流の拡大を目指し ます。
現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

◆スポーツ ・ レ ク リ エーショ ン 活動に積極的に参加し ます。

◆地域ぐ る みでスポーツ に親し む機会や環境づく り に努めます。

◆スポーツ 活動への理解に努め、 支援し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）

く まむら スマイ ルスポーツク ラ ブの参加者数

スポーツ事業（ イ ベント など） の参加者数

人／年

人／年

102

571

110

620

基
本
目
標
５
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く
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く
り
［
子
育
て
・
教
育
・
文
化
］

施
策
の
大
綱
４

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

基
本
目
標
５

　
未
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育
・
文
化
］

施
策
の
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綱
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生
涯
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習
の
振
興

基
本
計
画

基
本
計
画
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指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 指導者の確保と 資質の向上
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■定期的な情報交換と 、 スポーツ イ ベン ト など

の企画や運営を 支援し て、 スポーツ 推進委員

の指導力の向上に努めます。

■部活動の地域移行に伴い、 新たな指導者の育

成を 図り ます。

（ ２ ） 各種スポーツ団体の育成と 活動支援
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■スポーツ イ ベン ト を 開催する と と も に、 参加

促進に努め、 競技スポーツ と の連携と 充実を

図り ます。

■体育協会及び加盟団体など各種目協会の連携

と 「 く まむら スマイ ルスポーツ ク ラ ブ」 の自

主的活動の支援を 強化し ます。

（ ３ ） 体育施設の整備・ 充実及び有効活用
関連する個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■定期的に設備の点検を 実施し 、 維持管理と 有

効活用を 図り ます。

■各種スポーツ ニーズに対応し た用具・ 設備の

充実を 図り ます。

●遊水地を活用し たスポーツの振興

　 遊水地の平常時の土地利活用策と し て、 遊水地における 運動公園の整備を 国と 連携し ながら 進め、

本村のスポーツ 振興の場と し て活用し ていき ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11～

　

●遊水地における運動公園の整備
スポーツの振興

施策の大綱　 5

文化の振興
関連する
SDGs

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

　 村民の文化に対する 意識を 高める ため、 講座や文化祭を 毎年開催し ていますが、 多様化する 村民の

ニーズに対応する ため、 文化事業の充実を 図る 必要があり ます。

　 また、「 文化協会」 は、 年々会員の固定化や高齢化によ り 会員数、 サーク ル数の減少が顕著であり 、

こ れに伴い活動成果の発表機会が減少し ています。

　 村内の文化財については、 指定の候補が挙がっ ていますが、 指定困難と なっ ている 文化財が多く あ

り ます。 今後においても 、 こ のよ う な未指定の文化財や古文書など、 預託・ 寄贈さ れた文化財の指定・

保存管理及び公開によ る 活用が必要と なっ てき ます。

　 民俗文化の保存・ 継承については、 く まむら ふれあいまつり や各地区の神社大祭などに保存団体が

出演さ れていますが、 近年、 少子高齢化の進行によ り 、 存続が危ぶまれる 団体が発生し ています。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

文化芸術に触れる機会を創り 、 豊かな感性の育成と 、 文化財や史跡の保

護・ 活用を図り 、 文化的価値の理解を深めると と も に、 貴重な歴史的資

源を後世へ継承し ていく 村を目指し ます。
現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

◆地域文化を 学び、 関心を 持ち ます。

◆地域文化の保存・ 継承に努めます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

指　 標 単位 現状値
（ 令和 5 年度）

目標値
（ 令和 10 年度）　

郷土芸能の発表の場の確保 件／年 2 4
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５
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本
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指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

（ １ ） 文化活動の推進
関連する 個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■文化的な豊かさ を高めるために、 地域に根差

し た魅力ある文化活動の充実に努めます。

■住民が身近に文化活動に触れ、 気軽に参加で

き る文化協会の体制づく り を図り ます。

（ ２ ） 文化財の保護・ 活用
関連する 個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■文化財の調査を 行い、 有形・ 無形文化財の保

護に努めます。

■文化財の保護と 活用を 啓発する 活動を 進め、

歴史教育を村民みんなで推進し ます。

（ ３ ） 民俗文化の保存・ 継承支援
関連する 個別計画 社会教育計画／過疎地域持続的発展計画

■村内各地域に伝わる民俗芸能などの文化遺産

を保存・ 継承し ていく ため、 記録と 住民への

周知を行う と と も に、 民俗芸能などの披露の

場の確保に努めます。

■民俗資料の整理と 調査・ 保存に努めます。

◎子ども たちへ学ぶ機会を 提供する こ と で、 後

継者の育成を図り ます。

●地域文化の復活

　 被災し た地域において、 地域の拠り 所と し て管理さ れてき た集落共有施設の復旧及び仏像などの文

化財の修復を支援し ます。

現状と 課題

村民・ 事業者・ 地域の役割

指標と 目標値

施策の展開

復興に向けた取組

めざす姿

施　 策 施策概要　 R6 R7 R8 R9 R10 R11 ～

　 ●地域の拠り 所として管理さ れて

きた共有施設の復旧、 文化財の

修復支援

集落共有施設の復

旧、 文化財の修復

支援

◎ … 「 復興未来ト ーク 」 における 提案を取り 入れた施策

基
本
計
画

基
本
目
標
５
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未 来 へ の 提 言
　 第６ 次球磨村総合計画（ 後期基本計画） の策定にあたっ ては、 役場の若手職員の意見・ アイ デアも

計画に反映さ せたいと の考えから 、「 総合計画策定に向けた球磨村復興未来ト ーク 」 を 実施し まし た。

　 復興未来ト ーク では、 若手職員が村の課題と 向き 合い、 それを 解決し ていく ための様々なアイ デア

を 短期目線、 中長期目線で提案し ていますが、 こ こ では「 将来に向けて一定の期間を かけて進める べ

き こ と 、 10 年・ 20 年先を 見据えた考え」 を 整理し 、 自ら が理想と する 球磨村の姿を 実現する ために

今後取り 組むべき こ と を 「 未来への提言」 と し て掲載し ます。

（ １ ） 現状と 課題

　 令和２ 年７ 月豪雨以降、村の人口減少と 高齢化が加速し ており 、将来的には行政区・

班や、 地域組織の維持が困難になる こ と が予想さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 住まい・ 産業・ 文化・ 行政機能などを 集約し たコ ン パク ト シテ ィ ※ 1 を 形成する こ

と で、 生活利便性の向上と と も に、 地域コ ミ ュ ニテ ィ の維持、 イ ン フ ラ 施設の維持

管理及び行政サービ スの効率化を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

協働による地域づく り について　 　

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

1

コ ンパク ト シティ 形成に向けた検討

村全体でコ ン パク ト シティ への理解を 深める ため、 役場内で研修を 実施する と

と も に、 住民への情報提供から 着手する 。 その後、 住民意向調査や計画策定に

向けた検討を 進める 。

1

（ １ ） 現状と 課題

　 役場の事務手続き は、 押印手続き が多い・ 文書の保存年限がわかり づら い・ キャ ッ

シュ レ ス決済が使えないなどの課題があり 、 職員負担が多い状態。 今後、 DX 化・ 公

文書の電子化・ 行政事務の AI ※ 2 化は現在よ り 進むも のの、 こ れら の導入に向けた

業務量の増加に伴い、 職員の負担がさ ら に増加する こ と が考えら れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 デジタ ル技術を 最大限活用し つつ、 無駄を 省く こ と で「 ゆと り ある 行政運営」 を

実現する と と も に、 生まれた時間を 住民福祉に充てる こ と で 住民にと っ て親し まれ

る 役場を 目指すため、【 住民・ 役場みんなでスマート デジタ ル化！「 球磨村まる ごと

デジタ ル化事業」（ 球磨デジ）】 を 実施し たい。

効率的な行政運営の推進について 

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

2
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K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N
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K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N
（ ３ ） 取り 組むべき こ と

DX 化の推進

電子決裁の導入

住民向けスマホ教室

DX 専門員の民間登用や電算担当職員の増員などの体制整備を 行い、 各種手続き

のオン ラ イ ン 化を 検討する 。

先行事例を 調査する と と も に、 全庁的な ワーキン ググループ を 設置し 、 電子化

を 推進すべき 手続き の洗い出し を 行う 。

住民に公式ウェ ブ サイ ト や LIN E の閲覧方法を 習得し て も ら い、 最終的にはス

マ ホ利用を 習慣化する ための球磨村ア プ リ （ 健康・ 防災・ 買い物支援・ デマ ン

ド ※タ ク シーなど） を 導入する 。

1

2

3

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

（ １ ） 現状と 課題

　 村財政の課題と し て、 歳入に歳出が見合っ ていないこ と 、 団体な ど へ交付する 補

助金や事業者への委託費が金額に見合う 成果が得ら れていな い場合がある こ と 、 ま

た、 住民の村財政に対する 関心も 薄いこ と が挙げら れる。 今後、 人口減少が進行す

る こ と で、 更に税収が減少する こ と など によ り 、 様々な 事業の遂行が難し い状況に

なる こ と が懸念さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 自主財源が増えている 状態を 実現し 、 村民の村財政への関心度も 高めたい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

未
来
へ
の
提
言

健全な財政運営の推進について

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

3

村財政情報の発信

大手企業や高額納税者の呼び込み

補助金等適正化委員会の設置

広報紙で 特集を 組むこ と によ り 発信する。 その際は、 住民への伝わり やすさ を

意識し 、 家計簿の規模で表示する などの工夫を 行う 。

大手企業や高額納税者のニーズを 把握し た上、 そのよ う な 企業・ 個人が進出で

き る よ う な土地の調査・ 確保を 進める 。

各種補助事業及び委託費の検証・ 見直し を 行い、 支出の無駄を カ ッ ト する 。

1

3

2

K U M A  V I L L A G E

M A S T E R  P L A N

未来へ
の提言

※ 1　 コ ンパク ト シティ …住まいや商業施設、 公共施設等などの生活機能を 集約化し 、 村内を公共交通機関等で結ぶこ と で、 都市機能を持続可

能なも のと し ていく 取組のこ と 。

※ 2　 AI …Arti f icial  I n tel l i g en ce の略で人工知能を意味する。 人間が知能を使っ てするこ と を コ ンピュ ータ にさ せよう と する 技術。

※デマンド …利用者が予約をし 、 指定さ れた時間に指定さ れた場所へ送迎する 交通サービスのこ と 。
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（ １ ） 現状と 課題

　 担い手の高齢化、 地理的条件（ 急峻な地形、 狭小農地） を 要因と する 生産性の低

迷な ど が課題で ある。 今後更に高齢化が進むこ と で、 担い手の減少→土地の荒廃→

鳥獣被害の増加→土地の荒廃…と いう 悪循環に陥る 可能性がある 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 高付加価値化・ 稼げる 農業を 通じ て、 希望を 持っ て農業に取り 組むこ と ができ る

状態を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 高齢化及び後継者不足によ り 村内の商工業は衰退し 、 村外から の利用客も 多いコ

ン ビ ニ及び公共事業に携わる 建設業者以外の廃業が増えていく と 思われる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　「 各地域に１ 箇所は生活用品を 買える 店がある 」「 移動販売がある 」「 特産品の取扱

店がある 」 こ と で、 全て の生活者が食料品・ 日用品にア ク セス でき る 状態を 実現し

たい。 また、 村内事業者の DX 化や DX 関連企業の進出によ り 村の課題解決が進み、

さ ら なる 企業進出につながる 状態を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 球磨村の知名度は低く 、 ど こ にある のかわから な いと 思う 人も 多い。 ま た、 球磨

村を 訪れよ う にも 、 JR 肥薩線の運休によ り 、 村へのアク セス手段が乗用車に限ら れ

る こ と から 、 観光地と し ての選択肢から 外れる 状態。 今後、 観光客数の低迷→施設・

ス ポッ ト の質の低下→観光客数の低迷…と いう 悪循環に陥り 、 交流人口も 少な い地

域と なる おそれがある 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 旅行先と し て選ばれる 「 観光地」 を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 林業従事者の高齢化及び不足が進行し 、 適切に管理さ れない森林が増える こ と で 、

森林の荒廃や山地災害の危険性が高まる こ と が想定さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 主伐と 造林のバラ ン スが取れた森林循環によ り 、 災害に強い山林が形成さ れている

状態を 目指し 、林業事業者が不足する こ と がない経営雇用体制を 確立さ せたい。 また、

シカ 被害の減少と 捕獲し た有害鳥獣を 活用し た特産品の販売を 行いたい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

農業の振興について 商工業の振興について

観光の振興について　
林業の振興について　
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4 6

7
5

氷温技術の活用・ 継続

宅地整備と 併せた商業施設（ 店舗） の誘致

棚田展望所の設置

「 森のし ごと 体験」 の実施

ほ場整備における地下パイ プ網の整備

道の駅の整備

観光アプリ の開発
シカ のブラ ンド 化

村を 挙げて ブ ラ ン ド 化を 進める ため、 情報発信・ 研修会を 実施する と と も に、

施設・ 設備投資に要する 費用を 補助する こ と などの支援を 行う 。 官民連携事業（ 役場は事業計画策定・ 事業者出店補助・ イ ン フ ラ 整備を 担う ）

と し て 実施。 人口集中地区を 設ける こ と で企業誘致を 有利な も のと し、 併せて

働く 場の確保も 目指す。

補助金を 活用し ながら 、 看板の設置から 着手。 現地で QR コ ード を 読み込むこ

と で、棚田の解説を VR ※で見ら れる などのアプリ 開発も 視野に入れて取り 組む。

子ど も の頃から 森林を 身近に感じ て も ら う ための活動（ 伐採見学・ 植栽体験・

森林教室など ） と し て、 森林組合と と も に企画・ 実施する と も に、 森林環境譲

与税を 活用し て活動を 支援する 。

水路の維持管理に要する 負担が大幅に増加する こ と を 想定し た取組。 今後予定

さ れている 渡地区でのほ場整備から 、 地下パイ プ網の整備を 進める 。

国道沿いに道の駅（ 飲食店、 特産品の販売所） を 整備する 。

①混雑・ 道路・ 天気情報の提供によ る 周遊促進、 ② VR と GPS を 組み合わせた

村を めぐ る VR 観光（ 解説・ 歴史・ 妖怪）、 ③旅行プラ ン・ マッ プ・ ジャ ン ル別ルー

ト ・ 予約などの観光行動を 支援する アプリ を 開発・ 提供する 。

加工品の製作ルート の確保から 着手し 、 ペッ ト フ ード や革製品など を 特産品と

し て売り 出す。
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未来へ
の提言

未
来
へ
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提
言

※ VR…Virtu al  Real i ty の略で、 コ ンピュ ータ によ っ て生成さ れた仮想環境を体験さ せる技術のこ と 。
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（ １ ） 現状と 課題

　 高齢ド ラ イ バーの増加によ る 交通事故の増加が懸念さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 他の移動手段がある こ と で、 高齢者が運転する 必要がない地域を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 村と し て 脱炭素に向けた各取組を 進めている も のの、 村の取組が地域・ 家庭にど

れほど浸透し ている のか不明。

（ ２ ） 理想の将来像

　 地域・ 家庭に「 地球温暖化対策」「 脱炭素に向けた取組」 が浸透し 、 行政・ 住民・

企業が一体と なっ て地球温暖化対策を 推進する 体制を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 国民健康保険被保険者など を 対象と し た特定健診において、 血圧及び血糖値など

の数値で 県内ワース ト ５ に入っ ている 状況。 今後、 高齢化が加速する 中で、 老々介

護や独居の増加、 更に要介護４ 、 ５ の住民が増え、 在宅生活を 送る こ と が困難にな

る と 想定さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 若者から 高齢者までの全世代が健康で長生き し 、 幸せを 感じ る 生活を 実現し たい。

交通安全対策について

地球温暖化対策の推進について

健康づく り の推進について
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高齢ド ラ イ バーに免許返納を促す取組の推進

子ども への環境学習

各家庭への再生可能エネルギー普及促進活動

免許返納後も 生活に不自由する こ と がないよ う 、 住民ニーズに応じ たコ ミ ュ ニ

ティ バスの運行体制を 整備する 。

義務教育学校の教育課程において、 環境（ SD Gs も 含む。） に関する 学習時間を

学年ごと に導入・ 実施する 。

各家庭において再生可能エネルギーが使用さ れる よ う 情報発信及び啓発活動を

実施する 。 併せて、 導入家庭へのイ ン セン ティ ブ ※付与も 検討する 。
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2
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（ ３ ） 取り 組むべき こ と

フ ィ ッ ト ネスマシンの利活用促進

健康ポイ ント アク ショ ンのさ ら なる推進（ 特典付き などのイ ンセンティ ブ付与）

夜間や休日も 使用可能と なる よ う 環境を 整備し たう え 、 民間事業者への管理委

託を 検討する 。

健康教室、 サロ ン 、 フ ィ ッ ト ネス ジム参加者にポイ ン ト を 付与する 。 参加者が

増える よ う 、 貯めたポイ ン ト と 交換でき る 特典（ 商品券・ 入浴券な ど ） を 充実

さ せる 。
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（ １ ） 現状と 課題

　 既に介護業界の人手不足が深刻な状況であり 、 近いう ち に高齢化率は 50% を 超え

る 見込み。 今後、 超高齢社会を 迎える 一方で若年人口が減少し 、 介護負担がますま

す増える こ と が予想さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 ど んな 人でも 住み慣れた地域で、 自立し た自分ら し い暮ら し を 人生の最後ま で続

けら れる よ う な状態を 実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 子育て 世代の世帯数及び子ど も の出生率と も に減少し ており 、 今後、 子ど も が一

人も いな い地域が増加する こ と が予想さ れる。 その結果、 子育て に関する 施策が無

く なる 可能性や、 村内保育園の運営が危惧さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　 子育て し やすい村、 子ど も たち と 地域の交流が盛んにな り 、 U タ ーン や移住定住

がし やすい村を 実現し たい。

生活・ 介護・ 就労支援の充実について　

子育て支援の充実について
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12

球磨村に必要な事業所と その構想づく り

福祉についての理解を深めても ら う ための取組

働く 場、 活動でき る 場やサービ スを 必要と する 高齢者や障害者が安心し てサー

ビ スを 受けら れる よ う な 事業所の整備・ 仕組みを 構築する。 計画審議会におい

て構想を 議論する こ と から 着手し 、 審議会で得ら れた様々な視点から の意見を

計画に反映さ せる 。

老若男女問わず楽し く 参加で き、 福祉の見識を 広める こ と がで き る「 福祉フ ェ

スティ バル（ 福祉体験コ ーナーの設置など）」 を 開催する 。
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※イ ン セン ティ ブ…「 動機」「 刺激」 の意味。 こ の項目においては、 限ら れた地域内での経済の活性化を 目的と し て、 商品券や決済システムな

どにプレ ミ アムを付けたり ポイ ント の還元を行う 取組のこ と 。
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（ ３ ） 取り 組むべき こ と

子育て世帯転入の際の助成金の支給

習い事助成金の創設

移住者支援策と 連携し て実施。 移住者が子育て世帯の場合、 助成金を拡充する。

幅広い習い事を対象と するが、 どの範囲を 習い事と するか検討が必要。
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（ １ ） 現状と 課題

　 子ど も の数の減少によ り 複式学級が生じ 、 また、 児童生徒の８ 割がスク ールバス

通学のため、 運動機会が減少し ている 状況。 児童数が減少する こ と で、 社会生活に

おける 経験値が少ない子ども の増加及び運動機会の減少に伴う 運動能力・ 基礎体力

の低下が懸念さ れる 。

（ ２ ） 理想の将来像

　「 村全体が学びの場／安全・ 安心の場」 である 教育環境を 実現し たい。 また、 球磨

村独自の ICT 教育により 、子ども たち全員がプログラ ミ ングなどの IT 技術を 獲得し 、

グローバル社会に強い子ども を 育てる教育を実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

（ １ ） 現状と 課題

　 各地域の伝統芸能では後継者が不足し 、多く の伝統芸能の消滅が危惧さ れる。 また、

地域で維持管理し ている文化財についても 、 維持費などの捻出が厳し い状況。

（ ２ ） 理想の将来像

　 伝統芸能を継承する仕組みが構築さ れ、 伝統芸能・ 文化に触れる機会が増えている

状態をつく り たい。 また、村の文化財などの魅力が発信さ れている状態を実現し たい。

（ ３ ） 取り 組むべき こ と

学校教育の充実について

文化の振興について
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14

I CT 事業（ プログラ ミ ング教育）

伝統芸能のデータ 保存

社会体育へ移行し た部活動の充実

文化財マッ プの作成

学校応援団による学校行事支援

小学校１ 年生から ICT 機器に触れる 機会を 提供し 、 学年ごと に設定し た目標を

達成すると いう カ リ キュ ラ ムを整備する。

各団体と と も に推進。 以前のデータ 整備から 着手する 。

部活動の受け皿を整備し 、 児童生徒の体力向上を図る 。

村外に向けて発信する情報を精査するための調査から 着手する 。

現状の支援体制（ 児童生徒と 地域住民のかかわり ） を 維持する 。
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